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は じ め に 

 

 現在、全国的に進んでいる人口減少及び少子高齢社会は、本市においても今後

進行していくことが見込まれ、地域社会の在り方そのものを大きく変化させてい

くことが予想されます。 

 そのような中、新座市では、市民の皆様から市政に対する意見・提言を頂く市

長への手紙・ファックス・メール制度を始め、新座市長とタウンミーティングの

開催や、パブリック・コメント制度などの広聴活動を通して、市民の皆様と意見

のキャッチボールを行いながら、「住んでみたい ずっと住み続けたい 魅力あ

る快適みらい都市」の実現に向けて邁進しております。 

 今回の第１５回新座市民意識調査は、市民の皆様のまちづくりに対する意見や

要望を把握することにより、時代の変化、市民ニーズの変化に的確に対応するた

めに実施したものです。 

 調査結果につきましては、これからの市政運営に役立ててまいりたいと考えて

おります。 

 結びに、この調査に御協力を頂きました市民の皆様に、心から御礼を申し上げ

ます。 

 

 令和６年１月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新座市長 並 木  傑
まさる
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Ⅰ 調査の概要 
１．調査の目的 

本調査は、市民の生活環境に対する意識や市政への要望、評価等を把握し、今後の市政運営の基

礎的資料とすることを目的として実施した。 

 

２．調査の対象及び方法 

調 査 地 域：新座市全域 

調 査 対 象：6,000人（新座市に居住する満18歳以上の市民から無作為抽出） 

調 査 方 法：配布は郵送、回答は郵送又はインターネット(WEB)によるアンケート調査 

調 査 期 間：令和5年9月12日（火）～10月6日（金） 

 

３．回収状況 

配 布 数：6,000票 

有効回収数：2,874票（一般回答：1,842、インターネット(WEB)回答：1,032） 

有効回収率：47.9％（うち、インターネット(WEB)回答率：35.9％） 

 

４．標本抽出 

対象者の抽出に当たって、市内を新座市都市計画マスタープランで定めた地域区分による7地域に

分類し、各地域における18歳以上の人口（令和5年7月1日現在）により、6,000の標本を比例配分し

た。各地域の配布数と回収数を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．調査項目 

１．回答者の属性 ８．学校教育について 

２．定住意識について ９．人権について 

３．新座市のイメージについて 10．ゼロカーボンシティ宣言・環境について 

４．シティプロモーションについて 11．ごみの収集について 

５．市政への要望等について 12．市民参加について 

６．市の窓口サービスについて 13. 新座市コミュニティバス「にいバス」について 

７．市政情報について 14. 大江戸線の延伸について  

東部 

北西 

西部 

北東 

南西 

中央 

南部 

地域区分 配布数 回収数 回収率 

  市全体 6,000 2,874 47.9％ 

 北東地域 1,602 743 46.4％ 

北西地域 636 364 57.2％ 

東部地域 512 221 43.2％ 

中央地域 636 281 44.2％ 

西部地域 378 176 46.6％ 

南部地域 1,591 697 43.8％ 

南西地域 645 309 47.9％ 

不明 - 83 - 
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６．標本誤差 

今回の調査の回答結果から、調査対象となる母集団全体（新座市に住む18歳以上の市民）の比率

を推定するため、単純無作為抽出の場合の標本誤差の算出式及び早見表を以下に示す。統計学上の

標本誤差は、①比率算出の基数（サンプル数）及び②回答の比率（ｐ）によって誤差幅が異なる。

今回の調査の誤差幅は±1.85％以内となる。 

 

【標本誤差算出式】 

標準誤差 = ±2 −− 1 × (1− )
 

【誤差早見表】 

 5％又は 

95％程度 

10％又は 

90％程度 

20％又は 

80％程度 

30％又は 

70％程度 

40％又は 

60％程度 
50％程度 

100 ±4.36％ ±6.00％ ±8.00％ ±9.16％ ±9.79％ ±10.00％ 

200 ±3.08％ ±4.24％ ±5.65％ ±6.48％ ±6.92％ ±7.07％ 

500 ±1.95％ ±2.68％ ±3.57％ ±4.09％ ±4.37％ ±4.46％ 

1,000 ±1.37％ ±1.89％ ±2.52％ ±2.89％ ±3.09％ ±3.15％ 

2,874 ±0.80％ ±1.11％ ±1.48％ ±1.69％ ±1.81％ ±1.85％ 

5,000 ±0.61％ ±0.83％ ±1.11％ ±1.27％ ±1.36％ ±1.39％ 

6,000 ±0.55％ ±0.76％ ±1.01％ ±1.16％ ±1.24％ ±1.26％ 

10,000 ±0.42％ ±0.58％ ±0.77％ ±0.88％ ±0.94％ ±0.96％ 

注）この表の計算式の信頼度は95％ 

 

７．報告書の見方 

（１）回答の比率は、総数を100％として算出し、小数第２位を四捨五入しているため、合計が100％に

ならない場合がある。 

（２）複数回答の質問は、回答者数(＝総数)を分母として比率を算出しているため、合計が100％を超

える場合がある。 

（３）統計学上50サンプル以下の集計(回答者数)は信頼性が低い。そのため、クロス集計については、

50サンプル以上を記述の対象としている。 

（４）選択肢の文章が長い場合は、一部省略している場合がある。 

  

Ｎ＝母集団数（新座市の18歳以上の市民） 

ｎ＝比率算出の基数（回答サンプル数） 

ｐ＝回答の比率（0≦ｐ≦1） 

回収比率(ｐ) 

標本数(ｎ) 
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Ⅱ 調査結果 

１．回答者の属性 

（１）性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地域 
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（４）職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）通勤・通学先 
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（６）居住年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）住居形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）家族構成 
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２．定住意識について 

（１）新座市の住み心地 

問１ 新座市の住みよさについて、どのように感じていますか。（○は１つ） 

 

■全体傾向■ 

新座市の住み心地については、「どちらかといえば住みよい」（51.7％）の比率が最も高く、「住みよ

い」（22.4％）と合わせた『住みよい（計）』は74.1％と７割を上回っている。一方、「どちらかといえ

ば住みにくい」（11.1％）と「住みにくい」（2.7％）を合わせた『住みにくい（計）』は13.8％にとど

まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■経年比較■ 

過去の調査との比較では、『住みよい』の回答比率は毎回増加傾向にあり、平成30年度に比べて0.5

ポイント増加している。 

一方、『住みにくい』の回答比率は減少傾向にあり、平成30年度に比べて1.8ポイント減少している。 
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「住みよい」では〈10・20歳代男女〉、「どちらかといえば住みよい」では〈40歳代女性〉、

「どちらかといえば住みにくい」では〈40歳代男性〉、「住みにくい」では〈30歳代男性〉

が全体より高い。 

【居住地域】「住みよい」では〈北東地域〉、「どちらともいえない」では〈南西地域〉が全体より高

い。 

【居住年数】「住みよい」では〈生まれてからずっと〉が全体より高い。 

 

 

 

 

  

全

体

（

総

数

）

【

人

】

住

み

よ

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

住

み

よ

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

住

み

に

く

い 住

み

に

く

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

2,874 22.4 51.7 11.1 2.7 8.5
1,121 23.6 50.7 12.0 2.4 7.3
1,587 22.1 53.1 10.1 2.5 8.6

男性 76 31.6 56.6 6.6 0.0 3.9
女性 132 31.1 49.2 11.4 1.5 3.8
男性 99 25.3 41.4 14.1 9.1 9.1
女性 173 22.5 52.0 12.1 4.0 8.1
男性 189 22.2 50.8 17.5 1.6 6.3
女性 300 16.3 62.3 10.7 4.0 6.0
男性 233 24.9 53.2 9.0 3.0 7.7
女性 312 20.8 51.9 10.9 2.9 10.6
男性 175 20.6 53.7 15.4 2.3 6.3
女性 216 21.8 52.8 10.2 1.4 10.6
男性 346 22.8 48.6 10.1 1.2 8.4
女性 451 24.2 49.4 8.0 1.6 9.5

743 28.9 53.3 7.8 1.3 6.2
364 21.4 54.1 9.9 1.6 8.0
221 15.4 52.9 14.0 6.8 7.7
281 20.3 46.3 14.9 3.2 10.7
176 26.1 50.6 10.2 2.3 8.0
697 19.4 55.2 11.8 2.3 7.5
309 19.4 44.3 13.6 3.9 14.2
204 22.1 48.5 11.3 4.9 10.8
121 24.0 53.7 10.7 3.3 5.0
259 19.3 52.9 12.7 3.9 8.9
303 21.1 50.8 14.2 2.6 9.6
270 22.6 55.6 13.0 2.6 5.6

1,437 21.8 52.5 10.0 2.0 8.5
254 29.1 45.7 9.8 3.5 9.1

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

南西地域

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

15年以上20年未満

性

別

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

居

住

年

数

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

居

住

地

域

北東地域

北西地域
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（２）住みよいと感じる理由 

【問１で「住みよい」又は「どちらかといえば住みよい」を選んだ方にうかがいます。】 

問１-１ どういう点で住みよいと感じていますか。（○は３つまで） 

 

■全体傾向■ 

新座市の住みよいと感じている理由としては、「買物など日常生活が便利である」（66.0％）の比率

が最も高く、次に「畑や雑木林が多く残り自然環境が豊かである」（44.9％）、「交通の便がよい」

（40.4％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■経年比較■ 

過去の調査との比較では、「買物など日常生活が便利である」の項目がより高くなっているほか、

「交通の便がよい」の項目の比率がより上昇している。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

比率 順位 比率 順位 比率 順位 比率 順位

買物など日常生活が便利である 66.0 60.3 1 55.4 1 56.7 1 56.4 1
 畑や雑木林が多く残り自然環境が豊かである 44.9 49.8 2 49.5 2 53.7 2 52.7 2

交通の便がよい 40.4 38.3 3 36.3 3 37.7 4 37.0 4
 平林寺、野火止用水などの歴史的文化遺産が数多く残されている 24.5 31.0 4 33.3 4 39.9 3 40.5 3

道路や下水道などの都市基盤が整っている 21.6 21.1 5 19.9 5 19.8 5 19.0 5

福祉や保健サービスが充実している 12.7 20.9 6 16.7 6 9.5 7 10.4 7
 近所付き合いがよい（地域住民の連帯感が強い） 10.2 13.2 7 13.1 7 15.6 6 16.1 6

 防犯や防災などの安全な生活環境が整っている 9.3 8.4 8 7.1 8 8.1 8 6.3 8
公共施設が整っている 5.8 6.5 9 5.4 9 6.3 9 4.4 10
教育、生涯学習などが充実している 5.2 5.5 11 4.5 11 4.8 10 5.5 9

その他 2.5 6.2 10 4.6 10 2.9 11 3.3 11
※網かけの項目は上位3位を示す。

平成16年度

単位【％】

令和

５年度

平成30年度 平成25年度 平成20年度



Ⅱ 調査結果 

9 

■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「買物など日常生活が便利である」では〈30歳代男性〉〈40歳代女性〉〈50歳代女性〉、

「畑や雑木林が多く残り自然環境が豊かである」では〈50歳代男性〉〈60歳代男性〉〈70歳

以上男性〉、「交通の便がよい」では〈10・20歳代男性〉〈40歳代男性〉〈60歳代女性〉が

全体より高い。 

【居住地域】「買物など日常生活が便利である」では〈北東地域〉、「畑や雑木林が多く残り自然環境

が豊かである」では〈東部地域〉〈中央地域〉〈西部地域〉〈南部地域〉〈南西地域〉、「交

通の便がよい」では〈北東地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「買物など日常生活が便利である」では〈３年未満〉、「畑や雑木林が多く残り自然環境

が豊かである」では〈10年以上15年未満〉が全体より高い。 
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連

帯

感

が

強

い

）

防

犯
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災
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の

安

全

な

生

活

環

境

が

整

っ
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が
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ど
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充

実
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て

い

る

そ

の
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2,129 66.0 44.9 40.4 24.5 21.6 12.7 10.2 9.3 5.8 5.2 2.5
833 63.4 46.7 41.4 23.5 25.6 13.7 8.5 12.6 5.9 4.7 2.2

1,193 68.2 43.7 40.2 24.8 18.2 12.2 11.7 7.1 6.0 5.6 2.8
男性 67 68.7 31.3 47.8 11.9 22.4 17.9 6.0 17.9 11.9 9.0 0.0
女性 106 68.9 28.3 44.3 19.8 8.5 8.5 16.0 4.7 13.2 7.5 1.9
男性 66 77.3 25.8 33.3 1.5 21.2 12.1 12.1 7.6 12.1 9.1 6.1
女性 129 69.0 44.2 33.3 20.2 14.7 11.6 6.2 6.2 9.3 9.3 3.1
男性 138 62.3 41.3 47.1 16.7 27.5 10.1 6.5 10.9 7.2 8.0 3.6
女性 236 73.3 41.1 38.1 18.6 14.0 8.5 14.0 7.2 6.4 8.9 2.1
男性 182 64.8 52.2 41.8 22.0 23.6 11.5 9.3 11.0 4.9 1.6 1.6
女性 227 71.4 41.9 41.0 23.3 13.2 8.8 9.7 5.3 4.0 4.8 4.4
男性 130 65.4 55.4 41.5 28.5 18.5 16.2 5.4 6.9 3.8 3.1 0.0
女性 161 69.6 47.8 46.6 22.4 18.6 14.3 9.9 6.2 2.5 4.3 2.5
男性 247 56.7 51.0 38.1 34.4 32.0 15.4 10.5 17.4 3.6 3.6 2.4
女性 332 61.4 49.7 39.2 34.9 28.9 17.2 13.0 9.6 5.1 2.4 2.4

611 78.1 32.6 57.3 21.8 20.6 10.3 6.5 9.7 4.4 6.7 1.8
275 70.9 36.0 44.0 18.5 21.8 14.9 12.7 9.1 6.9 4.7 0.7
151 62.3 51.7 20.5 25.2 27.8 14.6 7.9 8.6 8.6 8.6 3.3
187 64.2 51.9 29.9 32.1 16.0 9.1 13.9 7.5 5.9 5.3 1.1
135 60.7 52.6 38.5 33.3 22.2 14.8 13.3 8.9 10.4 1.5 5.2
520 62.5 50.8 34.6 21.9 19.4 12.7 12.3 7.9 6.0 3.8 4.0
197 39.6 63.5 25.4 33.0 27.4 17.8 10.7 14.2 3.6 5.1 2.0
144 77.1 43.1 31.9 8.3 13.9 13.9 8.3 4.9 9.7 5.6 2.8

94 67.0 35.1 39.4 14.9 12.8 12.8 8.5 5.3 12.8 4.3 2.1
187 63.1 42.2 39.0 19.3 18.2 17.6 7.5 8.0 7.0 11.2 5.3
218 66.1 50.5 39.9 22.0 16.1 12.4 9.2 8.7 4.6 7.3 1.4
211 68.7 42.7 42.7 19.9 16.1 10.0 10.9 8.5 6.6 3.8 3.8

1,068 65.1 47.7 40.9 29.2 26.2 12.2 11.1 10.0 4.3 3.6 2.1
190 63.2 34.7 42.6 26.8 21.1 12.6 10.5 12.6 7.4 7.9 2.1

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

居

住

年

数

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

性

別

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

居

住

地

域
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（３）住みにくいと感じる理由 

【問１で「どちらかといえば住みにくい」又は「住みにくい」を選んだ方にうかがいます。】 

問１-２ どういう点で住みにくいと感じていますか。（○は３つまで） 

 

■全体傾向■ 

新座市の住みにくいと感じている理由としては、「交通の便が悪い」（69.2％）の比率が最も高く、

次に「福祉や保健サービスが充実していない」（33.1％）、「道路や下水道などの都市基盤が整っていな

い」（31.1％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■経年比較■ 

過去の調査との比較では、「交通の便が悪い」の項目がより高くなっているほか、「福祉や保健サー

ビスが充実していない」「道路や下水道などの都市基盤が整っていない」の項目の比率がより上昇して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

比率 順位 比率 順位 比率 順位 比率 順位

交通の便が悪い 69.2 67.2 1 63.2 1 63.9 1 65.2 1
福祉や保健サービスが充実していない 33.1 21.9 5 22.5 5 38.9 2 32.3 3
道路や下水道などの都市基盤が整っていない 31.1 23.0 4 24.8 4 32.8 3 36.9 2

公共施設が整っていない 27.5 27.2 3 27.3 3 30.7 4 31.8 4

買物など日常生活が不便である 26.3 32.6 2 27.9 2 25.6 5 29.7 5
教育、生涯学習などが充実していない 13.9 12.1 8 9.1 9 17.3 6 10.4 9
防犯や防災などの安全な生活環境が整っていない 11.4 18.1 6 12.6 8 13.4 8 18.2 6
近所付き合いがうまくいっていない（地域住民の連帯感がない） 9.1 10.7 10 7.8 10 7.4 10 5.1 10
畑や雑木林が減少し、自然環境が悪い 8.1 11.8 9 13.2 7 11.8 9 12.0 8

その他 18.2 16.5 7 16.1 6 16.1 7 17.1 7
※網かけの項目は上位3位を示す。

平成16年度

単位【％】

令和

５年度

平成30年度 平成25年度 平成20年度
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■属性別の傾向■ 

【 性   別 】「道路や下水道などの都市基盤が整っていない」では〈男性〉が全体より高い。 

【居住地域】「交通の便が悪い」では〈南部地域〉〈南西地域〉、「福祉や保健サービスが充実していな

い」では〈北東地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「福祉や保健サービスが充実していない」では〈20年以上〉が全体より高い。 

 

 
全

体

（

総

数

）

【

人

】

交

通

の

便

が

悪

い

福

祉

や

保

健

サ

ー

ビ

ス

が

充

実

し

て

い

な

い

道

路

や

下

水

道

な

ど

の

都

市

基

盤

が

整

っ

て

い

な

い

公

共

施

設

が

整

っ

て

い

な

い

買

物

な

ど

日

常

生

活

が

不

便

で

あ

る

教

育

、

生

涯

学

習

な

ど

が

充

実

し

て

い

な

い

防

犯

や

防

災

な

ど

の

安

全

な

生

活

環

境

が

整

っ

て

い

な

い

近

所

付

き

合

い

が

う

ま

く

い

っ

て

い

な

い

（

地

域

住

民

の

連

帯

感

が

な

い

）

畑

や

雑

木

林

が

減

少

し

、

自

然

環

境

が

悪

い

そ

の

他

396 69.2 33.1 31.1 27.5 26.3 13.9 11.4 9.1 8.1 18.2
162 67.3 32.1 40.1 27.8 25.3 12.3 11.1 9.9 6.8 22.2
200 73.0 34.5 24.0 28.0 30.0 15.0 9.5 8.5 7.5 14.0

男性 5 80.0 20.0 60.0 40.0 20.0 20.0 0.0 20.0 0.0 20.0
女性 17 76.5 11.8 11.8 23.5 23.5 11.8 0.0 11.8 0.0 29.4
男性 23 60.9 30.4 43.5 21.7 17.4 26.1 4.3 4.3 4.3 34.8
女性 28 67.9 46.4 28.6 28.6 25.0 14.3 7.1 7.1 0.0 14.3
男性 36 77.8 27.8 47.2 30.6 11.1 13.9 11.1 8.3 8.3 27.8
女性 44 79.5 36.4 18.2 29.5 27.3 25.0 20.5 4.5 4.5 15.9
男性 28 67.9 35.7 42.9 17.9 21.4 7.1 17.9 10.7 7.1 25.0
女性 43 69.8 37.2 30.2 25.6 25.6 14.0 7.0 14.0 9.3 9.3
男性 31 54.8 48.4 32.3 35.5 35.5 12.9 12.9 6.5 9.7 16.1
女性 25 48.0 44.0 24.0 40.0 28.0 16.0 12.0 8.0 4.0 16.0
男性 39 69.2 23.1 33.3 28.2 38.5 5.1 10.3 15.4 5.1 12.8
女性 43 86.0 25.6 25.6 23.3 44.2 7.0 4.7 7.0 18.6 9.3

68 55.9 38.2 29.4 33.8 19.1 14.7 10.3 5.9 17.6 20.6
42 52.4 35.7 38.1 26.2 31.0 19.0 9.5 9.5 11.9 23.8
46 87.0 34.8 21.7 32.6 21.7 15.2 4.3 15.2 0.0 13.0
51 68.6 23.5 31.4 17.6 29.4 9.8 19.6 11.8 3.9 21.6
22 81.8 36.4 40.9 13.6 50.0 13.6 4.5 4.5 0.0 13.6
98 74.5 34.7 33.7 24.5 21.4 13.3 11.2 7.1 8.2 18.4
54 75.9 25.9 29.6 40.7 37.0 11.1 11.1 11.1 1.9 14.8
33 78.8 39.4 39.4 27.3 21.2 21.2 9.1 3.0 3.0 6.1
17 82.4 11.8 29.4 11.8 23.5 17.6 5.9 17.6 0.0 35.3
43 79.1 32.6 23.3 34.9 32.6 16.3 9.3 9.3 7.0 23.3
51 64.7 29.4 25.5 31.4 19.6 15.7 13.7 17.6 3.9 19.6
42 52.4 33.3 33.3 42.9 23.8 23.8 9.5 7.1 7.1 28.6

173 69.4 38.2 34.1 24.3 29.5 10.4 11.6 7.5 12.1 12.7
34 70.6 17.6 23.5 20.6 23.5 5.9 11.8 8.8 2.9 29.4

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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（４）定住意向 

問２ 今後も新座市に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

 

■全体傾向■ 

新座市への定住意向については、「当面は住み続けたい」（50.1％）の比率が最も高く、「今後もずっ

と住み続けたい」（33.0％）と合わせた『住み続けたい（計）』は83.1％と８割を上回っている。一方、

「新座市外に転居したい（転居する予定がある）」は5.6％、「どちらともいえない」は9.2％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■経年比較■ 

過去の調査との比較では、「当面は住み続けたい」の項目がより高くなっているが、『住み続けたい

（計）』の比率は前回調査と同水準である。 
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「今後もずっと住み続けたい」では〈60歳代男性〉〈70歳以上男女〉、「当面は住み続けた

い」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代女性〉〈40歳代男女〉〈50歳代女性〉、「新座市外に転

居したい（転居する予定がある）」では〈10・20歳代女性〉〈30歳代男性〉が全体より高

い。 

【居住地域】「今後もずっと住み続けたい」では〈西部地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「今後もずっと住み続けたい」では〈20年以上〉〈生まれてからずっと〉、「当面は住み続

けたい」では〈３年未満〉〈３年以上５年未満〉〈５年以上10年未満〉〈10年以上15年未

満〉〈15年以上20年未満〉、「新座市外に転居したい（転居する予定がある）」では〈３年

未満〉〈３年以上５年未満〉が全体より高い。 

 

 
全

体

（

総

数

）

【

人

】

今

後

も

ず

っ

と

住

み

続

け

た

い

当

面

は

住

み

続

け

た

い

新

座

市

外

に

転

居

し

た

い

（

転

居

す

る

予

定

が

あ

る

）

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

2,874 33.0 50.1 5.6 9.2
1,121 36.0 48.6 4.8 8.1
1,587 31.5 51.7 5.9 9.1

男性 76 13.2 65.8 7.9 13.2
女性 132 15.2 60.6 16.7 7.6
男性 99 21.2 53.5 14.1 11.1
女性 173 20.8 59.5 9.8 9.8
男性 189 26.5 59.8 5.3 7.4
女性 300 21.0 64.0 6.7 8.0
男性 233 33.5 54.5 3.0 8.2
女性 312 23.7 57.1 3.8 14.1
男性 175 38.3 48.6 2.9 9.1
女性 216 34.7 50.9 5.6 5.6
男性 346 50.6 33.5 3.5 6.1
女性 451 51.2 34.6 2.2 8.4

743 33.4 53.4 4.6 6.7
364 32.7 52.5 4.1 9.6
221 24.4 53.4 10.4 9.5
281 32.0 49.1 6.4 8.9
176 42.6 41.5 5.1 9.1
697 34.3 48.8 5.6 9.3
309 28.2 50.5 5.8 12.9
204 20.6 57.8 11.8 9.8
121 19.8 58.7 10.7 10.7
259 22.4 60.6 7.7 8.5
303 21.8 58.4 7.3 12.2
270 21.5 60.7 5.2 10.4

1,437 40.3 44.6 3.8 7.9
254 42.1 40.2 5.5 10.6

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

居

住

年

数

性

別

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

居

住

地

域

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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（５）定年後の過ごし方 

問３ 定年後（おおむね60歳を過ぎてから。既に定年を迎えられた方は、現時点において）はどの

ように過ごすお考えですか。（○は３つまで） 

 

■全体傾向■ 

定年後の過ごし方としては、「趣味を楽しむ」（50.8％）の比率が最も高く、次に「健康づくりに取

り組む」（37.4％）、「家族、子ども、孫との時間を楽しむ」（36.2％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■経年比較■ 

過去の調査との比較では、「地方で田舎暮らしをする」を除いたすべての項目において回答率が低く

なっている。なお、上位の項目の傾向に変化はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

比率 順位

趣味を楽しむ 50.8 55.3 1
健康づくりに取り組む 37.4 42.0 2
家族、子ども、孫との時間を楽しむ 36.2 39.2 3
勤め先の再雇用やシルバー人材センター等を通じて仕事をする 24.9 25.2 5
地域の人や友人と交流する 18.4 25.9 4
習い事・学習をする 12.6 16.8 6
ボランティア・社会貢献活動に取り組む 7.4 10.1 8
家庭菜園等の農作業に取り組む 7.1 9.2 10

地方で田舎暮らしをする 5.2 4.2 11

その他 3.0 15.7 7

特にない 7.7 9.9 9
※網かけの項目は上位3位を示す。

単位【％】

令和

５年度

平成30年度
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「趣味を楽しむ」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代男性〉〈40歳代男性〉、「健康づくりに

取り組む」では〈70歳以上男女〉、「家族、子ども、孫との時間を楽しむ」では〈10・20

歳代男女〉〈30歳代男女〉〈40歳代女性〉が全体より高い。 

【居住地域】「趣味を楽しむ」では〈西部地域〉、「健康づくりに取り組む」では〈北西地域〉、「家族、

子ども、孫との時間を楽しむ」では〈中央地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「趣味を楽しむ」では〈３年未満〉〈15年以上20年未満〉、「家族、子ども、孫との時間を

楽しむ」では〈３年未満〉〈３年以上５年未満〉〈５年以上10年未満〉が全体より高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全

体

（

総

数

）

【

人

】

趣

味

を

楽

し

む

健

康

づ

く

り

に

取

り

組

む

家

族

、

子

ど

も

、

孫

と

の

時

間

を

楽

し

む

勤

め

先

の

再

雇

用

や

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

等

を

通

じ

て

仕

事

を

す

る

地

域

の

人

や

友

人

と

交

流

す

る

習

い

事

・

学

習

を

す

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

・

社

会

貢

献

活

動

に

取

り

組

む

家

庭

菜

園

等

の

農

作

業

に

取

り

組

む

地

方

で

田

舎

暮

ら

し

を

す

る

そ

の

他

特

に

な

い

2,874 50.8 37.4 36.2 24.9 18.4 12.6 7.4 7.1 5.2 3.0 7.7
1,121 54.9 37.0 33.8 28.2 14.7 8.5 8.6 6.8 5.5 3.5 7.8
1,587 49.0 38.1 39.2 23.2 21.4 15.3 6.9 7.3 4.9 2.5 6.9

男性 76 76.3 39.5 43.4 5.3 9.2 13.2 3.9 6.6 6.6 0.0 9.2
女性 132 68.9 26.5 49.2 11.4 9.8 15.2 4.5 4.5 9.8 0.0 7.6
男性 99 62.6 25.3 49.5 22.2 12.1 8.1 4.0 8.1 14.1 1.0 7.1
女性 173 55.5 26.6 58.4 21.4 16.2 14.5 8.7 6.9 6.4 1.7 8.1
男性 189 58.2 32.8 32.3 41.3 13.2 9.5 11.6 5.8 8.5 2.1 4.8
女性 300 54.3 36.7 49.3 29.3 13.3 15.7 5.7 11.0 8.3 2.7 5.0
男性 233 54.1 31.3 30.5 41.2 6.9 6.0 7.7 5.6 8.2 2.6 8.2
女性 312 46.2 40.1 33.7 39.1 14.4 15.7 7.1 5.8 6.1 3.5 5.8
男性 175 55.4 38.3 26.9 37.7 13.1 12.6 9.1 5.1 2.3 6.9 4.0
女性 216 47.2 40.3 31.9 32.9 21.8 20.4 8.3 5.6 2.8 4.2 5.1
男性 346 46.8 45.4 33.5 14.5 23.4 6.6 9.5 8.4 1.2 4.6 10.7
女性 451 40.1 44.8 29.3 7.8 36.6 12.9 7.1 7.8 0.7 1.8 9.1

743 53.7 39.0 38.2 28.0 16.0 12.8 8.2 6.3 5.5 2.6 6.5
364 47.0 43.1 35.7 24.2 19.2 10.4 9.9 8.5 4.7 1.9 9.1
221 46.6 33.9 35.3 22.6 19.5 12.7 8.6 9.5 6.3 4.5 9.0
281 51.6 32.7 43.4 21.4 17.4 6.8 3.9 8.2 3.9 3.2 9.3
176 57.4 33.5 37.5 22.2 23.3 11.9 6.3 4.5 5.7 4.5 5.7
697 50.6 38.3 34.7 23.8 18.4 14.9 6.6 6.7 5.3 2.4 7.6
309 51.5 34.3 33.0 30.1 21.0 13.6 8.7 5.5 5.2 3.9 6.8
204 56.4 31.4 52.0 20.1 12.7 7.8 7.4 7.4 7.8 1.5 8.3
121 47.9 26.4 41.3 28.1 10.7 10.7 8.3 8.3 9.9 5.0 9.1
259 50.2 39.0 44.8 25.9 13.5 13.1 7.7 8.5 7.3 2.3 6.6
303 52.1 36.0 38.3 31.0 13.9 12.5 6.3 6.9 7.3 3.3 6.6
270 55.9 37.0 39.3 30.7 13.3 14.4 5.2 7.0 7.4 3.0 7.4

1,437 48.6 40.6 31.1 23.4 23.1 12.7 8.1 6.2 3.2 3.1 7.4
254 55.1 29.5 36.2 21.3 15.7 15.0 5.9 10.6 5.9 2.4 10.2

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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（６）結婚後に住みたい地域 

問４ 【結婚されている方、結婚の意向がある方にうかがいます。】結婚後はどのような地域に住み

たいと思いますか。（○は３つまで） 

 

■全体傾向■ 

結婚後に住みたい地域としては、「買物が便利である」（38.4％）の比率が最も高く、次に「安全・

安心に暮らせる」（34.8％）、「交通が便利である」（29.5％）となっている。 
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■経年比較■ 

過去の調査との比較では、「買物が便利である」「自然が豊かである」の項目が順位を上げている。

一方、「子育て・教育環境が整っている」の項目は順位を下げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

比率 順位

買物が便利である 38.4 39.4 2
安全・安心に暮らせる 34.8 39.9 1
交通が便利である 29.5 36.5 3
医療・福祉の環境が整っている 24.1 33.6 4
自然が豊かである 17.3 20.8 7
仕事と生活のどちらも充実できる 16.8 21.5 6
子育て・教育環境が整っている 15.9 22.7 5
都市部に近く生活に便利である 14.9 20.1 8

気候が良く暮らしやすい 14.3 17.0 9

新鮮な野菜・食材が豊富である 5.5 7.9 10

町並みや景観・雰囲気が良い 5.4 6.3 11

文化・芸術・音楽を鑑賞できる 2.7 3.1 12
スポーツやアウトドアが楽しめる 2.6 2.9 13
祭り・イベントがある 1.7 2.4 15
地域の成長力がある 1.6 2.4 15
活気がある 1.5 1.7 17
歴史・伝統がある 1.0 1.4 18
交流やコミュニティ活動が活発である 0.7 1.4 18
国際化が進んでいる 0.3 0.5 23
全国に誇れる地場産業がある 0.2 0.6 22
特産品・名産品がある 0.2 0.7 20

観光への対応に熱心である 0.0 0.3 24

その他 0.4 0.7 20

特にない 3.1 2.9 13
※網かけの項目は上位3位を示す。

単位【％】

令和

５年度

平成30年度
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「買物が便利である」では〈30歳代女性〉〈40歳代女性〉〈50歳代女性〉、「安全・安心に

暮らせる」では〈10・20歳代女性〉〈30歳代男性〉〈40歳代女性〉、「交通が便利である」

では〈10・20歳代女性〉〈50歳代男女〉が全体より高い。 

【居住地域】「買物が便利である」では〈北東地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「買物が便利である」では〈15年以上20年未満〉、「安全・安心に暮らせる」では〈10年

以上15年未満〉が全体より高い。 
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る
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事

と

生

活

の

ど

ち

ら

も

充

実

で

き

る

子

育

て

・

教

育

環

境

が

整

っ

て

い

る

都

市

部

に

近

く

生

活

に

便

利

で

あ

る

気

候

が

良

く

暮

ら

し

や

す

い

新

鮮

な

野

菜

・

食

材

が

豊

富

で

あ

る

町

並

み

や

景

観

・

雰

囲

気

が

良

い 文

化

・

芸

術

・

音

楽

を

鑑

賞

で

き

る

2,874 38.4 34.8 29.5 24.1 17.3 16.8 15.9 14.9 14.3 5.5 5.4 2.7
1,121 34.7 35.0 30.1 20.3 18.7 15.3 12.7 15.7 15.0 4.5 5.9 3.1
1,587 41.9 35.2 29.6 26.8 16.4 18.1 18.1 14.7 13.9 6.0 5.2 2.5

男性 76 26.3 35.5 34.2 14.5 11.8 26.3 22.4 7.9 15.8 2.6 10.5 5.3
女性 132 37.1 44.7 34.8 17.4 12.1 31.1 37.9 13.6 8.3 1.5 7.6 1.5
男性 99 37.4 40.4 33.3 19.2 11.1 29.3 38.4 15.2 11.1 0.0 7.1 3.0
女性 173 44.5 38.2 23.1 27.7 12.7 27.2 47.4 17.3 11.0 2.3 6.9 1.7
男性 189 35.4 36.0 33.3 14.8 13.8 21.2 24.9 17.5 8.5 5.3 5.3 2.1
女性 300 46.0 44.3 31.0 25.3 14.0 27.0 33.3 14.7 11.3 5.3 5.7 2.0
男性 233 42.9 39.1 37.8 19.3 17.2 17.6 6.9 13.7 18.0 2.1 6.4 0.9
女性 312 47.1 39.4 35.6 29.5 12.5 21.8 10.3 12.5 12.2 4.8 5.4 1.6
男性 175 31.4 36.0 28.0 25.7 18.9 12.6 6.3 18.3 15.4 4.0 9.1 5.7
女性 216 41.2 33.3 31.9 33.8 19.9 13.0 5.6 13.0 18.5 7.9 4.6 4.2
男性 346 31.2 29.2 22.3 23.1 26.0 5.5 3.8 16.8 17.1 7.8 2.9 3.5
女性 451 36.1 23.5 24.2 25.1 21.7 4.9 2.7 16.2 17.3 9.3 3.8 3.3

743 44.3 38.6 32.4 24.5 15.6 19.9 17.5 12.9 13.3 4.2 7.4 3.1
364 38.7 31.3 28.0 24.5 15.9 18.4 14.8 13.5 14.6 3.6 6.0 3.0
221 33.9 30.3 29.9 22.6 16.3 16.7 18.1 16.3 14.0 5.4 3.2 1.8
281 37.7 34.9 24.6 18.9 15.7 13.9 14.6 15.7 15.3 5.7 6.0 1.4
176 41.5 27.8 30.1 22.7 23.9 18.8 16.5 12.5 16.5 9.7 8.0 4.0
697 34.6 36.9 30.3 27.7 17.2 14.9 16.5 16.4 12.6 6.5 3.7 3.0
309 35.9 35.3 27.2 22.0 20.4 15.5 13.3 17.5 17.5 6.5 4.2 1.6
204 42.2 38.7 27.5 23.0 9.8 26.0 34.3 16.7 11.3 4.4 10.8 2.9
121 33.9 31.4 24.8 24.0 11.6 22.3 33.9 16.5 15.7 2.5 5.8 2.5
259 36.7 37.5 26.6 20.8 14.7 20.5 32.4 13.1 11.2 5.0 6.2 2.7
303 38.9 40.6 30.7 23.4 17.2 19.5 25.4 12.5 13.9 5.6 6.6 2.3
270 45.6 33.0 34.4 26.7 15.6 24.1 18.9 13.0 13.3 4.8 2.6 5.2

1,437 38.9 33.5 29.6 25.0 20.0 12.6 6.2 15.9 16.5 5.9 4.7 2.4
254 29.5 35.0 29.9 21.7 15.0 17.7 16.5 14.6 8.3 6.3 5.1 2.4

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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全

国

に

誇

れ

る

地

場

産

業

が

あ

る 特

産

品

・

名

産

品

が

あ

る

観

光

へ

の

対

応

に

熱

心

で

あ

る

そ

の

他

特

に

な

い

2.6 1.7 1.6 1.5 1.0 0.7 0.3 0.2 0.2 0.0 0.4 3.1
4.2 2.6 2.3 2.1 1.4 1.0 0.4 0.4 0.1 0.1 0.4 3.3
1.6 1.2 1.0 1.1 0.8 0.4 0.1 0.1 0.3 0.0 0.3 2.8

男性 3.9 2.6 3.9 1.3 0.0 0.0 1.3 1.3 0.0 0.0 0.0 7.9
女性 3.0 2.3 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5
男性 6.1 1.0 2.0 5.1 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 3.0
女性 1.7 3.5 0.6 2.3 0.0 0.6 0.0 0.0 0.6 0.0 0.6 2.9
男性 5.8 4.8 2.6 3.7 1.1 0.5 0.5 0.5 0.0 0.0 0.5 3.2
女性 1.0 1.7 1.3 3.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.3 0.0 0.0 1.7
男性 1.7 3.4 2.6 1.7 1.7 0.4 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 3.4
女性 2.6 0.3 1.3 0.6 0.6 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.3 3.2
男性 6.3 1.7 1.7 2.3 1.1 1.1 0.6 0.6 0.0 0.0 0.0 2.3
女性 2.3 0.9 1.4 0.0 0.5 1.4 0.0 0.5 0.0 0.0 0.5 2.3
男性 3.5 1.7 2.0 0.6 2.0 1.7 0.3 0.6 0.3 0.0 0.9 2.9
女性 0.4 0.4 0.9 0.4 2.0 0.4 0.0 0.0 0.7 0.0 0.2 2.9

2.2 1.1 1.7 1.7 1.2 0.7 0.1 0.3 0.1 0.0 0.3 2.7
3.3 3.0 1.1 1.1 0.5 1.4 0.8 0.3 0.5 0.0 0.5 2.5
4.1 1.8 3.6 1.8 1.8 1.4 0.5 0.9 0.0 0.0 0.5 7.2
2.1 1.8 3.2 0.7 0.7 1.1 0.0 0.0 0.4 0.0 0.4 4.3
2.8 3.4 1.1 2.8 0.6 0.0 0.0 0.6 0.0 0.6 0.6 2.8
2.9 1.0 0.7 1.6 0.9 0.1 0.3 0.0 0.3 0.0 0.4 2.4
1.6 2.6 1.3 1.0 1.0 0.3 0.3 0.0 0.0 0.0 0.6 3.2
2.0 2.9 2.0 2.5 0.0 1.5 1.0 0.5 0.0 0.5 0.5 2.5
4.1 2.5 0.8 3.3 0.0 0.0 0.8 0.0 0.8 0.0 0.8 2.5
1.9 1.9 3.5 3.5 0.8 0.4 0.4 0.0 0.4 0.0 0.8 3.9
3.0 1.7 1.7 2.3 0.7 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0 3.0
2.2 2.6 1.5 2.6 0.7 0.4 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 3.3
2.3 1.0 1.3 0.7 1.5 0.8 0.2 0.3 0.2 0.0 0.4 2.8
4.7 3.1 1.2 0.8 0.4 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.8 5.5

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

居

住

年

数

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

生まれてからずっと

60歳代

70歳以上

居

住

地

域

北東地域

北西地域

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

性

・

年

齢

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

単位【％】

全　体

性

別

男性

女性



Ⅱ 調査結果 

20 

（７）必要な子育て支援 

問５ 子どもを産み、育てるためにはどのような支援が必要だと思いますか。（○は３つまで） 

 

■全体傾向■ 

子どもを産み、育てるために必要な支援としては、「子育て支援施設（保育所、幼稚園、学童等）の

充実」（55.3％）の比率が最も高く、次に「子育て世帯に対する経済的な支援」（34.7％）、「妊娠・出産

に対する支援」（29.8％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■経年比較■ 

過去の調査との比較では、「妊娠・出産に対する支援」の項目がより高くなっており、順位を上げて

いる。一方、「子育て支援施設（保育所、幼稚園、学童等）の充実」は回答率を11.0ポイント下げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

比率 順位

子育て支援施設（保育所、幼稚園、学童等）の充実 55.3 66.3 1
子育て世帯に対する経済的な支援 34.7 38.0 2
妊娠・出産に対する支援 29.8 26.8 5
子育てと両立できる就労の支援 29.2 34.8 3
勤め先からの理解や制度の充実（育児休業、短時間勤務、定時退社等） 28.5 32.9 4
教育施設（市立小・中学校）の充実 21.5 26.6 6
夫婦同士の助け合い 18.9 23.3 7
子育てに関する相談窓口の充実 8.0 10.4 8
子育てに関する地域との交流の場づくり 7.4 8.6 9
親類からの手助け 3.2 3.5 10
その他 2.5 2.3 12
特にない 3.3 3.5 10
※網かけの項目は上位3位を示す。

単位【％】

令和

５年度

平成30年度
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「子育て支援施設（保育所、幼稚園、学童等）の充実」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代

女性〉〈40歳代女性〉〈60歳代女性〉、「子育て世帯に対する経済的な支援」では〈10・20

歳代男女〉〈30歳代男女〉〈40歳代男女〉、「妊娠・出産に対する支援」では〈10・20歳代

男女〉〈30歳代男女〉が全体より高い。 

【居住地域】「妊娠・出産に対する支援」では〈西部地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「子育て支援施設（保育所、幼稚園、学童等）の充実」では〈３年未満〉〈３年以上５年

未満〉、「子育て世帯に対する経済的な支援」では〈３年未満〉〈３年以上５年未満〉〈５

年以上10年未満〉、「妊娠・出産に対する支援」では〈３年未満〉〈３年以上５年未満〉

〈５年以上10年未満〉〈生まれてからずっと〉が全体より高い。 
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の
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り

親
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か
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そ
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2,874 55.3 34.7 29.8 29.2 28.5 21.5 18.9 8.0 7.4 3.2 2.5 3.3
1,121 55.4 39.0 32.4 24.3 24.4 23.1 16.4 6.8 8.0 3.5 2.2 4.4
1,587 56.1 31.4 27.9 32.6 31.8 20.9 20.5 9.1 7.4 3.2 2.4 2.7

男性 76 63.2 47.4 52.6 26.3 32.9 22.4 13.2 2.6 11.8 3.9 1.3 1.3
女性 132 65.9 55.3 59.8 28.0 31.1 10.6 22.7 6.1 7.6 3.0 2.3 0.0
男性 99 57.6 56.6 52.5 16.2 31.3 24.2 16.2 2.0 8.1 4.0 1.0 7.1
女性 173 66.5 46.8 48.0 31.8 37.0 27.2 14.5 3.5 5.8 2.9 2.3 1.2
男性 189 54.5 50.8 33.3 28.6 23.8 21.2 18.5 6.9 9.0 3.7 5.8 3.7
女性 300 60.7 43.0 27.3 35.0 37.0 28.0 19.7 8.3 7.0 5.3 3.3 1.0
男性 233 57.5 37.3 31.8 25.8 28.8 21.5 18.5 8.2 7.3 5.2 2.6 4.3
女性 312 54.8 29.2 28.2 38.8 37.8 15.7 25.0 6.7 8.0 3.5 2.9 2.9
男性 175 58.3 36.0 33.1 28.6 26.9 26.9 18.3 5.1 6.9 4.0 1.1 3.4
女性 216 61.1 22.2 23.1 41.2 36.6 21.8 20.8 10.6 6.5 3.7 2.8 2.3
男性 346 50.9 28.0 22.0 20.5 16.8 23.4 13.6 9.0 7.8 1.7 0.9 5.2
女性 451 45.0 17.1 13.3 24.6 20.2 19.7 19.3 13.5 8.2 1.3 1.3 5.3

743 57.1 35.7 29.6 30.4 31.0 23.4 20.7 8.5 6.6 3.9 2.3 2.2
364 56.6 31.0 29.4 28.3 28.3 21.7 18.4 8.5 8.0 2.7 2.5 4.1
221 52.5 36.7 29.0 26.7 28.1 22.6 16.3 5.4 10.9 2.7 2.7 4.1
281 53.0 37.4 31.7 31.0 24.6 18.9 15.7 10.0 6.4 3.2 2.5 4.3
176 58.0 34.1 35.2 30.1 28.4 23.3 18.8 6.8 9.7 3.4 3.4 4.0
697 53.4 35.3 28.7 27.5 28.3 20.1 19.4 7.6 7.0 2.9 2.7 4.3
309 59.9 34.0 31.7 33.3 28.2 22.0 18.8 9.4 8.1 3.6 1.9 1.6
204 62.7 52.0 52.0 25.0 32.4 22.5 14.2 5.4 7.4 4.4 0.5 1.0
121 62.8 41.3 39.7 30.6 21.5 19.0 13.2 10.7 7.4 1.7 4.1 3.3
259 54.4 44.0 36.7 28.6 32.0 23.2 19.7 5.4 6.9 1.9 3.5 3.5
303 56.1 38.9 24.8 32.3 31.0 28.1 20.8 5.3 7.3 1.7 4.0 3.0
270 57.4 38.1 33.3 32.6 25.9 21.9 20.4 6.3 8.5 3.0 3.0 1.9

1,437 53.4 27.9 23.7 29.1 27.2 20.3 19.6 9.7 7.4 3.7 1.9 4.1
254 56.3 39.0 38.6 26.0 33.5 19.7 17.3 7.9 8.3 3.9 3.1 2.0

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

居

住

年

数

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

生まれてからずっと

居

住

地

域

北東地域

北西地域

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

単位【％】

全　体

性

別

男性

女性

性

・

年

齢

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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３．新座市のイメージについて 

（１）新座市のイメージ 

問６ 現在の新座市は、どのようなイメージのまちだと思いますか。（○は３つまで） 

 

■全体傾向■ 

新座市のイメージとしては、「都心に近い便利なまち」（51.0％）の比率が最も高く、次に「水と緑

に恵まれた自然環境豊かなまち」（42.6％）、「イメージの薄いありふれたまち」（26.3％）となっている。 
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■経年比較■ 

過去の調査との比較では、上位の項目に大きな変化はみられないが、「暮らしやすい生活環境、施設

の整ったまち」の項目の比率がより上昇し、順位を上げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

比率 順位 比率 順位 比率 順位

都心に近い便利なまち 51.0 52.7 1 46.9 1 45.3 2

水と緑に恵まれた自然環境豊かなまち 42.6 47.6 2 45.2 2 49.3 1

イメージの薄いありふれたまち 26.3 26.7 3 19.9 5 25.5 3

暮らしやすい生活環境、施設の整ったまち 18.6 17.7 5 12.0 6 10.7 6

歴史と文化、伝統のあるまち 14.0 19.5 4 20.7 4 23.6 4

農業の盛んなまち 9.7 12.9 6 9.6 7 14.2 5

教育や福祉、医療の充実したまち 4.4 7.3 9 3.3 12 3.5 11

発展を続ける活力あるまち 4.3 7.8 8 7.0 8 7.5 8

人情味にあふれた親しみのあるまち 3.9 5.2 10 3.7 11 3.4 12

文化活動、イベントなどの盛んなまち 2.0 3.8 12 3.3 12 3.9 10

都市として整備されたまち 1.9 1.5 14 0.9 14 0.8 14

商業のにぎわいのあるまち 1.5 1.7 13 1.0 13 1.1 13

工業の発展したまち 0.8 0.6 15 0.8 15 0.7 15

田舎のたたずまいと都会の利便性のあるまち 　 - 　 - 　 - 34.0 3 　 - 　 -

その他 4.6 5.2 10 4.9 9 6.9 9

わからない 6.6 9.2 7 4.4 10 8.7 7
※「-」は調査項目なし。網かけの項目は上位3位を示す。

単位【％】

令和

５年度

平成30年度 平成25年度 平成20年度
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「都心に近い便利なまち」では〈60歳代男女〉〈70歳以上男女〉、「水と緑に恵まれた自然

環境豊かなまち」では〈70歳以上女性〉、「イメージの薄いありふれたまち」では〈50歳

代男性〉が全体より高い。 

【居住地域】「都心に近い便利なまち」では〈北東地域〉、「水と緑に恵まれた自然環境豊かなまち」

では〈西部地域〉〈南西地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「都心に近い便利なまち」では〈20年以上〉、「水と緑に恵まれた自然環境豊かなまち」

では〈５年以上10年未満〉〈10年以上15年未満〉が全体より高い。 
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イ
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ど

の

盛

ん
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ま
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都

市

と

し

て

整

備

さ

れ

た

ま

ち

2,874 51.0 42.6 26.3 18.6 14.0 9.7 4.4 4.3 3.9 2.0 1.9
1,121 53.7 40.9 28.4 19.2 15.3 8.1 5.1 4.4 3.7 2.1 2.9
1,587 49.6 44.3 24.8 18.8 13.2 11.0 4.0 4.3 4.1 2.0 1.2

男性 76 53.9 39.5 22.4 32.9 14.5 7.9 7.9 6.6 2.6 3.9 7.9
女性 132 43.2 38.6 28.0 22.0 15.9 9.1 4.5 1.5 6.8 5.3 1.5
男性 99 44.4 33.3 30.3 17.2 5.1 7.1 5.1 5.1 6.1 1.0 4.0
女性 173 39.3 44.5 27.2 22.5 13.3 11.0 5.8 2.9 4.0 4.0 1.2
男性 189 48.7 40.2 30.2 20.6 14.8 4.8 4.8 4.2 2.1 1.6 3.2
女性 300 38.7 42.7 27.0 21.7 10.3 9.7 3.0 4.0 4.3 2.0 0.3
男性 233 50.6 36.1 33.5 19.3 18.0 9.9 3.4 3.0 3.4 1.3 2.1
女性 312 45.5 43.6 29.5 17.6 10.9 10.6 4.8 3.5 3.2 1.3 1.3
男性 175 56.6 46.3 29.7 17.7 13.1 9.1 4.0 4.0 1.7 1.7 2.3
女性 216 58.8 43.1 24.1 19.4 12.0 14.8 2.3 4.2 0.9 0.9 0.5
男性 346 59.8 44.5 24.3 16.5 18.2 8.7 6.1 4.9 5.5 2.9 2.0
女性 451 61.0 48.3 18.8 15.3 16.6 11.1 4.2 6.7 5.1 1.3 2.0

743 58.7 37.3 24.9 26.1 14.1 6.9 4.4 5.0 2.4 2.4 3.1
364 53.3 37.1 25.3 22.8 14.6 8.5 4.9 3.8 6.0 1.9 2.5
221 38.0 42.1 29.0 16.3 13.6 10.4 3.6 5.0 3.2 3.2 0.9
281 42.3 40.6 26.7 12.8 16.4 8.9 6.0 3.9 4.3 2.1 1.1
176 46.6 54.5 24.4 21.0 17.6 17.6 3.4 4.5 3.4 2.3 0.6
697 55.4 45.6 27.0 15.4 11.3 10.2 4.4 4.0 4.4 1.4 1.7
309 39.5 52.1 30.1 9.4 16.2 13.6 3.2 3.2 4.2 1.3 0.6
204 35.8 40.7 24.0 24.0 8.8 11.8 4.9 3.4 6.4 3.4 2.0
121 41.3 33.1 25.6 23.1 8.3 8.3 2.5 1.7 7.4 3.3 4.1
259 42.1 48.6 29.3 17.4 9.7 9.7 4.6 4.6 3.1 2.3 1.2
303 43.2 49.5 29.4 18.8 12.2 9.9 3.0 5.3 2.3 1.3 1.0
270 48.9 40.0 25.9 18.1 12.2 9.3 4.1 4.1 2.2 4.4 1.9

1,437 56.9 43.6 25.3 17.4 16.1 9.5 4.6 4.3 4.1 1.3 1.9
254 55.5 31.5 29.9 20.1 16.9 10.2 5.1 4.3 2.8 1.6 2.8

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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ぎ
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る

ま

ち

工

業

の

発

展

し

た

ま

ち

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

1.5 0.8 4.6 6.6
1.6 0.6 5.5 5.2
1.3 1.0 3.3 7.3

男性 2.6 1.3 3.9 3.9
女性 0.0 2.3 3.0 9.8
男性 1.0 1.0 11.1 10.1
女性 0.6 1.7 4.6 5.8
男性 1.6 1.6 10.6 4.2
女性 1.3 1.3 4.0 9.3
男性 1.7 0.4 4.3 7.3
女性 2.2 1.3 4.2 7.7
男性 1.1 0.0 4.0 0.6
女性 1.4 0.5 2.8 7.9
男性 1.7 0.3 2.9 5.2
女性 1.1 0.2 2.2 5.1

2.3 0.8 4.4 5.8
1.9 1.4 5.5 4.9
1.4 0.0 6.8 10.0
2.1 2.5 6.4 7.8
0.0 0.6 3.4 5.1
0.9 0.4 3.7 6.2
0.0 0.3 2.9 8.1
3.4 1.5 5.4 11.8
1.7 0.0 7.4 9.1
1.5 2.3 6.6 9.3
1.3 0.3 4.3 8.9
1.5 0.7 7.8 6.3
1.2 0.6 3.1 4.8
1.2 1.2 5.9 5.9

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

単位【％】

全　体

性

別

男性

女性

60歳代

70歳以上

居

住

地

域

北東地域

北西地域

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

性

・

年

齢

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

居

住

年

数

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

生まれてからずっと
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４．シティプロモーションについて 

（１）新座らしさを感じるもの 

問７ あなたにとって、新座らしさを感じるものは何ですか。（○は３つまで） 

 

■全体傾向■ 

新座市らしさを感じるものとしては、「平林寺とその境内林の景観」（54.9％）の比率が最も高く、

次に「野火止用水」（37.8％）、「武蔵野の面影を残す雑木林」（31.7％）となっている。 
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■経年比較■ 

過去の調査との比較では、「野火止用水」の項目が上昇し順位を上げているほか、「新座市イメージ

キャラクター「ゾウキリン」」の項目の回答率が５ポイント以上高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比率 順位 比率 順位 比率 順位 比率 順位

平林寺とその境内林の景観 54.9 63.5 1 66.6 1 70.4 1 69.7 1

野火止用水 37.8 35.0 3 44.3 3 50.1 2 54.0 2

武蔵野の面影を残す雑木林 31.7 39.5 2 45.8 2 47.6 3 49.0 3

新座市イメージキャラクター「ゾウキリン」 27.5 21.8 4 13.2 6 　 - 　 - 　 - 　 - 

黒目川・柳瀬川の水辺環境 21.7 21.4 5 19.0 4 20.0 4 20.6 4

栄緑道と桜並木 8.4 9.6 8 7.8 8 8.8 7 8.8 8

平林寺半僧坊大祭 8.1 14.5 6 13.8 5 13.4 5 14.5 5

湧き水「妙音沢」の水辺環境や「ミョウオンサワハタザクラ」 7.4 9.7 7 5.5 11 5.5 10 3.7 11

新座市民まつり(市民体育祭、商工会、収穫祭、文化祭、健康まつり) 7.0 7.8 10 7.2 10 8.7 8 8.3 9

新座市に特別住民登録をした鉄腕アトム 4.9 8.4 9 8.4 7 10.5 6 10.5 6
都市計画道路が整備された沿道(新座中央通り、ひばり通りなど)の街並み・景観 4.5 7.0 11 4.6 14 3.4 12 3.4 12

大和田氷川神社夏まつり 4.1 5.3 13 4.7 13 5.5 10 4.1 10

大江戸新座祭り 4.0 4.1 14 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -

区画整理で整備された新座駅周辺の街並み・景観 3.7 6.2 12 5.0 12 2.8 14 3.1 13

新座ブランド認定品 0.1 1.6 16 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -

新座阿波踊り大会 　 - 　 - 　 - 7.8 9 8.5 9 9.5 7

その他 3.7 1.9 15 1.8 16 2.2 15 2.8 14
※「-」は調査項目なし。網かけの項目は上位3位を示す。

平成16年度

単位【％】

令和

５年度

平成30年度 平成25年度 平成20年度
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「平林寺とその境内林の景観」では〈50歳代女性〉〈70歳以上女性〉、「野火止用水」では

〈40歳代男性〉〈50歳代男性〉、「武蔵野の面影を残す雑木林」では〈60歳代男性〉〈70歳以

上男女〉が全体より高い。 

【居住地域】「平林寺とその境内林の景観」では〈西部地域〉、「野火止用水」では〈北東地域〉〈西部

地域〉〈南西地域〉、「武蔵野の面影を残す雑木林」では〈南西地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「平林寺とその境内林の景観」では〈15年以上20年未満〉、「野火止用水」では〈生まれ

てからずっと〉、「武蔵野の面影を残す雑木林」では〈20年以上〉が全体より高い。 
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2,874 54.9 37.8 31.7 27.5 21.7 8.4 8.1 7.4 7.0 4.9 4.5
1,121 52.0 39.7 36.6 20.5 25.2 6.4 6.5 7.5 7.3 5.3 5.9
1,587 57.2 36.6 28.7 33.0 20.2 9.8 9.0 7.2 6.9 4.7 3.6

男性 76 39.5 39.5 28.9 43.4 13.2 1.3 1.3 3.9 9.2 10.5 10.5
女性 132 44.7 39.4 14.4 55.3 16.7 6.8 2.3 2.3 6.8 7.6 2.3
男性 99 26.3 27.3 19.2 39.4 17.2 11.1 2.0 3.0 7.1 5.1 6.1
女性 173 46.2 32.9 17.3 60.7 17.3 7.5 4.0 4.6 9.8 4.6 5.2
男性 189 52.9 44.4 29.6 30.2 19.0 4.2 7.4 3.7 7.9 9.0 7.9
女性 300 58.3 37.7 22.0 48.7 16.3 6.3 6.0 5.7 6.7 5.3 3.0
男性 233 57.1 43.8 30.9 24.5 24.5 5.2 5.6 7.3 7.3 6.0 3.4
女性 312 60.9 39.7 24.4 38.5 16.3 9.0 8.7 8.0 5.1 6.1 2.6
男性 175 57.1 41.1 42.9 10.3 31.4 5.7 9.1 9.7 5.1 4.6 4.6
女性 216 58.8 36.6 32.9 20.4 25.5 11.6 10.2 8.3 7.4 3.7 3.2
男性 346 55.5 37.3 47.7 7.5 30.6 8.7 7.8 10.7 7.5 2.0 5.8
女性 451 61.2 34.4 42.6 7.5 24.8 13.5 14.6 9.5 6.9 2.9 4.7

743 56.9 44.7 30.7 33.4 13.2 3.1 7.1 2.8 5.8 6.1 5.5
364 49.5 30.5 30.2 27.5 27.2 4.1 7.7 1.1 8.8 6.3 2.5
221 48.9 24.0 28.1 29.4 17.6 34.8 3.6 36.2 6.8 3.2 2.7
281 55.2 41.3 28.8 21.4 20.3 10.0 13.9 13.2 10.0 4.3 1.1
176 68.8 55.7 35.8 22.7 7.4 5.1 14.2 1.7 6.3 8.0 2.3
697 56.5 26.5 30.1 25.5 36.4 8.3 5.6 7.6 6.6 3.3 8.5
309 49.5 55.0 41.7 29.1 16.5 6.1 10.0 1.6 6.1 4.2 1.3
204 30.4 24.0 17.6 42.6 17.2 6.4 1.0 2.5 7.8 2.0 8.8
121 40.5 28.1 16.5 43.0 19.8 10.7 2.5 2.5 5.8 4.1 7.4
259 49.8 27.8 22.0 46.7 19.7 6.6 5.4 5.4 8.5 5.4 5.8
303 53.5 36.3 31.7 34.0 25.7 7.6 4.6 5.6 5.3 5.6 5.0
270 60.0 38.9 28.9 34.4 20.0 4.1 4.4 5.2 9.6 4.8 4.1

1,437 59.4 41.1 37.4 17.7 23.3 9.7 10.4 9.6 6.3 4.6 3.8
254 57.9 45.7 30.3 29.5 17.3 8.3 13.8 7.5 8.3 8.3 2.8

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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大

和

田

氷

川

神

社

夏
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り

大

江
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新

座
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り
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画
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理

で

整

備
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新

座

駅

周

辺

の

街

並

み

・

景

観

新

座

ブ

ラ

ン

ド

認

定

品

そ

の

他

4.1 4.0 3.7 0.1 3.7
4.3 3.8 4.5 0.3 4.7
4.1 4.4 3.5 0.1 2.9

男性 9.2 3.9 6.6 0.0 2.6
女性 8.3 12.1 3.0 0.8 1.5
男性 2.0 10.1 11.1 2.0 10.1
女性 0.6 9.8 0.0 0.0 2.3
男性 5.3 6.3 3.2 0.5 5.3
女性 4.7 3.7 2.3 0.0 3.7
男性 4.3 3.0 3.0 0.0 5.2
女性 5.1 4.2 1.9 0.0 2.6
男性 1.7 2.3 2.9 0.0 3.4
女性 3.2 3.7 4.6 0.0 3.2
男性 4.6 2.0 4.3 0.0 3.8
女性 3.5 1.1 6.2 0.0 2.9

3.4 7.3 6.2 0.1 2.8
21.7 4.4 5.5 0.0 3.0
0.5 2.7 0.9 0.0 5.4
1.1 3.9 1.8 0.0 3.2
1.1 5.1 6.8 0.0 2.3
0.4 2.3 1.9 0.1 4.0
0.3 1.3 2.3 0.6 5.5
2.5 6.4 4.9 1.0 9.3
0.0 6.6 5.8 0.0 7.4
3.1 7.3 3.9 0.4 5.4
4.0 5.6 2.3 0.0 3.3
4.4 3.7 2.2 0.0 4.4
4.1 2.8 4.1 0.0 2.4
8.3 3.5 2.8 0.4 2.0

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

単位【％】

全　体

性

別

男性

女性

60歳代

70歳以上

居

住

地

域

北東地域

北西地域

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

性

・

年

齢

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

居

住

年

数

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

生まれてからずっと
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（２）新座市の将来像 

問８ これからの新座市はどのようなまちになっていけばよいと思いますか。（○は３つまで） 

 

■全体傾向■ 

新座市の将来像としては、「医療環境の充実したまち」（34.4％）の比率が最も高く、次に「交通の

便がよく、交通環境が整ったまち」（33.5％）、「自然環境との調和がとれたまち」（32.5％）となってい

る。 
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■経年比較■ 

過去の調査との比較では、「医療環境の充実したまち」の項目が順位を上げているほか、「快適な住

環境が整備されたまち」の項目の比率がより上昇している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

比率 順位 比率 順位 比率 順位

医療環境の充実したまち 34.4 30.0 4 　 - 　 - 　 - 　 -
交通の便がよく、交通環境が整ったまち 33.5 35.3 2 　 - 　 - 　 - 　 -
自然環境との調和がとれたまち 32.5 39.2 1 53.1 1 56.3 1
快適な住環境が整備されたまち 26.0 24.0 5 14.3 8 17.3 7
防犯や防災などの安全な生活環境が整ったまち 23.5 31.1 3 　 - 　 - 　 - 　 -
ひとにやさしい福祉を重視したまち 22.7 21.2 6 36.5 2 44.5 2
教育環境の充実したまち 13.4 12.1 10 17.6 5 20.8 4
道路など都市の基盤が整ったまち 13.4 17.3 7 20.8 4 21.8 3
商店街が便利でにぎわいのあるまち 12.5 14.1 8 16.3 7 18.3 5
歴史や文化、伝統をいかしたまち 8.5 12.2 9 16.4 6 18.1 6
大規模商店があるにぎわいのあるまち 8.1 7.3 14 8.4 12 8.6 11
祭りやイベント、文化活動などの盛んなまち 7.6 8.6 12 4.8 14 5.6 13
レジャー、スポーツ施設などが整ったまち 7.6 9.5 11 10.9 10 10.4 10
農業との調和を大切にしたまち 6.4 8.2 13 11.5 9 16.9 8
新しい産業をおこす活力あるまち 4.6 5.6 15 7.3 13 6.1 12
地域活動が盛んな親しみのあるまち 3.1 3.8 16 8.6 11 11.1 9
ＡＩ（人工知能）等の活用など先進的なまち 2.3 2.4 17 3.5 15 3.8 14
研究所や工場の立地をいかしたまち 1.7 2.0 18 1.5 17 2.0 16
田舎のたたずまいと都会の利便性のあるまち 　 - 　 - 　 - 28.8 3 　 - 　 -
その他 2.1 1.6 19 2.1 16 2.6 15
特にない 1.8 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
※「-」は調査項目なし。網かけの項目は上位3位を示す。

単位【％】

令和

５年度

平成30年度 平成25年度 平成20年度
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「医療環境の充実したまち」では〈70歳以上女性〉、「交通の便がよく、交通環境が整っ

たまち」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代男性〉〈50歳代女性〉、「自然環境との調和がと

れたまち」では〈60歳代男性〉〈70歳以上男性〉が全体より高い。 

【居住地域】「交通の便がよく、交通環境が整ったまち」では〈東部地域〉、「自然環境との調和がと

れたまち」では〈西部地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「交通の便がよく、交通環境が整ったまち」では〈３年未満〉が全体より高い。 
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文
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ち

大
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商

店
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ち

2,874 34.4 33.5 32.5 26.0 23.5 22.7 13.4 13.4 12.5 8.5 8.1
1,121 30.0 34.1 34.6 27.3 20.4 20.5 13.6 16.6 11.3 9.5 7.0
1,587 37.5 33.7 31.9 25.3 25.8 24.0 13.5 11.5 13.1 7.7 8.8

男性 76 18.4 47.4 25.0 42.1 10.5 11.8 22.4 15.8 3.9 3.9 5.3
女性 132 29.5 43.2 21.2 25.0 14.4 15.2 15.9 8.3 10.6 6.1 10.6
男性 99 18.2 41.4 20.2 30.3 10.1 9.1 25.3 21.2 11.1 5.1 7.1
女性 173 31.2 35.8 23.1 37.6 18.5 19.1 35.3 13.3 5.8 4.6 11.6
男性 189 21.7 35.4 28.6 27.0 14.3 14.8 17.5 21.7 7.9 10.6 7.9
女性 300 33.3 32.7 32.3 26.0 27.7 18.7 21.3 10.0 11.7 5.3 13.0
男性 233 31.3 37.3 33.5 24.5 24.9 20.6 10.7 16.7 13.7 8.6 9.4
女性 312 38.8 40.1 30.1 25.3 27.9 25.6 8.0 13.1 11.5 8.3 9.9
男性 175 37.7 32.6 40.6 32.6 17.7 24.6 11.4 15.4 15.4 9.7 8.6
女性 216 38.4 26.4 37.0 24.5 29.2 27.3 9.3 14.8 13.9 7.4 6.0
男性 346 35.3 27.2 41.9 22.5 27.5 26.9 9.2 13.0 11.3 11.8 4.3
女性 451 43.5 29.9 37.0 20.8 27.9 29.5 5.3 10.0 18.4 10.4 4.7

743 36.3 30.3 33.1 27.7 25.0 21.1 14.0 12.4 13.7 7.4 9.3
364 34.3 26.9 34.9 30.5 21.2 21.2 14.6 11.8 13.7 8.5 8.0
221 29.9 46.2 33.9 20.4 23.1 23.1 16.3 10.0 10.9 9.5 6.3
281 30.2 36.7 29.5 21.7 23.8 22.1 12.5 14.9 12.8 9.6 5.0
176 30.1 34.7 37.5 23.3 18.8 24.4 10.8 14.8 17.6 11.4 8.5
697 34.4 36.6 32.1 25.5 23.7 25.5 13.1 17.2 9.6 8.2 7.7
309 37.2 31.1 31.1 27.8 24.3 20.4 12.3 11.3 11.3 8.7 9.4
204 26.0 39.7 26.0 33.8 13.7 11.8 27.0 17.2 12.3 5.9 9.3
121 28.1 28.1 22.3 31.4 14.0 20.7 25.6 16.5 9.9 6.6 9.1
259 30.9 34.0 27.4 27.4 19.7 18.9 21.2 11.2 13.1 7.3 10.4
303 34.0 34.7 34.3 28.4 27.7 19.5 18.8 11.2 10.6 6.3 7.9
270 34.4 37.8 26.3 27.0 20.0 22.2 10.4 12.6 17.0 9.6 12.6

1,437 37.5 32.2 36.5 24.4 26.9 26.6 9.3 13.0 13.1 9.5 6.4
254 29.5 32.7 28.3 22.0 19.7 18.1 9.4 17.7 6.7 8.3 9.1

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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Ａ

Ｉ

（

人
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知

能
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等

の

活

用

な

ど

先
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的

な

ま

ち

研

究

所

や

工

場

の

立

地

を

い

か

し

た

ま

ち

そ

の

他

特

に

な

い

7.6 7.6 6.4 4.6 3.1 2.3 1.7 2.1 1.8
7.0 7.6 5.9 5.5 3.5 3.6 2.1 2.1 2.1
8.3 7.9 6.9 4.0 3.0 1.5 1.5 1.6 1.4

男性 6.6 13.2 6.6 9.2 2.6 9.2 5.3 0.0 0.0
女性 22.7 15.9 6.1 3.8 3.8 3.0 0.0 2.3 1.5
男性 5.1 17.2 6.1 7.1 3.0 8.1 0.0 4.0 6.1
女性 15.6 11.0 4.6 2.3 1.7 2.9 1.7 2.9 0.0
男性 13.2 9.5 6.9 5.8 2.1 7.4 1.6 5.3 2.1
女性 9.0 13.0 5.0 4.3 2.3 2.3 1.3 2.3 1.0
男性 7.3 6.9 5.6 5.6 2.1 1.7 1.3 2.6 1.7
女性 6.4 6.4 7.7 3.5 2.2 0.6 2.6 1.9 2.2
男性 4.6 4.6 4.0 4.0 2.3 0.6 1.7 1.1 1.7
女性 6.0 3.2 7.4 3.2 3.7 1.4 1.4 0.5 2.3
男性 5.2 4.6 6.1 4.9 6.1 1.4 2.9 0.6 2.0
女性 3.1 4.2 8.6 5.1 3.8 0.7 1.3 0.9 1.1

7.5 7.9 6.5 4.7 2.3 2.4 1.9 2.4 1.5
8.5 8.0 6.6 3.8 3.8 1.6 2.2 1.9 2.5
7.2 7.7 8.1 4.5 4.1 4.5 1.8 0.9 2.3

11.4 6.0 6.4 5.0 1.4 2.1 1.8 2.5 1.8
10.8 5.7 6.3 6.8 4.5 0.6 1.1 2.3 1.7

6.7 8.0 5.6 5.0 3.2 2.0 1.4 1.7 1.7
5.5 7.8 7.8 2.3 4.5 2.9 1.3 2.3 1.6

13.2 10.3 4.9 4.4 2.5 3.9 1.0 3.4 2.0
11.6 12.4 3.3 2.5 1.7 7.4 0.0 0.0 2.5
12.0 10.4 6.2 5.0 1.9 3.9 1.9 3.5 2.3

9.2 7.6 7.3 3.0 2.3 2.3 1.3 3.3 2.0
6.3 9.6 5.6 4.8 2.6 2.2 2.6 3.7 1.5
5.0 5.3 6.9 4.6 3.6 1.3 1.4 1.1 1.5

10.6 10.6 7.5 6.3 4.3 3.1 3.9 2.8 3.1
※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。
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性

・
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居
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年

数

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

生まれてからずっと
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（３）新座市への取組要望 

問９ 新座市が「住みよい」、「住み続けたい」、「住んでみたい」まちになるために、どのような取

組を望みますか。ご意見やご提案がありましたら、ご自由にお書きください。なお、頂きまし

たご意見やご提案に対して、個別に回答はしませんので、ご了承ください。 

 

■全体傾向■ 

新座市への取組要望では、有効回収数2,874件のうち、無回答や意見・提案以外を除き1,024件の回

答があった。 

最も多いのは、「都市整備に関すること」についての意見である。「渋滞の解消」「公共交通機関の拡

充」「安全に歩ける歩道の整備」「運転しやすい道路環境の整備」についての意見や、「子どもが遊べる

公園の整備」「雑木林の保全」という意見が挙げられている。 

「福祉健康に関すること」についての意見では、特に「子ども・子育て支援の充実」に関する内容が

多く、「18歳未満の医療費無償化」「学童の環境の整備」などが挙げられており、そのほか「健康診査」

や「高齢者福祉」の充実が挙げられている。 

「市民生活・安心安全に関すること」についての意見では、「世代を問わず多様な人と交流できる場

の整備」「イベントの充実」などの地域コミュニティの活性化に関する意見が多く挙げられている。 

「教育文化に関すること」についての意見では、「ＩＴ・英語教育の充実」「図書館の整備」に関する

意見が挙げられている。 

「その他」では、「行政手続の利便性の向上」に関する意見のほか、「シティプロモーション」に関す

る意見のうち、本市の特色として「雑木林などの自然環境」「地盤の強さ」「治安・都心へのアクセスの

良さ」「文教都市」などが挙げられている。 
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５．市政への要望等について 

（１）満足している施策 

問10 市の施策で満足しているものはどれですか。また、今後、力を入れてほしいと思うものはど

れですか。それぞれについて、次の中から５つまで選んでお答えください。 

 

■全体傾向■ 

新座市で満足している施策としては、「健康診査など健康管理・増進のための事業の充実」（26.2％）

の比率が最も高く、次に「緑地、雑木林など自然環境の保全」（24.8％）、「ごみの減量や資源のリサイ

クルの推進」（14.7％）となっている。 
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■経年比較■ 

過去の調査との比較では、「緑地、雑木林など自然環境の保全」や「小・中学校教育の充実」、「利便

性の高い良好な町並みの整備（土地区画整理事業など）」の項目が順位を上げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

比率 順位 比率 順位 比率 順位

健康診査など健康管理・増進のための事業の充実 26.2 36.2 1 22.3 3 13.3 7

緑地、雑木林など自然環境の保全 24.8 28.3 3 30.6 1 28.9 1
ごみの減量や資源のリサイクルの推進 14.7 35.9 2 20.7 4 23.7 2

公共交通（バスや鉄道など）の利用環境の整備 13.4 23.5 4 16.1 7 15.3 6

野火止用水や河川など水辺空間の整備 13.4 22.5 5 25.6 2 23.1 3
小・中学校教育の充実 9.5 11.4 10 3.2 22 2.9 22

利便性の高い良好な町並みの整備（土地区画整理事業など） 9.5 6.2 26 3.3 21 4.0 17

高齢者福祉の充実 9.2 14.4 7 5.9 16 7.1 13
子ども・子育て支援の充実 8.4 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -

公園の整備 8.0 13.8 8 10.3 11 10.4 9

スポーツやレクリエーションに親しめる機会の充実 7.0 11.1 11 7.6 14 7.9 12
ボランティア・地域コミュニティ活動などへの支援 5.4 16.8 6 11.4 8 9.6 11

子どもたちの健全な育成に向けた活動の充実 5.2 6.4 24 1.1 33 1.7 30
生涯を通じた学習機会の充実や文化芸術活動への支援 4.8 6.8 20 6.0 15 6.1 16
地震などの防災対策の推進 4.8 9.3 13 1.5 31 2.9 22

汚水・雨水の排水対策の推進 4.7 8.0 16 　 - 　 - 　 - 　 -
防犯対策の充実 4.7 11.8 9 3.1 23 3.6 20

大江戸線の新座市内への延伸の取組 4.5 8.4 15 10.6 10 　 - 　 -

魅力的な景観づくりの推進 4.5 5.6 28 7.8 13 6.1 15
歩道の確保など安全で快適な道路の整備 4.2 10.5 12 11.3 9 13.2 8

障がい者福祉の充実 4.1 6.6 22 2.8 24 3.4 21

交通安全に向けた取組の推進 3.6 8.9 14 9.1 12 9.6 10
地域ぐるみで支え合う福祉社会の実現 3.4 6.7 21 4.0 19 3.7 19

幼児期における教育の充実 2.9 4.2 29 1.4 32 1.5 33

商工業の活性化に向けた支援 2.1 3.9 30 1.7 29 1.8 28
農業の発展に向けた取組の充実 2.0 6.3 25 5.3 17 6.2 14

騒音、振動、悪臭防止策の推進 1.7 3.5 31 1.1 34 1.5 32

国際交流や多文化共生のまちづくりの推進 1.7 6.6 22 1.9 26 1.9 26
市民が市政に参画する仕組の整備 1.4 8.0 16 2.4 25 1.8 28

消費者保護の充実 1.2 3.1 32 1.6 30 2.8 24

性別にとらわれることのない社会の形成 1.0 5.7 27 1.8 27 1.9 27
ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進 0.7 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -

シティプロモーションの推進 0.6 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 
児童福祉の充実 　  - 7.3 18 3.7 20 2.4 25

新座らしい観光事業の充実 　 - 7.2 19 4.0 18 3.8 18

ＡＩ（人工知能）等を活用した情報化施策の推進 　 - 1.0 33 0.7 35 0.7 34
駅周辺の整備 　 - 　 - 　 - 18.9 5 18.8 4

下水道の整備 　 - 　 - 　 - 17.8 6 16.3 5

行財政効率化の推進 　 - 　 - 　 - 1.8 28 1.6 31
特にない 14.6 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 
※「-」は調査項目なし。網かけの項目は上位3位を示す。

単位【％】

令和

５年度

平成30年度 平成25年度 平成20年度
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「健康診査など健康管理・増進のための事業の充実」では〈60歳代女性〉〈70歳以上男

女〉、「緑地、雑木林など自然環境の保全」では〈40歳代女性〉が全体より高い。 

【居住年数】「健康診査など健康管理・増進のための事業の充実」では〈20年以上〉が全体より高い。 
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会
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2,874 26.2 24.8 14.7 13.4 13.4 9.5 9.5 9.2 8.4 8.0 7.0
1,121 25.4 24.4 15.7 14.5 15.3 11.8 12.5 8.8 7.4 8.6 7.4
1,587 27.6 25.9 14.4 12.4 12.1 8.2 7.5 9.8 9.2 7.7 7.0

男性 76 15.8 19.7 10.5 34.2 17.1 14.5 21.1 6.6 6.6 10.5 7.9
女性 132 12.9 28.0 6.1 22.0 12.1 13.6 13.6 7.6 9.1 10.6 6.8
男性 99 9.1 23.2 7.1 10.1 16.2 6.1 16.2 6.1 8.1 11.1 6.1
女性 173 11.0 28.3 12.7 13.9 11.6 6.9 9.2 4.0 12.1 12.7 6.4
男性 189 16.4 25.9 16.4 12.7 17.5 15.9 12.2 6.3 13.8 11.6 8.5
女性 300 23.3 34.7 11.7 12.0 12.0 13.0 9.3 6.3 14.3 9.0 4.7
男性 233 24.0 24.5 12.9 16.3 15.5 13.3 12.4 6.9 8.2 8.2 5.2
女性 312 26.3 25.3 14.7 10.3 11.2 9.9 7.4 7.1 11.5 5.8 8.3
男性 175 23.4 28.0 18.9 12.6 17.7 8.0 9.7 9.1 6.9 8.0 7.4
女性 216 32.9 22.2 19.0 13.9 9.7 4.6 6.5 9.7 5.6 6.0 8.8
男性 346 39.0 23.1 19.1 12.1 12.4 11.6 11.0 12.7 3.8 6.1 8.4
女性 451 39.7 20.8 16.9 10.0 14.2 4.4 4.2 17.1 4.7 6.2 7.1

743 23.8 22.6 13.9 17.8 13.2 10.8 14.7 7.9 8.7 8.6 5.2
364 27.5 22.0 13.2 12.9 11.5 10.2 11.3 9.6 8.8 6.9 8.0
221 24.4 27.6 14.0 7.2 10.4 10.9 4.1 10.0 7.7 7.2 5.9
281 26.7 24.6 13.2 11.0 12.5 8.9 7.1 11.4 8.9 8.2 6.8
176 27.8 27.3 17.0 10.2 18.2 8.5 11.4 10.2 9.1 4.5 5.7
697 26.4 26.1 15.1 15.1 13.5 9.5 7.3 8.3 9.0 7.9 8.6
309 29.8 29.4 17.8 7.8 17.2 6.1 5.5 10.4 5.5 10.0 8.7
204 12.7 23.5 8.8 15.2 11.8 5.4 13.2 4.4 7.8 11.3 5.9
121 22.3 23.1 8.3 16.5 14.9 3.3 7.4 5.8 6.6 10.7 3.3
259 20.8 25.1 12.4 14.7 11.6 10.0 12.0 6.6 12.4 12.7 5.0
303 23.8 28.7 10.2 13.9 11.2 15.5 8.3 6.9 10.9 9.2 6.9
270 24.1 28.1 13.0 15.9 17.4 12.2 11.1 9.3 14.1 10.0 9.3

1,437 31.8 24.4 18.2 12.0 13.6 8.2 8.5 10.9 6.9 5.9 7.4
254 18.5 22.4 12.6 14.6 14.2 12.2 10.2 9.4 5.5 7.1 7.1

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

居

住

年

数

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

生まれてからずっと

60歳代

70歳以上

居

住

地

域

北東地域

北西地域

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

性

・

年

齢

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

単位【％】

全　体

性

別

男性

女性
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推

進 地

域
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で
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福

祉
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会
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実

現

5.4 5.2 4.8 4.8 4.7 4.7 4.5 4.5 4.2 4.1 3.6 3.4
5.1 4.4 4.5 6.0 5.9 6.6 6.5 5.5 4.7 4.5 3.6 3.6
5.9 6.0 5.4 4.1 4.0 3.5 3.1 3.9 4.0 3.7 3.3 3.4

男性 5.3 3.9 7.9 9.2 5.3 6.6 1.3 10.5 5.3 5.3 6.6 1.3
女性 10.6 8.3 4.5 6.8 2.3 3.0 3.0 9.8 2.3 3.8 6.8 3.8
男性 7.1 3.0 3.0 5.1 7.1 6.1 6.1 7.1 8.1 4.0 5.1 4.0
女性 2.9 5.8 6.4 2.9 2.9 2.9 4.6 3.5 4.6 4.0 2.9 1.7
男性 4.8 3.7 3.2 7.9 6.9 7.4 4.8 3.7 2.1 4.8 4.2 3.7
女性 4.7 6.7 3.0 3.7 4.0 2.7 4.3 6.0 2.7 5.0 2.7 2.0
男性 5.2 3.4 1.7 4.7 3.4 5.2 7.3 7.3 4.3 3.9 3.4 1.3
女性 3.2 6.1 4.2 1.9 5.1 2.6 4.5 1.6 4.5 3.2 2.6 2.9
男性 5.7 5.7 4.0 4.0 5.7 7.4 7.4 3.4 5.1 3.4 2.3 5.1
女性 9.3 3.2 6.5 7.4 3.7 4.2 1.4 1.9 2.8 1.9 4.2 4.6
男性 4.3 5.2 6.9 6.4 6.6 6.9 7.8 4.9 5.2 5.2 2.9 4.6
女性 6.4 6.2 7.3 4.0 4.4 4.7 1.6 3.5 5.5 4.0 2.9 4.4

4.0 4.7 4.6 3.9 5.0 5.0 4.2 5.0 4.6 2.7 4.7 2.3
6.9 4.9 6.6 6.6 6.3 4.9 5.2 3.0 5.2 6.6 4.4 4.7
7.7 6.8 4.1 4.5 3.6 4.5 3.2 4.1 3.2 6.8 3.2 2.3
3.6 3.6 4.6 2.1 2.8 6.4 3.9 3.6 3.2 3.6 3.2 2.1
5.1 8.0 5.1 4.5 3.4 3.4 3.4 4.5 8.0 4.0 4.0 3.4
6.2 6.0 4.7 5.9 4.7 4.3 4.9 5.0 3.3 4.3 2.6 5.0
5.8 3.6 4.9 5.5 5.5 4.5 5.2 5.2 3.9 1.9 2.9 3.2
3.9 2.9 4.9 6.9 3.9 4.4 3.4 5.4 5.9 3.4 5.9 2.9
3.3 3.3 0.8 0.8 3.3 1.7 7.4 2.5 7.4 4.1 4.1 0.8
6.2 4.2 5.0 3.9 3.5 6.6 5.4 5.0 5.4 5.0 3.9 1.9
5.3 6.3 3.6 4.0 5.3 4.6 7.3 6.3 2.0 3.0 3.3 2.3
7.8 6.3 3.7 4.8 2.6 5.6 4.8 5.2 3.7 3.3 2.2 3.3
4.6 5.8 5.8 5.1 5.8 4.7 4.0 3.9 4.2 4.3 3.3 4.2
7.5 3.1 3.9 4.7 3.1 3.5 2.0 5.1 4.3 3.9 3.9 3.1

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。
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数
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2.9 2.1 2.0 1.7 1.7 1.4 1.2 1.0 0.7 0.6 14.6
2.9 2.5 1.8 2.5 2.2 2.0 1.3 0.9 1.1 1.2 14.2
3.0 2.0 2.1 1.2 1.2 0.9 1.3 1.1 0.4 0.2 14.2

男性 5.3 3.9 1.3 3.9 1.3 3.9 2.6 1.3 1.3 0.0 7.9
女性 2.3 1.5 3.0 2.3 0.8 1.5 0.8 0.0 0.0 0.0 16.7
男性 5.1 5.1 2.0 1.0 3.0 2.0 1.0 2.0 2.0 2.0 22.2
女性 4.6 1.7 5.2 2.9 2.9 1.7 0.6 0.6 0.0 0.0 20.2
男性 4.8 2.1 1.1 4.2 2.6 2.1 1.1 1.6 1.1 2.6 17.5
女性 5.3 2.0 1.3 1.0 1.0 1.0 0.7 0.7 1.3 0.7 19.0
男性 1.3 2.6 2.1 1.7 1.3 1.7 0.4 1.3 1.7 0.9 17.2
女性 2.2 3.8 2.2 0.6 1.0 1.0 1.6 1.3 0.3 0.3 17.6
男性 1.7 3.4 2.9 3.4 2.9 1.1 0.6 0.0 0.6 0.0 14.9
女性 1.4 1.4 1.9 0.9 1.4 0.0 0.5 1.4 0.0 0.0 13.9
男性 2.3 1.2 1.4 1.7 2.3 2.0 2.3 0.3 0.6 1.2 9.0
女性 2.4 1.3 1.3 0.9 0.9 0.9 2.2 1.6 0.4 0.0 6.0

3.5 2.2 2.2 2.2 1.9 1.3 0.7 0.7 0.7 0.7 15.1
2.2 4.1 0.8 1.1 2.2 1.1 2.2 1.4 1.1 1.1 14.3
2.7 1.8 2.3 2.3 0.9 2.7 0.9 1.4 0.5 0.0 15.4
3.2 2.8 2.8 2.5 1.8 1.8 1.4 1.8 0.0 0.7 17.1
2.3 2.3 4.5 2.3 0.0 0.6 1.7 0.6 0.6 0.6 17.0
3.3 2.0 2.0 1.4 1.4 0.9 1.3 1.1 0.9 0.9 12.2
1.6 0.0 0.6 0.6 2.6 1.9 1.0 1.0 0.6 0.0 16.8
2.9 2.0 2.9 3.9 2.5 2.0 0.5 1.5 0.5 0.5 22.5
3.3 4.1 5.0 2.5 1.7 0.8 0.8 0.8 0.8 0.0 12.4
3.9 1.9 3.1 2.3 1.9 1.9 1.2 3.1 1.2 1.5 13.5
5.3 2.3 2.0 1.7 1.3 1.7 1.7 0.7 0.3 0.7 14.9
2.6 4.1 1.5 1.9 1.9 0.7 0.4 1.1 1.5 0.7 15.2
2.2 1.7 1.6 1.2 1.7 1.2 1.5 0.8 0.6 0.6 13.1
3.1 2.0 1.6 2.0 0.8 2.0 0.8 0.0 0.4 0.4 18.5

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。
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数

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

生まれてからずっと

60歳代

70歳以上
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住
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南西地域
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・
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30歳代

40歳代

50歳代

単位【％】

全　体

性

別

男性

女性
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（２）これから力を入れてほしい施策 

問10 市の施策で満足しているものはどれですか。また、今後、力を入れてほしいと思うものはど

れですか。それぞれについて、次の中から５つまで選んでお答えください。 

 

■全体傾向■ 

新座市でこれから力を入れてほしい施策としては、「公共交通（バスや鉄道など）の利用環境の整備」

（33.1％）の比率が最も高く、次に「歩道の確保など安全で快適な道路の整備」（27.8％）、「高齢者福祉

の充実」（26.9％）となっている。 
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■経年比較■ 

過去の調査とは選択肢に変更があるため、同一には比較できないが、「歩道の確保など安全で快適な

道路の整備」、「地震など防災対策の推進」の項目の比率がより下降し、順位を下げている。 

  

比率 順位 比率 順位 比率 順位 比率 順位

公共交通（バスや鉄道など）の利用環境の整備 33.1 35.2 3 31.3 2 30.7 3 34.3 3

歩道の確保など安全で快適な道路の整備 27.8 48.6 1 36.6 1 32.9 1 46.5 1

高齢者福祉の充実 26.9 29.3 5 28.8 4 32.2 2 38.5 2
大江戸線の新座市内への延伸の取組 24.9 31.5 4 30.3 3 　 - 　 - 　 - 　 -
子ども・子育て支援の充実 23.3 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -

地震などの防災対策の推進 21.1 35.4 2 23.6 5 13.1 10 14.1 12

利便性の高い良好な町並みの整備（土地区画整理事業など） 18.2 17.2 7 5.8 26 5.3 27 6.5 25
防犯対策の充実 17.2 26.9 6 18.0 6 17.6 6 31.3 4
公園の整備 12.9 16.4 8 12.9 10 12.8 11 16.8 9

子どもたちの健全な育成に向けた活動の充実 12.2 13.3 12 8.4 17 8.9 17 12.6 14

小・中学校教育の充実 11.8 14.7 9 17.3 7 18.0 5 17.5 8
健康診査など健康管理・増進のための事業の充実 11.2 12.6 13 15.2 8 23.4 4 26.2 6
緑地、雑木林など自然環境の保全 10.4 13.4 11 12.3 11 15.9 7 29.2 5

生涯を通じた学習機会の充実や文化芸術活動への支援 9.0 8.2 23 7.6 22 9.9 14 10.8 16

ごみの減量や資源のリサイクルの推進 8.4 6.0 26 8.1 19 8.0 20 15.1 10
障がい者福祉の充実 8.3 9.4 20 7.2 24 9.0 16 6.9 21
スポーツやレクリエーションに親しめる機会の充実 8.1 10.6 17 9.0 15 8.1 19 13.9 13

汚水・雨水の排水対策の推進 7.7 12.3 15 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -

交通安全に向けた取組の推進 7.6 10.8 16 7.4 23 7.5 21 10.8 16
魅力的な景観づくりの推進 7.0 10.2 18 8.4 18 8.7 18 10.2 18
幼児期における教育の充実 6.9 9.9 19 4.9 30 4.3 30 　 - 　 -

消費者保護の充実 6.8 5.9 29 8.8 16 9.8 15 14.8 11

地域ぐるみで支え合う福祉社会の実現 6.5 9.4 20 12.2 12 14.0 8 　 - 　 -

商工業の活性化に向けた支援 6.5 4.4 31 5.5 28 4.6 29 4.0 27
騒音、振動、悪臭防止策の推進 5.9 6.8 24 4.6 31 5.0 28 7.6 20

野火止用水や河川など水辺空間の整備 5.3 8.5 22 5.1 29 6.7 25 8.7 19

市民が市政に参画する仕組の整備 4.5 6.0 26 5.7 27 4.2 31 3.0 29

性別にとらわれることのない社会の形成 4.1 4.1 32 1.4 36 1.1 34 1.1 32
ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進 4.1 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
ボランティア・地域コミュニティ活動などへの支援 3.9 4.7 30 8.1 20 7.1 24 6.6 24

農業の発展に向けた取組の充実 3.9 3.6 33 4.6 32 7.1 23 3.9 28

国際交流や多文化共生のまちづくりの推進 3.3 6.1 25 4.3 33 2.8 33 2.6 31
シティプロモーションの推進 2.5 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
児童福祉の充実 　 - 12.4 14 8.1 21 12.2 12 12.6 14

新座らしい観光事業の充実 　 - 14.2 10 9.3 14 7.2 22 　 - 　 -

ＡＩ（人工知能）等を活用した情報化施策の推進 　 - 6.0 26 6.8 25 6.4 26 6.9 21
駅周辺の整備 　 - 　 - 　 - 13.5 9 13.2 9 17.9 7
下水道の整備 　 - 　 - 　 - 3.9 34 4.0 32 6.9 21

行財政効率化の推進 　 - 　 - 　 - 9.3 13 11.6 13 4.6 26

市街化調整区域の市街化区域への編入 　 - 　 - 　 - 3.6 35 　 - 　 - 　 - 　 - 
その他 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 2.8 30
特にない 2.7 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 
※「-」は調査項目なし。網かけの項目は上位3位を示す。

平成16年度

単位【％】

令和

５年度

平成30年度 平成25年度 平成20年度
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「公共交通（バスや鉄道など）の利用環境の整備」では〈50歳代女性〉、「歩道の確保な

ど安全で快適な道路の整備」では〈50歳代女性〉〈60歳代女性〉、「高齢者福祉の充実」で

は〈50歳代女性〉〈60歳代男女〉〈70歳以上女性〉が全体より高い。 

【居住地域】「公共交通（バスや鉄道など）の利用環境の整備」では〈東部地域〉〈南西地域〉が全体

より高い。 

【居住年数】「高齢者福祉の充実」では〈20年以上〉が全体より高い。 
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活
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小
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校

教

育

の

充
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2,874 33.1 27.8 26.9 24.9 23.3 21.1 18.2 17.2 12.9 12.2 11.8
1,121 31.8 24.4 25.8 29.6 24.2 20.2 21.0 18.0 11.9 12.9 11.9
1,587 34.7 30.4 28.0 22.0 22.6 21.8 17.0 16.8 13.7 11.4 11.8

男性 76 22.4 21.1 3.9 34.2 39.5 14.5 27.6 14.5 5.3 18.4 22.4
女性 132 28.8 18.2 9.8 20.5 40.9 15.9 22.7 18.2 15.2 10.6 15.9
男性 99 35.4 20.2 4.0 35.4 47.5 9.1 23.2 12.1 19.2 15.2 29.3
女性 173 28.3 28.9 8.7 28.9 56.1 11.0 18.5 13.3 24.9 19.7 26.0
男性 189 35.4 25.4 19.6 34.9 32.8 14.3 24.9 13.8 14.3 16.4 16.9
女性 300 34.0 29.0 21.7 25.3 34.3 19.3 16.7 18.3 21.0 15.0 22.7
男性 233 32.2 23.2 30.5 30.9 24.0 17.2 29.2 22.7 10.3 9.4 8.2
女性 312 42.0 34.3 34.6 26.3 15.1 21.8 17.9 17.6 8.7 7.4 5.8
男性 175 33.1 29.7 38.3 29.7 16.6 26.3 12.0 16.6 13.1 9.7 6.3
女性 216 35.2 35.2 35.6 16.7 12.5 24.1 16.2 13.4 13.0 10.6 6.0
男性 346 30.3 24.3 30.3 22.5 13.3 27.2 15.9 20.2 10.4 13.3 7.2
女性 451 34.1 30.6 37.0 17.1 6.9 28.2 14.6 17.5 8.0 9.3 5.1

743 25.6 27.1 26.9 23.1 24.5 23.0 19.5 19.8 15.9 13.5 13.9
364 36.5 22.5 28.6 17.9 22.0 26.1 16.8 14.0 12.6 11.0 10.4
221 40.3 18.1 26.2 47.5 27.6 18.1 19.0 17.2 6.3 14.5 12.2
281 34.5 32.7 24.9 30.6 21.0 18.1 16.0 16.7 16.4 13.2 8.5
176 34.7 29.0 22.2 30.7 19.9 14.2 13.1 14.2 14.8 11.4 9.1
697 34.6 32.3 29.1 23.0 23.1 20.1 19.1 16.5 12.9 12.2 12.6
309 38.8 29.4 27.5 19.4 25.6 20.7 21.4 19.1 7.4 8.7 12.3
204 36.8 29.9 10.3 38.7 42.6 15.7 27.0 11.8 16.7 14.7 23.0
121 28.1 23.1 13.2 36.4 42.1 9.9 14.9 16.5 15.7 14.0 19.8
259 35.1 21.2 17.4 30.9 38.6 12.7 16.2 15.8 15.4 17.8 22.8
303 35.3 30.0 26.1 26.4 29.7 23.4 21.1 15.5 17.8 13.5 14.5
270 30.0 25.9 26.7 21.9 24.8 20.7 18.1 16.7 12.2 12.6 14.4

1,437 32.8 30.1 33.7 21.1 14.5 25.0 16.8 19.1 10.6 10.3 7.1
254 33.5 22.0 21.3 25.6 24.8 15.4 20.5 15.7 14.2 13.0 8.7

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

居

住

年

数

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

生まれてからずっと

60歳代

70歳以上

居

住

地

域

北東地域

北西地域

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

性

・

年

齢

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

単位【％】

全　体

性

別

男性

女性
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け
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教

育
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消

費

者

保

護

の

充

実

地

域

ぐ

る

み

で

支

え

合

う

福

祉

社

会

の

実

現

11.2 10.4 9.0 8.4 8.3 8.1 7.7 7.6 7.0 6.9 6.8 6.5
10.8 11.9 7.5 7.9 8.1 9.2 7.8 7.9 8.3 7.5 7.0 7.4
12.0 8.9 10.4 8.7 8.5 7.9 7.6 7.4 6.6 6.7 6.6 5.9

男性 6.6 9.2 6.6 3.9 0.0 9.2 0.0 6.6 11.8 18.4 7.9 2.6
女性 9.8 3.0 6.1 12.1 9.1 9.8 3.0 4.5 9.1 18.2 6.1 3.0
男性 9.1 4.0 5.1 8.1 8.1 10.1 1.0 6.1 8.1 22.2 5.1 2.0
女性 13.3 1.7 8.1 4.6 8.7 8.1 5.2 6.4 5.8 23.7 4.0 2.9
男性 9.5 7.4 5.8 7.4 7.4 10.6 5.8 8.5 9.0 12.2 5.8 5.8
女性 11.3 8.0 10.7 6.7 7.3 10.0 8.3 9.3 7.3 6.3 5.7 4.0
男性 11.2 12.0 4.3 6.0 11.6 6.9 8.2 7.7 6.9 5.2 7.3 7.7
女性 16.0 9.6 9.0 9.0 9.9 7.4 7.4 5.1 7.1 1.9 5.1 6.4
男性 21.1 13.7 14.9 6.3 9.7 8.6 8.0 7.4 10.3 2.9 5.1 9.1
女性 13.0 10.6 15.3 7.9 6.5 6.5 7.9 11.6 7.9 4.6 7.4 6.5
男性 7.5 16.2 7.5 10.7 7.2 9.8 12.1 9.0 7.2 2.3 9.0 9.8
女性 9.3 12.9 11.1 10.9 9.1 6.9 9.1 6.9 4.7 1.6 9.1 8.6

11.7 10.4 9.6 8.7 10.2 8.9 5.4 5.9 10.5 8.3 4.6 8.1
12.4 10.4 7.4 9.1 8.8 9.3 12.1 7.7 7.4 5.5 8.5 7.4
13.6 10.0 5.9 7.2 7.2 7.2 6.3 5.0 5.4 10.9 4.1 9.0

5.7 8.5 8.5 6.0 6.4 8.2 5.7 11.7 8.5 6.8 8.2 4.3
12.5 11.9 8.5 8.0 8.5 6.8 5.7 10.2 6.3 6.8 5.7 4.5
11.8 10.6 10.0 9.6 8.2 8.0 8.3 8.5 4.9 5.6 7.9 5.0
11.0 11.3 10.4 7.8 6.8 6.8 9.7 6.5 4.9 6.1 8.7 5.8

8.8 3.9 4.9 5.4 2.9 8.8 2.0 4.9 8.3 19.6 5.9 2.5
10.7 5.0 6.6 7.4 3.3 9.1 5.0 9.1 5.8 16.5 5.0 4.1
12.7 6.9 8.5 5.0 10.0 7.3 6.2 6.2 9.3 13.9 3.1 4.6

9.6 8.9 8.9 5.9 8.6 10.2 7.6 6.9 4.3 5.6 5.0 6.6
14.4 8.1 8.5 10.4 9.3 10.4 7.4 6.7 7.0 6.3 7.4 7.8
11.1 13.3 10.1 10.0 8.7 7.0 9.6 8.4 7.2 3.4 7.7 7.7
11.0 9.4 8.3 6.3 9.8 9.1 5.9 7.9 7.5 7.5 7.9 5.9

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。
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数
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20年以上
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年
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6.5 5.9 5.3 4.5 4.1 4.1 3.9 3.9 3.3 2.5 2.7
8.7 7.2 6.3 5.9 2.9 6.4 3.5 3.9 3.7 4.0 2.2
4.7 4.8 4.7 3.6 4.6 2.8 4.3 3.8 3.3 1.4 2.9

男性 7.9 9.2 3.9 5.3 6.6 18.4 1.3 2.6 0.0 6.6 5.3
女性 6.1 6.1 3.0 1.5 9.1 5.3 1.5 3.8 7.6 3.0 4.5
男性 7.1 4.0 3.0 3.0 3.0 12.1 2.0 2.0 1.0 7.1 3.0
女性 2.3 5.2 3.5 1.2 5.8 4.0 1.2 2.9 2.3 3.5 2.9
男性 11.6 9.5 7.9 6.3 1.6 10.6 3.2 4.8 2.6 6.3 2.6
女性 4.3 4.7 4.0 2.7 3.0 3.0 3.0 4.3 3.0 2.0 4.0
男性 11.2 6.9 5.6 3.9 1.7 6.0 2.1 3.0 2.6 6.0 3.9
女性 8.0 7.4 5.8 3.2 5.4 4.2 4.2 3.2 3.2 1.6 2.2
男性 5.7 7.4 10.9 4.6 3.4 4.0 3.4 4.0 6.3 2.9 0.6
女性 6.9 3.2 6.5 1.4 3.2 2.3 4.2 6.0 1.9 0.5 3.2
男性 6.9 6.6 5.2 8.7 3.2 1.4 5.5 4.9 5.5 0.6 0.9
女性 2.0 3.1 4.4 6.9 4.0 0.7 7.3 3.1 3.5 0.2 2.0

8.1 6.5 6.1 3.5 4.4 4.0 3.4 4.0 2.6 2.7 2.8
4.7 4.9 4.1 5.5 2.7 5.8 7.1 3.8 4.9 3.0 3.0
7.2 5.0 4.5 6.3 4.1 5.0 5.9 2.7 5.0 2.3 1.8
5.0 8.5 5.3 3.6 5.3 2.1 2.5 2.5 3.2 2.1 2.8
5.7 4.0 4.5 5.1 5.7 2.8 5.1 2.3 4.5 2.3 5.7
6.3 5.9 4.4 4.9 4.2 4.6 2.7 4.4 3.0 2.6 1.7
6.8 5.8 7.8 3.2 2.3 4.2 3.2 4.9 2.9 2.3 3.2
4.4 5.9 1.5 3.4 2.0 7.8 0.0 1.5 2.5 4.4 3.4
2.5 6.6 2.5 3.3 6.6 2.5 2.5 0.8 0.0 3.3 5.0
9.3 6.9 5.0 4.6 2.3 6.9 2.7 2.3 3.5 3.1 1.2
8.6 5.6 4.6 3.0 5.3 3.6 3.6 6.3 2.0 2.6 3.6
7.8 6.7 5.6 2.2 3.0 4.8 3.7 3.0 3.0 2.2 3.3
5.6 5.3 6.5 5.6 4.3 3.0 5.1 4.0 3.8 1.6 1.7
8.3 7.9 4.3 3.1 5.5 5.5 3.1 6.7 4.3 5.5 6.3

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。
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数

3年未満

3年以上5年未満
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20年以上
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中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

性

・

年

齢

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

単位【％】

全　体

性

別

男性

女性
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（３）コロナ禍を経てまちに求めるもの 

問11 コロナ禍を経て、あなたが住むまち（自治体）に特に求めるものは何ですか。（○は１つ） 

 

■全体傾向■ 

コロナ禍を経て新座市に求めるものとしては、「「市役所に行かなくていい」仕組みづくり」（15.8％）

の比率が最も高く、次に「高齢者世帯への支援」（15.4％）、「子育て世帯への支援」（13.7％）となって

いる。 
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「「市役所に行かなくていい」仕組みづくり」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代男性〉〈40

歳代男性〉〈50歳代女性〉、「高齢者世帯への支援」では〈60歳代女性〉〈70歳以上男女〉、

「子育て世帯への支援」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代男女〉〈40歳代男女〉が全体より

高い。 

【居住年数】「「市役所に行かなくていい」仕組みづくり」では〈３年未満〉〈５年以上10年未満〉、

「高齢者世帯への支援」では〈20年以上〉、「子育て世帯への支援」では〈３年未満〉〈３

年以上５年未満〉〈５年以上10年未満〉〈10年以上15年未満〉が全体より高い。 
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交

流

で
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る

場

の

提
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の
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特

に

な

い

2,874 15.8 15.4 13.7 11.7 8.6 6.6 5.8 4.6 2.8 2.5 1.3 6.6
1,121 16.5 17.6 12.0 11.7 8.7 5.7 5.8 4.7 3.2 2.9 1.0 5.8
1,587 15.6 14.1 15.2 11.3 9.0 7.4 5.7 4.9 2.5 2.3 1.6 6.8

男性 76 30.3 0.0 21.1 10.5 3.9 11.8 7.9 2.6 5.3 1.3 0.0 3.9
女性 132 25.8 2.3 28.0 16.7 9.1 5.3 3.8 1.5 0.8 1.5 0.8 4.5
男性 99 21.2 3.0 31.3 10.1 9.1 7.1 3.0 3.0 5.1 2.0 0.0 3.0
女性 173 19.7 1.2 48.0 5.2 4.0 6.4 4.6 2.3 1.2 0.0 4.6 2.9
男性 189 23.3 3.7 23.3 10.6 8.5 4.8 6.9 5.3 3.7 3.2 1.6 3.7
女性 300 19.3 5.3 27.7 7.0 9.0 8.3 5.3 4.3 3.7 0.7 2.0 5.0
男性 233 17.2 15.5 9.9 11.2 10.3 3.4 9.4 4.7 5.2 1.7 1.7 7.3
女性 312 20.8 9.9 3.2 17.6 9.9 6.7 10.6 3.8 3.2 0.6 2.2 9.6
男性 175 17.7 19.4 4.6 17.7 8.0 4.6 6.9 3.4 3.4 1.1 1.1 6.3
女性 216 13.0 20.4 6.9 8.8 10.2 5.6 7.4 5.6 4.2 4.2 0.9 8.3
男性 346 7.5 33.8 3.8 10.1 9.0 6.6 2.6 6.1 0.6 4.9 0.6 6.6
女性 451 6.4 28.4 3.1 12.0 9.8 9.3 2.7 7.3 1.3 4.9 0.2 7.3

743 17.6 14.1 14.8 8.9 7.9 8.1 5.9 5.7 3.1 2.4 1.2 5.9
364 16.2 15.9 11.5 13.2 8.0 6.6 6.6 3.3 4.1 2.5 0.8 7.1
221 20.4 15.4 18.1 11.8 5.9 4.5 2.7 4.5 2.7 3.6 0.9 6.8
281 11.0 15.3 13.9 16.4 7.1 8.9 4.3 5.3 2.1 2.8 1.4 7.5
176 10.2 17.0 15.3 11.9 11.4 6.8 4.5 2.8 3.4 1.7 2.8 8.5
697 15.9 15.5 13.9 11.0 9.8 5.3 6.6 5.0 3.2 2.2 1.3 6.2
309 16.8 15.5 11.3 12.6 11.3 6.1 7.4 3.6 0.3 3.2 1.9 6.5
204 28.9 2.9 30.4 7.8 8.3 4.4 2.9 2.9 3.9 0.0 1.5 4.9
121 19.8 2.5 28.1 14.0 5.0 5.8 7.4 0.8 2.5 1.7 0.8 4.1
259 21.2 5.0 25.1 10.4 7.7 6.2 5.8 3.9 2.3 3.1 2.7 4.6
303 15.2 11.2 19.8 12.2 9.2 7.6 6.6 3.0 2.6 1.3 2.3 6.3
270 18.1 8.1 18.1 11.9 10.0 5.6 5.9 1.9 3.3 2.6 2.2 8.9

1,437 12.3 22.8 5.6 12.1 9.2 6.8 5.5 6.3 2.6 3.3 0.8 6.6
254 16.5 11.4 15.7 12.2 7.1 8.3 8.3 3.1 3.1 1.2 1.2 8.3

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。
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東部地域

中央地域

西部地域
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南西地域
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北東地域

北西地域
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（４）行政サービスと市民負担の考え方 

問12 少子高齢化・人口減少社会では、税や保険料を負担する生産年齢人口（15～64歳の人口）の

割合が減少します。今後、今までと同じ水準の行政サービスを提供していくには、市民一人当

たりの負担を増加させなければならない可能性があります。サービスと負担について、どのよ

うに考えますか。（○は１つ） 

 

■全体傾向■ 

行政サービスと市民負担の考え方については、「今よりサービスが低下してもやむを得ないので、負

担は今のままにしてほしい」（31.0％）の比率が最も高い。一方、「分からない」は27.0％、「負担が増

えてもやむを得ないので、今のサービスを維持してほしい」は25.7％となっている。 
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「今よりサービスが低下してもやむを得ないので、負担は今のままにしてほしい」では

〈10・20歳代男女〉〈30歳代男女〉、「負担が増えてもやむを得ないので、今のサービスを

維持してほしい」では〈60歳代男性〉〈70歳以上男性〉が全体より高い。 

【居住年数】「今よりサービスが低下してもやむを得ないので、負担は今のままにしてほしい」では

〈３年未満〉〈５年以上10年未満〉〈生まれてからずっと〉が全体より高い。 

 

 

 

 

全

体

（

総

数

）

【

人

】

今

よ

り

サ

ー

ビ

ス

が

低

下

し

て

も

や

む

を

得

な

い

の

で

、

負

担

は

今

の

ま

ま

に

し

て

ほ

し

い

負

担

が

増

え

て

も

や

む

を

得

な

い

の

で

、

今

の

サ

ー

ビ

ス

を

維

持

し

て

ほ

し

い

分

か

ら

な

い

そ

の

他

2,874 31.0 25.7 27.0 11.1
1,121 31.0 30.0 21.9 12.3
1,587 31.7 23.8 30.6 9.5

男性 76 43.4 18.4 19.7 17.1
女性 132 47.7 18.9 27.3 6.1
男性 99 46.5 24.2 15.2 12.1
女性 173 37.0 20.2 30.1 12.7
男性 189 29.1 30.2 20.1 20.1
女性 300 34.7 21.0 27.7 13.7
男性 233 27.5 27.9 30.0 12.4
女性 312 30.8 22.8 31.7 13.1
男性 175 32.0 32.0 20.0 9.7
女性 216 28.7 25.5 34.7 6.0
男性 346 27.2 34.4 20.5 8.4
女性 451 25.1 28.4 31.3 5.3

743 30.1 25.6 25.8 13.5
364 35.7 24.7 25.0 8.5
221 29.0 27.1 29.4 9.0
281 29.5 22.4 32.7 11.4
176 31.8 19.3 34.7 10.8
697 31.7 27.7 25.7 11.2
309 29.4 30.4 25.6 10.0
204 38.7 23.5 24.0 12.7
121 35.5 21.5 26.4 10.7
259 39.8 19.7 25.9 12.0
303 26.4 26.7 29.4 13.9
270 32.2 20.4 25.2 17.4

1,437 27.6 28.4 28.4 9.3
254 38.2 26.0 21.3 10.2

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域
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30歳代

40歳代
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60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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（５）ＳＤＧｓの取組への関心 

問13 あなたはＳＤＧｓの取組に関心がありますか。（○は１つ） 

 

■全体傾向■ 

ＳＤＧｓの取組への関心については、「関心がある」（54.4％）の比率が最も高く、「非常に関心があ

る」（7.9％）と合わせた『関心がある（計）』は62.3％と６割を上回っている。一方、「関心がない」は

21.3％、「聞いたことがない」は10.3％となっている。 
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■属性別の傾向■ 

【 性   別 】「関心がない」では〈男性〉が全体より高い。 

【性・年齢】「関心がある」では〈10・20歳代女性〉〈30歳代女性〉〈40歳代女性〉〈50歳代女性〉〈60

歳代女性〉、「関心がない」では〈10・20歳代男性〉〈30歳代男性〉〈40歳代男性〉〈50歳代

男性〉、「聞いたことがない」では〈70歳以上男女〉が全体より高い。 

【居住地域】「関心がある」では〈東部地域〉、「聞いたことがない」では〈中央地域〉が全体より高

い。 

【居住年数】「関心がある」では〈５年以上10年未満〉〈10年以上15年未満〉〈15年以上20年未満〉、

「関心がない」では〈３年未満〉が全体より高い。 
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2,874 7.9 54.4 21.3 10.3
1,121 8.9 50.0 26.6 9.2
1,587 6.9 58.9 17.6 10.8

男性 76 6.6 52.6 38.2 1.3
女性 132 6.1 65.9 22.7 5.3
男性 99 8.1 48.5 36.4 4.0
女性 173 6.9 66.5 22.5 4.0
男性 189 7.4 52.9 32.8 5.3
女性 300 6.3 68.3 18.7 4.7
男性 233 9.0 54.9 26.6 7.7
女性 312 9.9 64.4 16.3 7.7
男性 175 12.0 54.3 20.6 7.4
女性 216 6.9 62.5 13.9 9.7
男性 346 8.7 43.1 21.1 16.2
女性 451 5.5 42.1 16.2 22.0

743 7.9 56.4 21.9 8.2
364 9.9 51.6 21.7 9.9
221 8.6 59.7 16.7 10.0
281 8.2 50.5 21.0 16.0
176 6.8 57.4 23.3 8.0
697 6.6 55.1 22.5 10.5
309 8.1 55.0 20.4 11.0
204 9.8 51.0 31.4 6.9
121 6.6 57.9 23.1 5.8
259 6.2 59.8 24.3 6.6
303 9.9 60.1 22.1 4.0
270 9.6 60.4 18.1 8.1

1,437 7.7 51.6 18.8 13.8
254 6.7 56.3 26.0 7.5

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。
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（６）デジタル技術を活用した施策で期待するもの 

問14 デジタル技術を活用した施策で期待するものは何ですか。（○は３つまで） 

 

■全体傾向■ 

デジタル技術を活用した施策で期待するものとしては、「各種手続や公共施設利用等のオンライン申

請」（51.9％）の比率が最も高く、次に「公衆無線Ｗⅰ-Ｆⅰの整備」（30.6％）、「窓口でのキャッシュ

レス決済の拡充」（22.1％）となっている。 
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「各種手続や公共施設利用等のオンライン申請」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代男女〉

〈40歳代男女〉〈50歳代男女〉〈60歳代男性〉、「公衆無線Ｗⅰ-Ｆⅰの整備」では〈10・20

歳代女性〉〈40歳代女性〉〈50歳代男女〉〈60歳代男女〉、「窓口でのキャッシュレス決済の

拡充」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代男女〉〈40歳代男性〉〈50歳代男性〉が全体より高

い。 

【居住年数】「各種手続や公共施設利用等のオンライン申請」では〈３年未満〉〈３年以上５年未満〉

〈５年以上10年未満〉〈10年以上15年未満〉〈15年以上20年未満〉、「公衆無線Ｗⅰ-Ｆⅰの

整備」では〈10年以上15年未満〉、「窓口でのキャッシュレス決済の拡充」では〈３年未

満〉〈３年以上５年未満〉〈５年以上10年未満〉が全体より高い。 
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2,874 51.9 30.6 22.1 21.1 17.8 14.4 11.2 3.9 3.3 12.7
1,121 56.4 29.6 25.9 20.2 21.5 14.3 11.2 5.7 3.3 11.2
1,587 49.8 31.7 20.0 22.0 16.3 15.4 11.5 2.6 3.2 13.2

男性 76 76.3 27.6 38.2 25.0 44.7 1.3 9.2 13.2 1.3 2.6
女性 132 60.6 36.4 29.5 23.5 37.9 3.0 13.6 3.8 0.0 3.8
男性 99 73.7 23.2 40.4 21.2 40.4 2.0 11.1 8.1 2.0 5.1
女性 173 74.6 34.1 30.1 31.2 28.9 4.0 12.1 4.6 1.7 4.0
男性 189 66.7 28.6 35.4 24.9 31.7 9.5 9.5 10.1 4.2 6.3
女性 300 70.0 39.3 22.0 27.7 22.7 8.3 12.7 3.3 3.3 6.3
男性 233 64.4 41.6 29.2 18.5 24.5 8.6 9.4 5.6 3.0 9.4
女性 312 59.9 40.1 22.4 24.0 18.6 11.5 13.8 2.2 2.2 9.3
男性 175 58.3 38.9 16.6 21.1 13.7 13.7 14.3 2.3 0.6 10.3
女性 216 46.8 37.0 18.1 25.0 8.3 20.8 14.4 1.4 2.3 15.7
男性 346 35.0 19.4 16.5 17.1 7.5 27.5 12.1 2.9 5.2 19.1
女性 451 18.6 16.0 11.3 11.5 3.3 28.2 7.1 2.0 5.5 25.3

743 56.4 31.2 22.3 22.1 19.2 12.7 13.1 4.2 3.2 11.8
364 47.5 33.0 22.5 19.2 18.7 13.7 13.7 4.9 3.3 11.0
221 56.1 33.0 21.7 22.6 17.2 14.5 14.5 3.6 1.8 12.2
281 43.1 32.7 22.8 19.2 16.0 13.2 8.5 3.9 5.0 18.5
176 55.1 32.4 18.2 22.7 17.6 15.9 9.1 5.7 1.1 17.6
697 52.7 29.3 23.2 22.0 17.5 14.9 10.0 3.2 3.2 12.6
309 56.0 27.8 22.7 20.4 19.7 18.8 8.7 3.2 3.9 9.4
204 73.0 31.4 31.9 28.4 32.8 2.5 9.3 5.9 2.5 5.4
121 66.1 28.1 29.8 31.4 29.8 8.3 10.7 2.5 5.0 2.5
259 66.4 29.7 28.2 25.5 24.3 5.4 11.2 5.8 3.5 9.3
303 61.7 36.0 23.1 18.2 17.5 10.6 10.9 4.0 4.3 7.6
270 63.7 34.1 26.3 21.1 26.3 8.9 13.3 4.4 2.6 10.0

1,437 41.6 28.7 18.0 18.8 11.8 20.8 11.2 2.7 3.1 16.7
254 50.0 34.3 24.0 24.0 20.5 11.4 11.8 7.5 3.5 12.2

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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６．市の窓口サービスについて 

（１）窓口サービスで力を入れてほしいこと 

問15 窓口サービスに対して、特に力を入れてほしいと思うことは何ですか。（○は３つまで） 

 

■全体傾向■ 

窓口サービスで力を入れてほしいこととしては、「１か所で複数の用件が済むようにする」（40.7％）

の比率が最も高く、次に「休日でも手続できるようにする」（40.6％）、「インターネットなどから自宅

で申請・交付ができるようにする」（39.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■経年比較■ 

過去の調査との比較では、「１か所で複数の用件が済むようにする」の項目が順位を上げているほか、

「インターネットなどから自宅で申請・交付ができるようにする」の項目の比率がより上昇している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

比率 順位 比率 順位 比率 順位 比率 順位

１か所で複数の用件が済むようにする 40.7 47.3 2 40.1 1 41.0 1 45.2 1
休日でも手続できるようにする 40.6 48.9 1 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 
インターネットなどから自宅で申請・交付ができるようにする 39.6 28.1 4 23.1 3 22.5 3 18.9 5

申請書を分かりやすくする 24.3 24.1 5 17.5 5 20.1 4 16.9 6

出張所の機能を拡大する 22.5 37.5 3 36.6 2 36.0 2 31.0 2
事務処理を早くする 20.1 21.0 7 17.8 4 19.4 6 24.9 3
職員の対応を良くする 17.4 24.0 6 17.0 6 19.8 5 21.9 4
夜間でも手続できるようにする 14.4 17.1 8 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 
その他 1.4 1.5 9 4.5 7 5.1 7 4.8 7

特にない 6.8 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 
※「-」は調査項目なし。網かけの項目は上位3位を示す。

平成16年度

単位【％】

令和

５年度

平成30年度 平成25年度 平成20年度
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「１か所で複数の用件が済むようにする」では〈60歳代女性〉〈70歳以上女性〉、「休日で

も手続できるようにする」では〈10・20歳代女性〉〈30歳代男女〉〈40歳代男女〉〈50歳代

男女〉、「インターネットなどから自宅で申請・交付ができるようにする」では〈10・20

歳代男女〉〈30歳代男女〉〈40歳代男女〉〈50歳代男女〉が全体より高い。 

【居住地域】「休日でも手続できるようにする」では〈南西地域〉、「インターネットなどから自宅で

申請・交付ができるようにする」では〈南西地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「休日でも手続できるようにする」では〈３年未満〉〈５年以上10年未満〉〈15年以上20

年未満〉、「インターネットなどから自宅で申請・交付ができるようにする」では〈３年

未満〉〈３年以上５年未満〉〈５年以上10年未満〉〈15年以上20年未満〉が全体より高い。 
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2,874 40.7 40.6 39.6 24.3 22.5 20.1 17.4 14.4 1.4 6.8
1,121 37.6 38.9 42.9 22.9 22.0 21.5 17.1 17.1 1.2 6.9
1,587 43.5 42.2 38.4 25.1 22.7 19.7 17.2 12.9 1.3 6.5

男性 76 32.9 34.2 68.4 26.3 11.8 13.2 11.8 21.1 0.0 10.5
女性 132 29.5 47.7 59.1 19.7 9.1 18.9 23.5 23.5 0.8 5.3
男性 99 37.4 56.6 58.6 15.2 17.2 14.1 15.2 25.3 0.0 4.0
女性 173 36.4 50.9 63.6 24.3 17.3 19.1 15.6 18.5 0.6 4.0
男性 189 34.9 46.6 55.6 23.3 18.5 19.6 18.0 24.9 1.6 2.1
女性 300 43.3 48.7 53.7 20.3 17.7 20.0 19.3 17.0 1.3 4.3
男性 233 34.8 45.9 49.4 21.5 17.6 27.5 15.9 24.0 1.7 4.3
女性 312 39.1 49.7 48.4 23.1 20.5 17.9 20.2 15.7 1.3 5.1
男性 175 37.1 44.6 40.6 22.3 27.4 20.6 14.3 17.7 1.7 1.7
女性 216 49.1 39.4 32.9 25.0 22.7 25.0 13.9 7.4 0.9 6.5
男性 346 42.2 23.1 23.1 25.7 28.0 22.8 20.2 4.9 0.9 13.9
女性 451 51.0 29.0 8.6 31.7 33.9 18.8 14.2 5.5 2.0 10.0

743 39.7 39.7 44.3 24.4 20.3 19.9 16.2 15.5 1.3 6.9
364 41.5 37.6 37.9 22.8 22.0 23.1 21.2 15.7 1.4 6.3
221 40.7 40.3 40.7 21.7 33.0 18.6 15.8 14.0 0.9 8.1
281 42.7 40.9 29.5 25.3 12.1 20.3 22.4 17.8 1.4 9.3
176 39.2 43.8 36.9 27.3 8.5 18.2 19.3 18.2 1.7 8.5
697 41.0 40.7 40.3 25.1 24.0 21.1 16.5 11.6 1.1 6.0
309 42.7 47.9 44.7 24.3 32.7 18.4 12.9 14.2 1.0 3.6
204 35.8 56.4 61.8 15.2 23.0 18.1 14.2 21.1 0.5 3.9
121 38.0 38.0 47.1 18.2 15.7 18.2 15.7 19.0 1.7 4.1
259 38.2 45.6 53.3 21.6 20.1 18.5 17.4 18.9 1.2 5.4
303 38.9 41.9 44.2 22.1 26.1 15.5 19.5 15.5 1.0 5.0
270 36.3 45.9 48.9 22.6 18.9 18.1 18.9 18.9 0.7 6.7

1,437 43.6 36.1 31.0 27.1 23.9 22.2 17.3 10.9 1.6 7.9
254 40.2 44.9 39.4 27.6 19.7 20.9 17.7 16.5 2.0 5.9

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

単位【％】

全　体

性

・
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年

数

性

別

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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７．市政情報について 

（１）市政に関する情報やイベント情報の入手方法 

問16 市政に関する情報や、市が実施するイベント情報などを知りたい場合、どのような方法を選

びますか。（○は１つ） 

 

■全体傾向■ 

市政に関する情報やイベント情報の入手方法については、「広報にいざを読む」（47.9％）の比率が

最も高く、次に「市のホームページを見る」（32.6％）、「市のフェイスブック・エックス（旧ツイッ

ター）・ＬＩＮＥなどのＳＮＳを見る」（3.9％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■経年比較■ 

過去の調査とは選択肢に変更があるため、同一には比較できないが、「広報にいざを読む」の項目の

比率が低下しているものの、順位に変化はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

比率 順位 比率 順位 比率 順位

広報にいざを読む 47.9 63.6 1 65.8 1 71.9 1

市のホームページを見る 32.6 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -

市のフェイスブック・エックス（旧ツイッター）・LINEなどのSNSを見る 3.9 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -

市役所に行ったり電話をしたりして、直接問い合わせる 3.2 5.2 4 4.3 3 5.3 3

出張所や公民館に行ったり電話をしたりして、直接問い合わせる 1.0 2.0 5 1.3 5 1.4 4

電子メールを使って問い合わせる 0.5 0.3 7 0.1 8 0.1 7

スマートフォン・タブレット端末で市のホームページを見る 　 - 16.6 2 3.3 4 　 - 　 -

パソコンで市のホームページを見る 　 - 11.4 3 18.1 2 14.1 2

携帯電話用の市のホームページを見る 　 - 　 - 　 - 0.6 7 0.8 5

情報公開制度を利用する 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 0.1 7

その他 0.4 0.9 6 0.7 6 0.6 6

市の情報を入手していない／わからない 6.6 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
※「-」は調査項目なし。網かけの項目は上位3位を示す。

単位【％】

令和

５年度

平成30年度 平成25年度 平成20年度
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「広報にいざを読む」では〈60歳代女性〉〈70歳以上男女〉、「市のホームページを見る」

では〈10・20歳代男女〉〈30歳代男女〉〈40歳代男女〉〈50歳代男女〉〈60歳代男性〉、「市

のフェイスブック・エックス（旧ツイッター）・ＬＩＮＥなどのＳＮＳを見る」では

〈10・20歳代男女〉〈30歳代男女〉が全体より高い。 

【居住地域】「広報にいざを読む」では〈中央地域〉〈西部地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「広報にいざを読む」では〈20年以上〉、「市のホームページを見る」では〈３年未満〉

〈３年以上５年未満〉〈５年以上10年未満〉〈15年以上20年未満〉、「市のフェイスブック・

エックス（旧ツイッター）・ＬＩＮＥなどのＳＮＳを見る」では〈５年以上10年未満〉が

全体より高い。 
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2,874 47.9 32.6 3.9 3.2 1.0 0.5 0.4 6.6
1,121 43.7 34.6 3.8 4.1 1.4 0.7 0.4 7.4
1,587 51.9 31.6 4.1 2.6 0.6 0.4 0.3 5.6

男性 76 17.1 42.1 11.8 3.9 0.0 2.6 1.3 19.7
女性 132 20.5 43.2 12.9 1.5 0.0 1.5 0.0 20.5
男性 99 27.3 47.5 9.1 2.0 1.0 0.0 0.0 11.1
女性 173 39.9 40.5 9.8 1.2 0.0 0.0 0.0 8.1
男性 189 43.9 38.1 6.9 2.1 0.5 0.5 0.5 6.9
女性 300 46.7 43.0 3.7 2.0 0.0 0.0 0.0 3.0
男性 233 32.6 49.4 3.4 0.4 1.7 1.7 0.4 9.0
女性 312 44.2 44.9 4.2 1.6 0.3 0.6 0.3 2.9
男性 175 44.6 38.3 1.1 1.7 2.9 0.6 0.6 4.6
女性 216 55.1 33.3 1.9 0.9 0.5 0.5 0.5 3.7
男性 346 61.0 15.9 0.6 9.5 1.4 0.0 0.0 4.3
女性 451 73.2 6.9 0.7 5.5 1.8 0.2 0.7 4.9

743 45.6 35.4 4.4 3.1 0.5 0.7 0.1 5.9
364 49.5 29.7 3.8 2.2 1.9 0.5 1.1 7.1
221 48.4 33.0 3.6 2.7 1.8 0.0 0.0 8.1
281 53.0 29.2 2.8 3.9 0.0 0.4 0.4 7.5
176 54.5 26.1 6.8 3.4 0.6 1.1 0.6 5.1
697 46.9 34.7 3.2 4.2 1.4 0.4 0.1 5.9
309 46.0 35.3 4.5 2.3 0.6 0.3 1.0 8.1
204 33.3 44.6 6.4 1.5 0.5 0.5 0.0 11.3
121 38.0 39.7 7.4 1.7 1.7 0.0 0.8 5.0
259 37.8 40.2 9.3 2.7 1.2 0.4 0.8 6.6
303 50.8 34.0 2.3 2.6 0.7 0.3 0.0 6.6
270 42.2 41.5 3.7 2.6 0.0 1.1 1.1 5.2

1,437 54.8 26.9 2.6 3.8 1.4 0.3 0.3 5.0
254 39.4 34.3 4.7 3.9 0.0 1.2 0.0 14.2

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。
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（２）掲載してほしい市に関する情報 

問17 市に関する情報のうち、広報やホームページなどで掲載してほしいのは、特にどのような情

報ですか。（○はいくつでも） 

 

■全体傾向■ 

掲載してほしい市に関する情報としては、「健康・医療に関する情報」（46.9％）の比率が最も高く、

次に「ごみの収集やリサイクルに関する生活環境情報」（42.4％）、「税金・年金・健康保険料に関する

情報」（39.7％）となっている。 
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■経年比較■ 

過去の調査とは選択肢に変更があるため、同一には比較できないが、「防災・防犯や交通安全に関す

る情報」は大きく順位を下げた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

比率 順位 比率 順位 比率 順位 比率 順位

健康・医療に関する情報 46.9 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -

ごみの収集やリサイクルに関する生活環境情報 42.4 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -

税金・年金・健康保険料に関する情報 39.7 52.6 3 50.7 4 54.4 3 44.9 3
高齢者・障がい者・介護などの福祉サービスに関する情報 36.0 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
防災・防犯や交通安全に関する情報 28.1 52.8 2 57.7 3 37.1 5 40.9 5

市の観光やイベントに関する情報 25.8 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -

市の施設などの催しや利用に関する情報 23.6 32.3 5 29.0 6 37.5 4 43.2 4
子育てや教育に関する情報 23.5 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
政策や計画に関する情報 21.4 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -

都市計画に関する情報 16.4 22.6 7 29.6 5 28.0 6 30.2 6

予算・決算など財政状況に関する情報 15.0 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
消費生活に関する情報 13.5 16.5 9 14.6 12 19.3 9 23.1 9
地域サークル活動に関する情報 13.1 13.0 11 17.2 10 16.9 11 20.3 11

生涯学習に関する情報 13.0 11.6 12 15.6 11 16.4 12 16.6 12

文化財・歴史に関する情報 9.3 11.2 13 10.3 14 8.6 15 12.8 13
スポーツに関する情報 8.8 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
ごみの収集などに関する生活環境情報 　 - 50.4 4 59.1 2 56.0 2 51.6 2

福祉・健康・医療などに関する情報 　 - 61.9 1 59.7 1 66.6 1 61.0 1

イベントに関する情報 　 - 18.4 8 26.5 7 21.1 8 25.5 7
観光に関する情報 　 - 9.0 15 8.7 15 11.1 14 　 - 　 - 
子どもの教育に関する情報 　 - 23.6 6 20.9 8 22.3 7 24.3 8

スポーツ・レクリエーションに関する情報 　 - 14.2 10 18.2 9 18.1 10 22.0 10

市民活動（ボランティア・NPOなど）に関する情報 　 - 10.0 14 12.9 13 15.3 13 12.8 13
その他 1.5 1.2 16 1.1 16 1.0 16 1.7 15
特に知りたい情報はない 5.4 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
※「-」は調査項目なし。網かけの項目は上位3位を示す。

平成16年度

単位【％】

令和

５年度

平成30年度 平成25年度 平成20年度
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「健康・医療に関する情報」では〈50歳代女性〉〈60歳代女性〉〈70歳以上男女〉、「ごみ

の収集やリサイクルに関する生活環境情報」では〈50歳代男女〉、「税金・年金・健康保

険料に関する情報」では〈60歳代男女〉〈70歳以上男性〉が全体より高い。 

【居住地域】「税金・年金・健康保険料に関する情報」では〈南西地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「健康・医療に関する情報」では〈10年以上15年未満〉、「ごみの収集やリサイクルに関

する生活環境情報」では〈10年以上15年未満〉が全体より高い。 
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2,874 46.9 42.4 39.7 36.0 28.1 25.8 23.6 23.5 21.4 16.4 15.0
1,121 43.4 39.2 42.6 35.2 28.5 22.9 20.5 20.1 27.8 21.5 20.4
1,587 50.4 44.9 38.1 36.5 28.0 28.5 26.7 26.1 16.9 13.2 11.0

男性 76 27.6 19.7 35.5 7.9 25.0 30.3 22.4 26.3 35.5 30.3 34.2
女性 132 34.8 22.7 28.8 14.4 16.7 34.1 24.2 39.4 19.7 12.9 12.1
男性 99 30.3 27.3 30.3 12.1 17.2 31.3 25.3 49.5 38.4 21.2 27.3
女性 173 41.6 39.9 31.2 13.3 21.4 38.7 34.1 63.6 22.5 16.8 16.8
男性 189 36.0 39.2 36.5 20.6 28.0 28.6 17.5 36.5 32.8 27.0 26.5
女性 300 48.7 43.0 34.3 22.7 27.7 37.0 28.7 51.0 17.7 15.3 13.7
男性 233 43.8 55.4 42.5 35.6 31.8 27.5 25.3 19.3 27.9 26.6 20.6
女性 312 57.7 57.1 42.0 36.9 38.1 29.8 28.2 14.7 19.2 16.7 12.5
男性 175 48.0 41.7 49.7 41.7 27.4 19.4 21.7 8.0 18.3 16.6 14.3
女性 216 55.6 46.8 47.7 50.9 31.5 25.9 25.9 15.7 13.9 11.6 11.1
男性 346 52.0 34.7 47.7 52.3 31.5 14.5 16.8 8.1 25.1 15.9 15.3
女性 451 52.3 45.5 38.8 54.1 25.7 17.5 22.8 4.4 13.3 8.9 5.8

743 47.8 42.7 37.7 35.9 28.8 29.2 26.1 26.8 21.0 16.4 14.8
364 47.8 39.3 39.6 38.7 27.5 25.3 23.6 18.1 23.1 16.2 15.9
221 49.3 41.2 39.8 36.2 28.1 30.3 24.9 28.5 23.1 16.7 14.5
281 42.0 45.2 42.3 37.0 27.8 27.4 19.9 21.7 19.9 14.6 14.6
176 44.9 37.5 40.3 35.2 26.7 29.0 25.0 22.2 19.3 13.6 15.3
697 46.9 42.8 40.2 34.4 28.1 21.8 24.5 24.2 23.2 20.2 16.8
309 51.1 46.9 45.0 36.2 30.7 24.3 21.4 22.3 18.8 13.9 12.9
204 35.3 34.8 28.9 12.7 24.5 37.3 22.1 43.6 22.1 17.2 17.2
121 40.5 38.0 38.0 19.0 20.7 30.6 27.3 40.5 26.4 19.0 19.0
259 46.7 39.4 34.7 23.6 26.6 30.5 28.6 44.4 22.0 15.4 18.5
303 52.5 47.5 38.3 30.7 30.0 31.7 25.1 38.3 25.1 18.5 19.1
270 47.4 41.1 35.9 30.4 30.0 28.1 22.6 28.9 26.7 22.6 16.7

1,437 49.3 44.9 43.5 46.3 29.8 21.6 23.4 11.8 18.9 14.5 12.2
254 41.3 35.4 41.3 30.7 24.4 25.6 20.5 22.4 23.6 18.9 17.3

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域
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性
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女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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13.5 13.1 13.0 9.3 8.8 1.5 5.4
13.2 13.0 11.6 12.1 10.6 1.4 5.3
13.4 13.6 14.6 7.6 7.6 1.3 5.1

男性 15.8 6.6 7.9 9.2 10.5 0.0 9.2
女性 10.6 6.8 7.6 7.6 9.1 0.8 10.6
男性 14.1 9.1 6.1 8.1 16.2 0.0 9.1
女性 11.0 15.0 8.1 6.9 8.1 1.2 3.5
男性 19.0 16.9 16.4 12.7 13.8 2.6 6.9
女性 13.3 10.7 12.0 6.3 10.3 1.0 4.3
男性 15.5 12.4 11.6 14.2 10.3 1.7 5.2
女性 17.3 14.1 18.6 6.7 10.3 2.6 4.8
男性 10.3 17.7 14.9 9.7 13.1 1.1 2.9
女性 12.0 17.1 22.2 8.8 9.3 1.9 5.6
男性 9.2 11.6 9.8 13.3 6.4 1.4 3.8
女性 13.3 15.1 14.6 8.6 2.7 0.7 4.7

15.1 13.5 13.9 9.8 11.0 1.5 4.2
12.9 11.8 11.5 9.6 6.6 1.4 4.9
14.0 16.3 12.2 9.5 6.3 0.5 5.9
11.7 10.0 8.9 8.2 7.8 1.4 6.8
17.6 17.0 18.2 9.7 8.0 2.3 7.4
12.8 12.8 14.5 8.9 9.6 1.7 5.6
12.3 14.2 13.3 10.7 8.7 1.3 5.2
15.2 9.8 5.4 4.9 7.4 1.0 4.9
12.4 9.1 14.0 8.3 10.7 0.0 8.3
16.2 17.0 12.0 10.8 10.8 0.8 6.6
19.1 13.2 16.5 8.3 9.6 0.7 5.6
14.4 13.0 14.8 8.1 13.3 2.2 5.9
11.8 13.8 13.9 10.2 7.2 1.7 4.4
12.6 9.1 9.8 9.4 11.4 1.6 7.9

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。
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性
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3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

生まれてからずっと
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（３）市政情報の提供で力を入れるべきもの 

問18 市政情報の提供に関して、今後、市はどのような点に力を入れていくべきだと思いますか。

（○は１つ） 

 

■全体傾向■ 

市政情報の提供で力を入れるべきものについては、「ホームページの充実」（28.3％）の比率が最も

高く、次に「広報誌やパンフレットなどの充実」（23.7％）、「ＳＮＳを活用した情報提供」（16.4％）と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■経年比較■ 

過去の調査との比較では、「ホームページの充実」の項目の比率がより上昇し、順位を上げている。

また、「ＳＮＳを活用した情報提供」の項目の比率が7.5ポイント上昇している。 

 

 

  

 

比率 順位 比率 順位 比率 順位 比率 順位

ホームページの充実 28.3 27.8 2 27.1 2 23.9 2 23.5 2
広報誌やパンフレットなどの充実 23.7 43.3 1 39.0 1 35.6 1 37.0 1
ＳＮＳを活用した情報提供 16.4 8.9 3 2.7 6 　 - 　 - 　 - 　 -

身近な地域拠点を活用した情報提供 6.0 7.4 4 8.7 3 12.8 3 15.5 3

メールマガジンを活用した情報提供 4.4 4.0 6 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
地域に出向いて説明会を行うなど、市職員による積極的な広報活動 3.5 7.1 5 7.4 4 8.8 4 11.0 4
ケーブルテレビを通じた情報提供 　 - 　 - 　 - 3.3 5 5.0 5 6.8 5
コミュニティＦＭ局を通じた情報提供 　 - 　 - 　 - 1.2 8 　 - 　 - 　 - 　 -
その他 1.6 1.6 7 1.4 7 1.6 6 1.9 6

特にない 12.4 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
※「-」は調査項目なし。網かけの項目は上位3位を示す。

平成16年度

単位【％】

令和

５年度

平成30年度 平成25年度 平成20年度
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「ホームページの充実」では〈30歳代女性〉〈40歳代男女〉〈50歳代男女〉〈60歳代男性〉、

「広報誌やパンフレットなどの充実」では〈60歳代女性〉〈70歳以上男女〉、「ＳＮＳを活

用した情報提供」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代男女〉〈40歳代男女〉が全体より高い。 

【居住地域】「広報誌やパンフレットなどの充実」では〈中央地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「広報誌やパンフレットなどの充実」では〈20年以上〉、「ＳＮＳを活用した情報提供」

では〈３年未満〉〈３年以上５年未満〉〈５年以上10年未満〉〈生まれてからずっと〉が全

体より高い。 
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2,874 28.3 23.7 16.4 6.0 4.4 3.5 1.6 12.4
1,121 30.7 21.5 16.8 5.3 4.2 5.4 2.1 10.1
1,587 26.3 25.4 16.8 6.3 4.7 2.1 1.1 13.9

男性 76 23.7 1.3 55.3 5.3 0.0 0.0 2.6 11.8
女性 132 23.5 6.8 38.6 6.1 4.5 0.8 2.3 17.4
男性 99 24.2 7.1 37.4 3.0 4.0 2.0 3.0 18.2
女性 173 34.1 12.1 34.7 4.6 3.5 0.0 0.6 9.2
男性 189 36.0 13.2 24.3 5.3 5.3 2.6 2.1 10.6
女性 300 37.7 13.3 25.3 5.0 7.0 0.3 1.7 7.7
男性 233 42.5 14.2 14.2 5.2 6.0 5.6 2.6 6.9
女性 312 35.6 19.6 16.3 5.1 6.1 1.6 0.6 13.8
男性 175 41.1 22.3 12.0 4.6 6.3 2.3 0.6 6.9
女性 216 31.0 30.1 8.8 6.9 5.1 0.9 0.9 12.5
男性 346 18.2 38.7 2.6 6.4 2.3 10.4 2.3 11.0
女性 451 7.5 45.9 2.2 8.4 2.4 5.3 0.9 19.5

743 31.4 21.4 18.4 4.2 5.8 3.4 1.7 10.4
364 24.7 23.4 17.0 6.3 3.3 4.7 1.4 12.9
221 29.4 19.5 20.8 5.9 3.6 4.1 0.9 14.0
281 23.8 29.2 13.2 4.3 2.8 5.0 1.8 16.4
176 23.3 26.7 21.0 5.7 5.1 1.1 1.1 10.8
697 28.3 25.1 16.1 7.3 4.3 2.3 1.9 11.8
309 32.7 20.4 12.6 7.4 4.5 4.2 1.6 13.9
204 28.9 11.8 33.3 3.9 5.9 0.5 2.9 11.8
121 30.6 13.2 24.0 7.4 2.5 0.8 0.8 15.7
259 33.2 14.3 27.0 5.4 4.2 1.5 1.2 12.4
303 32.7 18.8 15.5 9.6 5.0 4.0 2.0 10.2
270 31.1 18.5 20.7 4.4 6.7 1.9 1.9 11.9

1,437 25.7 30.3 9.8 5.6 4.5 4.7 1.2 12.7
254 28.0 23.2 23.6 5.5 0.8 3.1 2.8 11.4

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域
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（４）市が提供しているSNSの利用状況 

問19 市が提供している以下のＳＮＳのうち、利用しているもの・利用したことがあるものはあり

ますか。（○はいくつでも） 

 

■全体傾向■ 

市が提供しているＳＮＳの利用状況としては、「ＬＩＮＥ」（15.4％）の比率が最も高く、次に「Ｘ

（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）」（10.7％）、「ＹｏｕＴｕｂｅ」（7.8％）となっている。一方、「利用したことがな

い」は70.7％となっている。 
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「ＬＩＮＥ」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代男女〉〈40歳代女性〉〈50歳代女性〉、「Ｘ

（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代男女〉〈40歳代男性〉、「ＹｏｕＴ

ｕｂｅ」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代男性〉が全体より高い。 

     一方で「利用したことがない」は、全ての性・年齢で５割を超え、〈60歳代女性〉〈70歳

以上男女〉が全体より高い。 

【居住年数】「ＬＩＮＥ」では〈３年以上５年未満〉〈５年以上10年未満〉〈15年以上20年未満〉、「Ｘ

（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）」では〈３年以上５年未満〉〈５年以上10年未満〉〈15年以上20年未

満〉〈生まれてからずっと〉、「ＹｏｕＴｕｂｅ」では〈15年以上20年未満〉が全体より高

い。 
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2,874 15.4 10.7 7.8 5.9 4.1 70.7
1,121 14.5 10.3 9.1 4.6 4.2 72.3
1,587 16.5 11.0 7.0 7.0 4.1 70.1

男性 76 22.4 27.6 18.4 13.2 5.3 63.2
女性 132 23.5 28.0 14.4 18.9 5.3 63.6
男性 99 23.2 21.2 18.2 10.1 7.1 60.6
女性 173 22.5 22.0 9.8 13.3 8.1 56.6
男性 189 19.6 15.9 10.6 5.8 5.8 65.1
女性 300 23.3 14.3 5.7 10.0 5.3 63.7
男性 233 14.2 12.4 9.4 4.3 3.9 73.8
女性 312 23.1 13.5 11.9 8.3 5.8 64.1
男性 175 14.9 5.7 9.7 4.6 6.3 74.3
女性 216 11.6 4.6 5.6 2.3 2.3 78.7
男性 346 7.2 1.4 3.2 0.9 1.4 79.8
女性 451 5.5 1.1 1.8 0.4 1.1 81.4

743 14.4 13.7 7.7 6.3 5.4 70.4
364 14.8 8.5 7.4 5.8 3.8 71.4
221 15.8 10.9 8.1 5.4 3.2 70.6
281 14.6 9.3 7.1 6.4 3.2 70.5
176 18.2 11.4 8.5 7.4 4.5 69.3
697 17.8 10.9 8.3 6.2 3.6 70.4
309 13.6 8.7 7.4 4.5 4.5 74.8
204 19.6 14.7 10.8 8.8 6.4 70.1
121 22.3 15.7 9.1 9.1 5.0 57.9
259 20.5 17.8 8.5 7.3 6.2 63.7
303 13.9 9.9 4.0 4.6 3.3 73.6
270 21.1 18.1 13.3 13.3 6.7 64.8

1,437 12.3 5.8 6.1 3.1 3.1 75.4
254 18.1 20.1 11.4 10.2 4.3 63.4

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域
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８．学校教育について 

（１）学校教育で力を入れるべき内容 

問20 新座市の学校教育を更に行き届いたものにするためには、市はどのような点に力を入れてい

くべきだと思いますか。（○は３つまで） 

 

■全体傾向■ 

学校教育で力を入れるべき内容としては、「いじめ、不登校対策の充実」（29.9％）の比率が最も高

く、次に「教員の指導力の向上」（28.5％）、「思考力、判断力、表現力の育成」（25.3％）となっている。 
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■経年比較■ 

過去の調査との比較では、上位３項目に変化はみられないが、「教員の負担軽減」「英語教育の充実」

の項目の比率がより上昇し、順位を上げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

比率 順位 比率 順位 比率 順位 比率 順位

いじめ、不登校対策の充実 29.9 39.7 1 30.9 3 23.2 4 　 - 　 -
教員の指導力の向上 28.5 38.4 2 43.1 1 45.6 1 54.4 1

思考力、判断力、表現力の育成 25.3 29.3 3 25.5 4 22.5 5 26.2 5

教員の負担軽減 22.1 15.2 7 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
英語教育の充実 18.9 16.2 6 15.3 7 9.6 11 　 - 　 -
道徳教育の充実 17.3 27.2 4 33.4 2 28.5 3 27.8 4

基礎的、基本的な学習内容の定着 16.0 19.9 5 20.8 5 22.1 6 25.8 6

学校施設・設備の充実 14.1 12.2 10 10.7 10 11.1 10 8.5 9
社会体験、自然体験の充実 13.2 14.2 8 15.3 8 18.1 8 21.8 7
基本的生活習慣の徹底 9.2 14.2 8 19.8 6 17.6 9 21.7 8
障がいのある児童生徒の支援の充実 8.4 12.0 11 8.4 12 9.2 12 　 - 　 -

健康の保持増進、体力の向上 8.3 10.8 13 10.4 11 　 - 　 - 　 - 　 -

家庭・地域との連携 6.9 11.0 12 11.3 9 　 - 　 - 　 - 　 -
安全教育の充実 6.2 7.7 14 7.0 13 　 - 　 - 　 - 　 -
教育相談の充実 4.9 6.6 15 3.1 15 3.3 14 3.7 11

部活動の充実 3.5 3.4 16 4.4 14 5.0 13 6.6 10

善悪を判断できる力の育成 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 32.7 2 45.4 2
耐える力、がんばりぬく力の育成 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 19.9 7 30.8 3
その他 2.9 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -
特にない 7.5 2.8 17 2.8 16 2.8 15 3.1 12
※「-」は調査項目なし。網かけの項目は上位3位を示す。

平成16年度

単位【％】

令和

５年度

平成30年度 平成25年度 平成20年度
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「いじめ、不登校対策の充実」では〈10・20歳代女性〉〈60歳代女性〉、「教員の指導力の

向上」では〈40歳代女性〉〈60歳代女性〉、「思考力、判断力、表現力の育成」では〈10・

20歳代男性〉〈30歳代男性〉〈40歳代男性〉が全体より高い。 

【居住地域】「いじめ、不登校対策の充実」では〈中央地域〉、「思考力、判断力、表現力の育成」で

は〈東部地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「思考力、判断力、表現力の育成」では〈10年以上15年未満〉が全体より高い。 
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2,874 29.9 28.5 25.3 22.1 18.9 17.3 16.0 14.1 13.2 9.2 8.4
1,121 27.2 25.5 27.6 23.2 19.9 20.3 15.1 14.4 11.6 10.2 7.9
1,587 31.9 30.7 24.3 21.6 18.5 15.4 16.6 14.1 14.4 8.9 9.1

男性 76 26.3 15.8 32.9 34.2 27.6 18.4 23.7 25.0 14.5 3.9 5.3
女性 132 38.6 16.7 25.8 31.1 25.8 12.9 20.5 23.5 14.4 7.6 10.6
男性 99 27.3 29.3 31.3 26.3 24.2 11.1 16.2 27.3 9.1 6.1 7.1
女性 173 31.2 27.2 29.5 20.2 26.6 13.3 20.2 17.3 20.2 5.2 8.7
男性 189 25.4 27.0 36.5 26.5 23.3 16.9 16.9 14.3 13.8 5.3 8.5
女性 300 27.3 37.7 28.0 19.3 25.3 11.7 22.0 23.3 21.0 3.7 7.3
男性 233 34.3 27.9 25.8 23.6 17.6 20.2 12.4 13.3 12.9 11.2 8.6
女性 312 34.3 32.7 21.5 25.3 16.0 18.3 11.5 14.7 14.1 9.0 9.0
男性 175 30.3 25.1 25.7 24.6 14.9 26.9 11.4 13.1 10.9 14.9 9.7
女性 216 38.0 34.7 23.6 21.8 12.5 13.9 15.3 11.1 10.2 12.5 11.1
男性 346 22.0 24.6 22.5 17.1 19.1 22.0 15.6 9.8 10.1 12.4 6.4
女性 451 28.8 28.6 21.7 18.2 13.3 18.0 14.6 4.9 10.0 12.4 9.1

743 29.2 30.7 24.5 24.9 18.2 16.4 17.2 17.1 14.0 9.2 7.8
364 29.7 31.0 24.5 20.9 23.1 18.4 14.6 12.1 12.4 9.1 9.3
221 23.1 28.1 31.7 21.7 19.9 17.2 16.3 14.9 16.3 8.1 6.3
281 37.0 29.2 24.9 17.8 17.4 16.7 14.9 8.5 10.7 10.0 7.1
176 33.0 19.3 24.4 24.4 22.2 21.0 15.9 11.4 10.8 7.4 11.4
697 31.1 27.1 25.8 20.9 17.5 16.6 14.6 15.5 14.1 9.9 9.3
309 27.8 28.5 26.2 24.9 18.4 18.8 18.1 13.9 12.6 9.4 8.1
204 29.9 26.5 19.6 25.0 21.1 17.6 18.1 23.5 7.8 6.9 6.4
121 28.1 19.0 25.6 23.1 27.3 10.7 16.5 13.2 16.5 5.8 5.0
259 32.8 29.7 28.2 23.6 20.8 12.7 20.1 19.3 14.7 5.4 10.0
303 26.7 32.0 32.0 21.8 18.2 18.8 16.2 16.5 14.9 9.6 9.6
270 29.3 32.6 28.1 20.0 20.4 14.1 20.0 12.6 13.0 4.8 8.1

1,437 30.5 28.5 23.4 22.6 16.9 19.8 14.1 12.0 12.5 11.1 8.7
254 30.3 25.6 28.0 19.7 21.3 13.0 16.9 13.4 16.9 10.2 7.5

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域
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8.3 6.9 6.2 4.9 3.5 2.9 7.5
7.9 6.2 6.3 3.6 3.7 3.6 8.3
8.6 7.7 6.4 6.0 3.5 2.2 6.7

男性 5.3 2.6 5.3 2.6 1.3 6.6 3.9
女性 9.1 9.8 6.8 3.0 9.1 1.5 4.5
男性 11.1 5.1 6.1 3.0 6.1 4.0 6.1
女性 9.2 3.5 9.8 7.5 5.2 2.9 4.6
男性 10.1 6.3 8.5 3.2 6.9 4.2 6.3
女性 13.3 5.7 7.7 5.3 4.7 4.3 2.3
男性 6.0 6.9 6.4 3.4 3.4 3.9 8.2
女性 4.8 8.0 5.1 5.8 3.5 2.9 8.7
男性 7.4 8.0 6.3 6.3 2.3 3.4 5.1
女性 5.1 12.5 6.5 7.4 1.4 0.5 7.9
男性 7.8 6.1 5.5 2.9 2.3 2.3 12.7
女性 9.3 7.5 4.9 6.2 1.6 1.1 9.1

8.9 6.6 5.8 5.0 2.8 3.0 6.6
8.2 7.4 5.5 7.7 2.2 1.6 5.8

10.4 8.1 3.6 4.5 3.6 3.6 10.0
6.8 5.7 7.1 5.3 3.9 2.5 8.9

10.8 6.8 6.3 3.4 5.1 2.3 10.2
8.5 7.3 7.6 3.7 4.3 3.3 6.6
5.8 7.1 6.1 4.9 4.2 3.2 9.4
8.3 6.9 8.8 4.9 4.9 4.9 8.3
9.9 9.9 9.9 5.0 0.8 2.5 9.9
9.7 5.8 5.4 5.0 5.0 0.4 6.6

10.9 4.6 5.9 4.6 3.6 4.3 6.6
7.4 6.7 10.4 3.7 5.2 4.4 4.8
7.4 8.0 4.9 5.5 2.7 2.5 7.7
8.3 3.5 6.7 3.5 5.1 2.8 9.4

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。
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９．人権について 

（１）人権問題への関心 

問21 現在、社会にはいろいろな人権問題がありますが、あなたが関心のあるものはどれですか。

（○はいくつでも） 

 

■全体傾向■ 

関心がある人権問題としては、「インターネットによる人権侵害」（34.4％）の比率が最も高く、次

に「高齢者」（34.2％）、「子ども」（31.9％）となっている。 
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■経年比較■ 

過去の調査との比較では、「インターネットによる人権侵害」の項目の比率がより上昇し、順位を上

げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

比率 順位 比率 順位 比率 順位

インターネットによる人権侵害 34.4 32.7 4 32.1 4 30.3 4

高齢者 34.2 47.0 1 50.5 1 58.4 1

子ども 31.9 38.4 3 35.6 2 34.0 3

障がい者 29.1 38.5 2 32.7 3 36.9 2

女性 25.0 27.0 5 26.2 5 22.3 7

性的マイノリティ 15.9 　 - 　 - 　 - 　 - 　 - 　 -

北朝鮮当局による拉致問題 15.4 25.1 6 　 - 　 - 27.0 5

犯罪被害者やその家族 13.3 23.0 7 20.4 6 23.3 6

外国人 12.6 13.1 8 9.4 9 13.6 9

ホームレスの人々 7.5 8.3 10 　 - 　 - 　 - 　 -

刑を終えて出所した人 7.4 11.6 9 13.4 7 15.4 8

部落差別 6.2 6.3 12 5.2 12 5.1 12

人身取引（トラフィッキング） 5.2 5.5 14 　 - 　 - 　 - 　 -

アイヌの人々 4.0 2.7 15 　 - 　 - 　 - 　 -

ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者など 4.0 5.7 13 6.4 10 9.3 10

その他 1.4 1.5 16 1.4 13 1.4 13

特にない 13.6 8.0 11 11.0 8 5.4 11
※「-」は調査項目なし。網かけの項目は上位3位を示す。

単位【％】

令和

５年度

平成30年度 平成25年度 平成20年度
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「インターネットによる人権侵害」では〈10・20歳代男性〉〈60歳代女性〉、「高齢者」で

は〈60歳代女性〉〈70歳以上男女〉、「子ども」では〈10・20歳代女性〉〈30歳代男女〉〈40

歳代女性〉が全体より高い。 

【居住地域】「子ども」では〈東部地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「高齢者」では〈20年以上〉、「子ども」では〈３年未満〉〈３年以上５年未満〉〈５年以

上10年未満〉〈10年以上15年未満〉が全体より高い。 
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2,874 34.4 34.2 31.9 29.1 25.0 15.9 15.4 13.3 12.6 7.5 7.4
1,121 34.8 33.4 27.2 28.9 17.4 13.0 15.3 14.8 14.1 7.0 7.6
1,587 34.5 35.2 35.3 29.4 30.9 17.6 15.7 12.3 11.8 7.7 7.2

男性 76 42.1 6.6 21.1 27.6 13.2 19.7 6.6 15.8 21.1 5.3 10.5
女性 132 26.5 19.7 46.2 30.3 60.6 33.3 5.3 12.9 16.7 11.4 11.4
男性 99 32.3 17.2 41.4 23.2 27.3 19.2 6.1 12.1 17.2 11.1 12.1
女性 173 36.4 22.0 60.1 33.5 47.4 29.5 5.2 13.9 13.9 6.9 5.2
男性 189 37.6 25.4 33.9 29.1 20.6 12.7 6.9 15.9 14.8 6.9 7.9
女性 300 37.7 24.7 48.7 25.0 38.7 17.7 8.0 14.0 12.0 4.3 7.3
男性 233 36.9 31.8 27.9 29.6 20.2 14.6 12.9 18.9 13.7 5.6 7.3
女性 312 38.8 33.0 29.5 27.9 28.2 16.0 12.5 12.5 12.8 6.7 7.7
男性 175 38.9 36.0 17.7 30.3 16.0 14.3 20.6 16.0 14.9 8.6 8.0
女性 216 42.6 39.4 28.7 33.8 24.1 19.0 19.4 10.6 10.6 7.9 5.6
男性 346 28.9 47.4 25.1 29.2 12.7 8.4 23.7 11.6 11.0 6.4 5.5
女性 451 27.3 51.4 21.1 29.7 16.0 9.1 28.4 11.1 9.5 9.8 7.1

743 37.6 31.9 33.1 29.5 28.1 14.0 13.5 12.7 11.7 7.9 6.6
364 33.8 34.6 30.8 31.3 26.9 15.4 17.0 13.5 14.6 7.7 8.5
221 29.9 35.7 39.4 28.5 28.5 19.0 15.4 14.0 13.6 7.7 7.7
281 32.4 31.0 31.7 30.6 21.0 14.9 13.2 12.8 11.4 6.0 8.2
176 31.3 33.5 28.4 28.4 24.4 15.3 12.5 9.7 14.8 6.3 4.0
697 34.3 35.6 33.7 28.1 23.4 15.8 18.1 14.3 13.3 8.6 7.9
309 37.5 38.5 26.5 28.8 23.3 21.4 14.9 15.2 11.3 5.8 8.1
204 32.8 20.6 39.7 26.0 39.2 20.1 5.9 9.8 13.2 6.9 6.9
121 30.6 27.3 43.8 25.6 33.9 25.6 6.6 15.7 19.8 8.3 6.6
259 39.0 25.5 47.1 34.0 27.4 20.5 9.3 12.4 14.7 8.1 7.3
303 37.0 30.7 37.0 30.0 29.0 16.2 13.2 15.2 13.9 8.6 10.6
270 35.6 30.4 35.2 30.0 25.6 16.3 11.5 13.3 13.3 6.3 7.4

1,437 33.4 41.4 26.1 28.6 20.5 13.8 20.3 12.7 11.5 7.5 6.7
254 36.6 26.8 29.9 29.9 28.3 15.7 13.0 16.9 11.4 6.3 8.3

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域
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6.2 5.2 4.0 4.0 1.4 13.6
6.2 4.5 3.7 2.9 2.2 14.5
6.2 5.4 4.1 4.9 0.6 12.3

男性 3.9 3.9 5.3 3.9 0.0 18.4
女性 9.1 6.1 5.3 6.1 0.8 5.3
男性 6.1 5.1 3.0 3.0 2.0 14.1
女性 6.4 4.0 4.6 4.0 0.6 8.1
男性 5.8 4.8 3.2 2.6 2.6 21.2
女性 6.3 5.3 3.7 4.7 1.0 12.0
男性 7.7 6.9 3.9 3.4 4.3 15.9
女性 7.1 6.4 3.5 3.8 0.3 18.6
男性 7.4 4.6 5.1 4.0 0.6 11.4
女性 6.9 4.6 5.1 4.6 0.5 15.3
男性 5.2 2.6 3.2 2.0 2.0 11.0
女性 4.2 5.5 3.8 6.0 0.7 10.2

6.3 4.0 4.4 4.0 1.6 13.7
6.6 7.1 4.1 4.4 1.1 12.1
5.9 2.3 4.1 5.0 1.8 12.7
5.0 3.9 3.2 2.8 1.1 17.1
6.3 4.5 4.0 4.5 0.6 12.5
6.3 6.2 3.9 4.2 1.7 13.2
7.1 7.8 3.9 4.2 1.0 13.9
4.9 2.5 3.4 2.5 1.5 15.2
7.4 5.0 5.0 3.3 0.0 11.6
4.2 5.0 1.9 3.9 0.8 9.7
9.9 5.6 4.0 5.3 1.0 13.2
6.3 5.2 6.3 4.1 2.6 14.8
6.1 5.8 4.2 3.8 1.4 13.5
5.5 4.3 2.8 5.1 2.0 16.9

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

単位【％】

全　体

性

別

男性

女性

60歳代

70歳以上

居

住

地

域

北東地域

北西地域

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

性

・

年

齢

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

居

住

年

数

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

生まれてからずっと
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（２）「新座市パートナーシップ・ファミリーシップ届出制度」の認知状況 

問22 新座市では、令和５年４月１日から「新座市パートナーシップ・ファミリーシップ届出制

度」を導入しましたが、本制度を知っていますか。（○は１つ） 

 

■全体傾向■ 

「新座市パートナーシップ・ファミリーシップ届出制度」の認知状況については、「知らない」

（89.5％）の比率が９割弱となっている。一方、「知っている」は7.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「知っている」では〈10・20歳代女性〉が全体より高い。 

 

 

 

全

体

（

総

数

）

【

人

】

知

っ

て

い

る

知

ら

な

い

2,874 7.3 89.5
1,121 6.1 90.0
1,587 7.9 89.9

男性 76 7.9 92.1
女性 132 13.6 86.4
男性 99 9.1 89.9
女性 173 10.4 88.4
男性 189 5.8 94.2
女性 300 7.0 92.7
男性 233 5.2 94.0
女性 312 5.8 93.9
男性 175 6.3 89.1
女性 216 9.3 89.4
男性 346 5.5 85.0
女性 451 6.9 87.1

743 7.8 90.4
364 8.8 85.7
221 4.5 94.1
281 7.1 89.0
176 11.4 86.4
697 6.9 90.1
309 5.2 92.9
204 11.3 88.2
121 6.6 91.7
259 9.7 89.6
303 6.3 91.4
270 7.8 91.1

1,437 6.6 89.0
254 7.5 90.9

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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（３）性的マイノリティに関して起こっている人権問題 

問23 性的マイノリティに関して、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。（○は３

つまで） 

 

■全体傾向■ 

性的マイノリティに関して起こっている人権問題としては、「偏見により差別的な言動を受ける」

（50.5％）の比率が最も高く、次に「職場、学校で嫌がらせやいじめを受ける」（40.2％）、「就職、職場

で不利な扱いを受ける」（35.6％）となっている。 
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「偏見により差別的な言動を受ける」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代男女〉〈40歳代女

性〉〈60歳代女性〉、「職場、学校で嫌がらせやいじめを受ける」では〈30歳代男性〉〈40

歳代女性〉〈50歳代女性〉、「就職、職場で不利な扱いを受ける」では〈30歳代女性〉〈40

歳代女性〉〈50歳代男性〉が全体より高い。 

【居住地域】「偏見により差別的な言動を受ける」では〈東部地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「偏見により差別的な言動を受ける」では〈３年未満〉〈３年以上５年未満〉〈５年以上

10年未満〉が全体より高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全

体

（

総

数

）

【

人

】

偏

見

に

よ

り

差

別

的

な

言

動

を
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る

職
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、

学
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で

嫌
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ら

せ

や

い
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る

就

職

、
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場

で

不

利

な

扱

い

を

受

け

る

本

人

が

望

ん

で

い

な

い

の

に

、

自

ら

の

性

的

指

向

や

性

自

認

を

他

社

に

広

め

ら

れ

る

じ

ろ

じ

ろ

見

ら

れ

た

り

、

避

け

ら

れ

た

り

す

る

賃

貸

住

宅

等

へ

の

入

居

を

拒

否

さ

れ

る

宿

泊

施

設

、

店

舗

等

へ

の

入

店

や

施

設

利

用

を

拒

否

さ

れ

る

そ

の

他

特

に

な

い

2,874 50.5 40.2 35.6 23.1 18.6 7.9 3.8 2.7 16.2
1,121 47.5 39.2 34.8 20.9 17.8 8.6 3.9 3.3 18.3
1,587 53.6 41.7 37.0 25.0 19.5 7.6 3.7 2.3 14.0

男性 76 61.8 42.1 26.3 36.8 28.9 3.9 7.9 3.9 6.6
女性 132 62.9 43.9 30.3 30.3 34.1 14.4 3.0 1.5 7.6
男性 99 58.6 49.5 33.3 21.2 19.2 9.1 3.0 4.0 16.2
女性 173 67.1 44.5 41.0 28.3 24.3 10.4 2.9 2.3 7.5
男性 189 50.3 33.3 33.9 24.3 21.7 7.9 3.7 5.3 18.5
女性 300 59.3 46.0 41.0 26.7 23.0 5.7 4.0 2.3 11.3
男性 233 47.2 40.3 41.6 24.0 18.5 10.3 3.4 3.0 16.3
女性 312 54.5 45.5 37.8 26.0 18.9 6.7 3.8 2.9 13.8
男性 175 50.9 40.6 33.1 22.9 16.6 9.1 5.7 2.3 15.4
女性 216 58.8 43.1 38.4 30.1 18.1 6.0 3.7 2.3 10.2
男性 346 38.4 37.3 33.8 12.4 13.3 8.4 2.9 2.6 24.0
女性 451 39.0 34.1 33.5 17.7 12.0 7.3 4.0 2.0 22.0

743 51.7 40.2 33.5 23.1 18.7 7.8 2.8 3.4 15.6
364 46.2 39.3 37.1 19.5 18.4 8.5 4.1 3.6 15.7
221 58.4 43.0 36.7 22.2 16.3 8.6 5.0 1.8 14.5
281 52.3 41.6 33.1 20.6 24.2 6.4 3.9 2.1 17.4
176 48.3 36.9 34.1 25.0 16.5 5.7 2.8 1.1 18.2
697 49.2 40.3 38.7 26.1 17.8 8.8 4.6 2.9 16.1
309 54.0 42.4 36.2 25.2 20.1 8.4 3.6 1.9 16.2
204 61.8 43.6 29.9 22.1 25.5 10.3 4.4 2.5 11.8
121 58.7 36.4 37.2 32.2 18.2 11.6 5.0 3.3 10.7
259 57.5 40.9 36.3 22.0 20.8 7.3 5.0 3.1 16.2
303 54.1 40.3 37.3 26.1 20.5 8.6 4.3 3.3 12.2
270 51.9 39.3 37.0 27.8 19.6 8.1 2.2 3.3 17.8

1,437 46.1 39.8 36.7 20.4 16.7 7.2 3.8 2.2 17.5
254 52.8 43.3 30.7 28.3 18.9 7.5 2.8 3.5 18.5

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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１０．ゼロカーボンシティ宣言・環境について 

（１）「ゼロカーボンシティ」表明の認知状況 

問24 令和４年５月20日、新座市が2050年までに二酸化炭素排出実質ゼロを目指す「ゼロカーボン

シティ」の表明を行ったことを知っていますか。（○は１つ） 

 

■全体傾向■ 

「ゼロカーボンシティ」表明の認知状況については、「知らない」（77.7％）の比率が８割弱となって

いる。一方、「知っている」は19.6％となっている。 
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「知っている」では〈30歳代男性〉〈60歳代女性〉〈70歳以上男性〉、「知らない」では

〈10・20歳代女性〉〈30歳代女性〉〈40歳代女性〉〈50歳代男女〉が全体より高い。 

【居住地域】「知っている」では〈北東地域〉〈西部地域〉、「知らない」では〈南部地域〉〈南西地

域〉が全体より高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全

体

（

総

数

）

【

人

】

知

っ

て

い

る

知

ら

な

い

2,874 19.6 77.7
1,121 21.4 75.7
1,587 18.4 79.6

男性 76 19.7 80.3
女性 132 15.2 84.8
男性 99 25.3 73.7
女性 173 15.0 83.8
男性 189 17.5 82.5
女性 300 13.0 86.3
男性 233 13.7 85.8
女性 312 16.7 82.7
男性 175 22.3 73.7
女性 216 25.5 73.1
男性 346 27.7 65.6
女性 451 22.2 72.7

743 28.1 70.0
364 22.8 72.3
221 18.1 81.4
281 16.7 81.1
176 26.1 72.2
697 12.9 84.6
309 13.3 85.1
204 17.2 82.4
121 19.8 79.3
259 16.6 81.9
303 16.5 81.8
270 16.7 81.5

1,437 22.4 74.0
254 17.3 82.3

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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（２）重点的に取り組むべき環境への取組 

問25 新座市の環境をより良くするために、市が重点的に取り組むべき環境への取組は、どれだと

思いますか。（○は１つ） 

 

■全体傾向■ 

重点的に取り組むべき環境への取組については、「公園や広場などが多いゆとりのあるまちづくり」

（13.5％）の比率が最も高く、次に「気候変動に伴う水害や土砂災害の軽減、健康被害への対策」

（11.2％）、「ポイ捨てや不法投棄の防止などのまちの美化推進」（9.8％）となっている。 
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「公園や広場などが多いゆとりのあるまちづくり」では〈30歳代男女〉〈40歳代女性〉、

「気候変動に伴う水害や土砂災害の軽減、健康被害への対策」では〈60歳代女性〉が全体

より高い。 

【居住年数】「公園や広場などが多いゆとりのあるまちづくり」では〈３年未満〉が全体より高い。 
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ー

の

活

用

推

進
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の

減
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・

分

別

や

リ

サ
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ク

ル

の

推

進

ま

ち

の

緑

化

の

推

進

食

品

ロ

ス

の
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減

土

壌

・

地

下

水

汚

染

や

有

害

化

学

物

質

へ

の

対

策

河

川

等

の

水

質

改

善

、

水

循

環

の

健

全

化

里

山

な

ど

の

自

然

環

境

や

水

辺

の

環

境

保

全

2,874 13.5 11.2 9.8 8.0 6.2 5.4 5.0 4.8 4.0 3.8 3.0
1,121 12.9 9.4 10.6 10.3 6.4 4.6 5.7 4.6 2.9 4.7 4.0
1,587 14.5 13.2 9.5 6.5 6.2 6.1 4.9 5.2 4.7 3.3 2.2

男性 76 13.2 6.6 11.8 17.1 5.3 1.3 5.3 9.2 1.3 3.9 0.0
女性 132 16.7 6.1 9.1 11.4 12.1 3.8 7.6 7.6 4.5 2.3 0.8
男性 99 20.2 4.0 13.1 13.1 5.1 2.0 3.0 3.0 2.0 6.1 1.0
女性 173 27.7 7.5 9.2 4.0 4.0 6.4 4.0 8.1 1.7 4.6 0.6
男性 189 14.3 8.5 8.5 10.6 6.3 5.3 6.9 2.6 3.2 4.2 2.6
女性 300 20.3 9.3 11.3 10.0 6.3 6.7 5.7 4.0 5.0 3.7 1.3
男性 233 9.4 8.6 12.0 10.3 7.3 3.4 4.7 6.0 3.9 4.3 5.6
女性 312 8.3 16.0 9.6 6.1 6.7 6.1 5.8 7.4 2.2 3.8 2.6
男性 175 14.9 7.4 12.0 9.7 8.0 4.6 5.7 3.4 2.9 5.7 7.4
女性 216 13.0 17.6 5.1 4.2 4.6 4.6 2.8 3.7 8.8 2.8 5.1
男性 346 11.6 13.6 9.2 8.1 5.8 6.4 6.4 4.6 2.9 4.6 3.8
女性 451 10.0 16.0 10.6 4.9 5.8 7.1 4.2 3.3 5.5 2.9 2.2

743 16.2 8.9 9.0 9.3 5.9 6.6 7.0 5.4 3.8 3.1 2.8
364 13.5 15.4 9.3 8.0 5.8 6.0 6.0 4.4 3.8 6.6 2.2
221 9.5 9.0 7.2 8.1 9.0 8.6 4.1 6.3 3.6 4.1 3.6
281 12.5 11.7 12.8 10.0 3.9 3.2 3.6 4.3 4.3 2.8 3.6
176 16.5 10.8 13.1 6.8 6.3 5.7 5.1 3.4 3.4 2.3 5.7
697 12.9 12.6 10.9 6.2 6.9 4.2 4.9 5.3 4.9 4.7 2.7
309 12.9 12.3 8.7 9.4 7.1 5.5 2.9 3.6 3.9 2.6 2.9
204 23.0 8.3 7.4 12.3 5.4 4.4 2.5 3.4 4.9 5.9 2.0
121 15.7 14.9 7.4 11.6 4.1 5.0 2.5 5.8 2.5 4.1 1.7
259 16.2 12.7 9.3 9.7 5.4 3.9 5.0 4.6 3.9 5.0 1.5
303 14.9 8.9 7.6 10.2 8.3 5.3 4.6 6.9 2.3 3.6 2.6
270 9.6 9.6 11.9 8.5 8.1 6.7 6.7 5.2 3.7 3.7 2.6

1,437 11.8 12.7 10.5 6.3 5.5 5.7 5.0 4.5 4.6 3.3 3.5
254 14.6 7.9 10.2 7.5 7.9 5.1 7.9 4.3 2.4 3.9 3.1

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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民
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業

所

が

主

体

と

な

っ
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行

う

環

境

活

動

へ
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援
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イ

ベ
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に

よ

る

意

識

啓

発
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推
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に
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3.0 2.8 2.3 2.3 1.9 1.3 1.0 1.9 4.0
2.5 3.1 2.9 2.1 2.1 1.1 1.2 2.5 3.7
3.6 2.6 2.0 2.5 2.0 1.5 0.9 1.5 4.2

男性 1.3 1.3 9.2 3.9 1.3 2.6 1.3 0.0 3.9
女性 3.0 0.8 3.0 2.3 3.0 0.0 0.0 1.5 4.5
男性 5.1 3.0 2.0 4.0 2.0 1.0 0.0 3.0 7.1
女性 2.3 2.3 1.2 6.9 0.6 0.6 0.0 1.2 5.2
男性 2.6 2.6 4.8 1.6 3.2 1.6 2.1 3.2 3.7
女性 1.7 1.7 2.7 1.3 2.0 1.7 0.3 2.0 2.0
男性 2.1 2.6 2.6 3.0 2.6 0.4 0.4 4.3 3.9
女性 2.9 2.9 1.3 2.9 1.6 2.2 1.0 2.6 5.4
男性 2.3 4.6 1.7 1.1 1.1 1.7 0.6 1.7 2.3
女性 4.6 4.6 1.4 0.5 2.3 1.4 2.8 1.9 6.0
男性 2.3 3.5 1.4 1.4 1.7 0.6 2.0 1.7 3.2
女性 5.5 2.7 2.2 2.2 2.4 1.8 0.9 0.4 3.1

2.0 1.7 3.6 2.4 2.8 2.0 0.7 1.7 2.8
3.0 1.1 2.2 1.1 0.5 1.9 1.1 1.4 3.8
3.2 3.6 1.8 2.3 3.2 0.5 1.8 2.3 5.9
3.2 3.9 1.1 2.1 2.1 1.1 1.4 3.6 4.3
1.1 4.0 3.4 3.4 0.6 0.0 1.1 1.1 4.0
3.0 3.9 2.0 2.6 1.6 1.1 0.9 1.6 4.2
6.1 3.2 1.6 2.6 2.3 1.0 1.3 2.6 5.2
2.5 1.5 3.4 2.9 1.5 1.5 0.5 1.5 3.9
2.5 1.7 4.1 5.0 1.7 0.0 0.0 1.7 5.0
1.2 1.5 1.9 1.2 1.5 2.3 1.2 2.3 5.0
3.0 4.0 3.6 1.7 0.7 2.3 1.0 2.0 4.6
2.6 2.2 2.6 1.1 1.9 1.1 1.9 3.0 4.4
3.4 3.3 1.9 2.4 1.9 1.1 1.0 1.7 3.2
3.1 2.0 2.0 2.8 4.3 0.4 1.2 1.6 5.5

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

単位【％】

全　体

性

別

男性

女性

60歳代

70歳以上

居

住

地

域

北東地域

北西地域

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

性

・

年

齢

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

居

住

年

数

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

生まれてからずっと
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１１．ごみの収集について 

（１）ごみの収集方法の意向 

問26 今後、どのようなごみの収集方法を希望しますか。（○は１つ） 

 

■全体傾向■ 

ごみの収集方法の意向については、「現在の集積所収集（無料）を継続してほしい」（85.0％）の比

率が最も高く、８割半ばとなっている。一方、「有料化しても良いので戸別収集（自宅前にごみ出し）

してほしい」は4.3％、「戸別収集（自宅前にごみ出し）してほしいが、有料化の金額による」は7.5％

となっている。 
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「現在の集積所収集（無料）を継続してほしい」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代女性〉

が全体より高い。 

【居住地域】「現在の集積所収集（無料）を継続してほしい」では〈北東地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「現在の集積所収集（無料）を継続してほしい」では〈15年以上20年未満〉が全体より

高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全

体

（

総

数

）

【

人

】

現

在

の

集

積

所

収

集

（

無

料

）

を

継

続

し

て

ほ

し

い

有

料

化

し

て

も

良

い

の

で

戸

別

収

集

（

自

宅

前

に

ご

み

出

し

）

し

て

ほ

し

い

戸

別

収

集

（

自

宅

前

に

ご

み

出

し

）

し

て

ほ

し

い

が

、

有

料

化

の

金

額

に

よ

る

2,874 85.0 4.3 7.5
1,121 88.0 4.1 6.5
1,587 86.5 4.6 8.0

男性 76 92.1 3.9 3.9
女性 132 95.5 1.5 3.0
男性 99 85.9 4.0 10.1
女性 173 90.8 1.7 7.5
男性 189 86.2 5.3 7.4
女性 300 88.0 4.3 7.0
男性 233 89.7 4.3 5.2
女性 312 86.2 4.8 9.0
男性 175 88.6 2.9 8.0
女性 216 85.2 5.6 8.8
男性 346 87.3 4.0 5.8
女性 451 82.3 6.2 9.3

743 90.7 3.0 5.7
364 88.5 3.6 6.6
221 86.9 5.0 7.2
281 89.7 2.1 6.8
176 85.8 3.4 9.7
697 83.6 5.7 9.3
309 81.6 8.1 9.7
204 87.3 3.9 7.8
121 86.8 5.0 5.0
259 84.6 3.9 8.9
303 89.4 2.0 6.9
270 92.2 2.6 3.7

1,437 83.0 5.1 8.1
254 84.6 4.7 8.7

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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１２．市民参加について 

（１）市政参画への意向 

問27 あなたは、市のまちづくりの課題解決のために、市政参画（市のまちづくりに主体的に参

加・行動）したい気持ちはありますか。（○は１つ） 

 

■全体傾向■ 

市政参画への意向については、「参加したいが、時間がない」（43.6％）の比率が最も高く、「参加し

たい」（10.8％）と合わせた『参加したい（計）』は54.4％と５割強となっている。一方、「参加したく

ない（市のまちづくりに関心・興味がない）」は35.6％となっている。 
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「参加したい」では〈70歳以上男性〉、「参加したいが、時間がない」では〈10・20歳代

男女〉〈30歳代男女〉〈40歳代男女〉〈50歳代男女〉〈60歳代男性〉、「参加したくない（市

のまちづくりに関心・興味がない）」では〈30歳代女性〉が全体より高い。 

【居住地域】「参加したくない（市のまちづくりに関心・興味がない）」では〈南西地域〉が全体より

高い。 

【居住年数】「参加したいが、時間がない」では〈５年以上10年未満〉〈10年以上15年未満〉〈15年以

上20年未満〉、「参加したくない（市のまちづくりに関心・興味がない）」では〈３年未

満〉〈生まれてからずっと〉が全体より高い。 

 
全

体

（

総

数

）

【

人

】

参

加

し

た

い

参

加

し

た

い

が

、

時

間

が

な

い

参

加

し

た

く

な

い

（

市

の

ま

ち

づ

く

り

に

関

心

・

興

味

が

な

い

）

2,874 10.8 43.6 35.6
1,121 14.3 45.0 33.4
1,587 9.0 44.9 37.6

男性 76 6.6 63.2 27.6
女性 132 9.8 54.5 34.8
男性 99 13.1 53.5 33.3
女性 173 8.1 50.3 41.0
男性 189 13.8 58.2 25.9
女性 300 10.3 54.3 34.0
男性 233 10.3 49.4 38.2
女性 312 7.4 52.6 38.1
男性 175 14.3 50.9 32.0
女性 216 7.4 44.4 38.9
男性 346 19.4 25.4 36.1
女性 451 10.2 28.8 38.4

743 13.5 46.3 33.5
364 9.1 47.0 36.0
221 12.2 47.5 31.7
281 10.7 41.6 40.2
176 10.8 47.7 33.0
697 9.6 44.3 38.0
309 10.7 39.2 41.7
204 9.3 47.5 40.7
121 11.6 45.5 37.2
259 12.0 53.7 29.7
303 8.9 52.5 32.7
270 8.1 55.2 33.3

1,437 12.0 37.4 36.0
254 9.4 43.7 41.7

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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（２）まちづくりの課題解決のために参加したいと思う活動 

【問27で「参加したい」又は「参加したいが、時間がない」を選んだ方にうかがいます。】 

問27-１ 市のまちづくりの課題解決のために、あなたが参加したいと思うものは何ですか。（○は

いくつでも） 

 

■全体傾向■ 

まちづくりの課題解決のために参加したいと思う活動としては、「調査票によるアンケート調査に回

答」（57.7％）の比率が最も高く、次に「市民モニター制度などにより、定期的に市からのアンケート

調査に回答」（39.6％）、「タウンミーティング、ワークショップに参加」（17.5％）となっている。 
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「調査票によるアンケート調査に回答」では〈10・20歳代女性〉〈30歳代女性〉、「市民モ

ニター制度などにより、定期的に市からのアンケート調査に回答」では〈10・20歳代女

性〉〈30歳代男性〉〈40歳代女性〉、「タウンミーティング、ワークショップに参加」では

〈30歳代男性〉〈40歳代男性〉が全体より高い。 

【居住年数】「市民モニター制度などにより、定期的に市からのアンケート調査に回答」では〈生ま

れてからずっと〉が全体より高い。 
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ー
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ッ
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に

参

加

パ

ブ

リ

ッ
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・

コ

メ

ン

ト

に

意
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提
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市

民

公

募

に

よ

る

会

議

や
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話

会

等

の

委

員

に

な

る

そ

の

他

1,564 57.7 39.6 17.5 11.3 6.5 2.6
664 56.9 41.1 18.8 14.9 10.1 2.3
855 58.6 38.8 16.3 8.4 3.7 2.9

男性 53 60.4 37.7 17.0 11.3 3.8 0.0
女性 85 64.7 50.6 16.5 14.1 2.4 2.4
男性 66 56.1 47.0 22.7 21.2 12.1 1.5
女性 101 66.3 42.6 16.8 11.9 2.0 2.0
男性 136 60.3 42.6 22.8 16.2 12.5 0.7
女性 194 61.3 45.9 15.5 10.3 3.1 1.0
男性 139 55.4 38.8 20.9 18.0 9.4 2.2
女性 187 53.5 41.2 18.7 6.4 6.4 1.6
男性 114 52.6 43.0 16.7 14.0 10.5 0.9
女性 112 55.4 27.7 21.4 4.5 3.6 4.5
男性 155 58.1 39.4 14.2 10.3 9.7 5.2
女性 176 55.7 27.8 10.8 6.3 3.4 6.3

444 62.2 37.6 18.5 12.8 5.6 2.5
204 56.9 42.2 17.2 11.8 2.9 2.5
132 53.0 41.7 16.7 9.8 5.3 3.8
147 57.8 39.5 13.6 8.8 5.4 2.0
103 54.4 34.0 16.5 14.6 7.8 1.9
376 54.3 41.5 17.0 12.8 8.2 2.9
154 61.7 40.3 22.1 4.5 11.0 2.6
116 61.2 41.4 22.4 19.0 6.9 2.6

69 58.0 40.6 14.5 8.7 4.3 5.8
170 60.6 44.1 15.3 12.4 7.6 1.8
186 60.2 44.1 21.5 10.8 5.4 0.5
171 58.5 39.2 15.8 12.9 5.3 3.5
710 55.9 36.2 17.0 9.7 7.3 3.0
135 57.8 46.7 17.8 12.6 5.2 1.5

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

居

住

地

域
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年

数

性

別

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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１３．新座市コミュニティバス「にいバス」について 

（１）にいバス利用状況 

問28 令和５年４月以降、にいバスを利用しましたか。（○は１つ） 

 

■全体傾向■ 

にいバスの利用状況については、「利用していない」（85.7％）の比率が８割半ばとなっている。一

方、「利用した」は11.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



Ⅱ 調査結果 

88 

■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「利用した」では〈70歳以上女性〉、「利用していない」では〈10・20歳代男女〉〈30歳代

女性〉〈40歳代男女〉〈50歳代女性〉が全体より高い。 

【居住年数】「利用していない」では〈15年以上20年未満〉〈生まれてからずっと〉が全体より高い。 

 

 

 

 

 

 

全

体

（

総

数

）

【

人

】

利

用

し

た

利

用

し

て

い

な

い

2,874 11.3 85.7
1,121 11.6 87.5
1,587 11.4 87.8

男性 76 5.3 94.7
女性 132 5.3 93.9
男性 99 16.2 83.8
女性 173 9.2 90.8
男性 189 7.4 92.1
女性 300 7.7 92.0
男性 233 9.0 90.6
女性 312 7.4 92.3
男性 175 12.6 87.4
女性 216 8.8 89.8
男性 346 15.3 82.4
女性 451 20.4 78.3

743 9.0 89.8
364 14.0 84.9
221 13.6 86.4
281 10.3 89.3
176 13.6 84.7
697 12.3 87.2
309 10.7 88.3
204 12.3 86.8
121 13.2 85.1
259 11.2 86.1
303 12.5 84.5
270 6.3 91.9

1,437 12.3 84.1
254 6.3 92.5

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域
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性

別

単位【％】
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性

・

年

齢

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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（２）にいバスの印象 

【問28で「利用した」を選んだ方にうかがいます。】 

問28-１ にいバスの印象について、次の中から選んでください。（○はいくつでも） 

 

■全体傾向■ 

にいバスの印象としては、「時間が合わない（便数が少ない）」（68.2％）の比率が最も高く、次に

「使いやすい、便利、運賃が安い」（45.7％）、「停車するバス停が少ない」（20.4％）となっている。 
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■属性別の傾向■ 

【性・年齢】「使いやすい、便利、運賃が安い」では〈70歳以上男性〉が全体より高い。 

【居住地域】「使いやすい、便利、運賃が安い」では〈北西地域〉、「停車するバス停が少ない」では

〈北西地域〉が全体より高い。 
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324 68.2 45.7 20.4 7.4 4.0 0.3 0.0 7.1
130 68.5 43.8 20.8 6.9 3.1 0.0 0.0 6.2
181 69.6 48.1 20.4 7.7 3.9 0.6 0.0 6.1

男性 4 50.0 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
女性 7 57.1 71.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
男性 16 68.8 37.5 18.8 12.5 6.3 0.0 0.0 0.0
女性 16 56.3 62.5 18.8 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0
男性 14 64.3 50.0 21.4 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0
女性 23 73.9 30.4 21.7 8.7 4.3 0.0 0.0 4.3
男性 21 85.7 42.9 19.0 9.5 0.0 0.0 0.0 9.5
女性 23 78.3 39.1 21.7 8.7 4.3 0.0 0.0 0.0
男性 22 72.7 22.7 31.8 4.5 4.5 0.0 0.0 4.5
女性 19 68.4 52.6 15.8 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0
男性 53 62.3 50.9 17.0 5.7 3.8 0.0 0.0 9.4
女性 92 70.7 50.0 21.7 7.6 5.4 1.1 0.0 9.8

67 64.2 47.8 17.9 9.0 3.0 0.0 0.0 1.5
51 66.7 51.0 29.4 7.8 3.9 0.0 0.0 13.7
30 66.7 60.0 16.7 3.3 3.3 3.3 0.0 13.3
29 65.5 48.3 20.7 10.3 10.3 0.0 0.0 6.9
24 75.0 29.2 29.2 0.0 4.2 0.0 0.0 8.3
86 68.6 40.7 18.6 7.0 3.5 0.0 0.0 5.8
33 78.8 45.5 15.2 12.1 0.0 0.0 0.0 3.0
25 60.0 52.0 16.0 16.0 4.0 0.0 0.0 0.0
16 62.5 50.0 6.3 6.3 0.0 0.0 0.0 6.3
29 72.4 41.4 27.6 10.3 0.0 0.0 0.0 3.4
38 71.1 39.5 18.4 7.9 2.6 0.0 0.0 7.9
17 70.6 35.3 11.8 5.9 11.8 0.0 0.0 5.9

177 68.9 48.6 23.2 5.1 4.0 0.6 0.0 9.0
16 75.0 37.5 18.8 12.5 6.3 0.0 0.0 0.0

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域



Ⅱ 調査結果 

91 

（３）にいバスを利用していない理由 

【問28で「利用していない」を選んだ方にうかがいます。】 

問28-２ 利用していない理由を次の中から選んでください。（○はいくつでも） 

 

■全体傾向■ 

にいバスを利用していない理由としては、「利用するルートがない」（48.3％）の比率が最も高く、

次に「時間が合わない（便数が少ない）」（40.7％）、「利用したいバス停がない」（18.5％）となってい

る。 
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■属性別の傾向■ 

【 性   別 】「時間が合わない（便数が少ない）」では〈女性〉が全体より高い。 

【性・年齢】「利用するルートがない」では〈10・20歳代男女〉、「時間が合わない（便数が少ない）」

では〈30歳代女性〉〈40歳代女性〉〈50歳代女性〉〈60歳代女性〉〈70歳以上女性〉、「利用

したいバス停がない」では〈10・20歳代女性〉が全体より高い。 

【居住地域】「利用するルートがない」では〈南西地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「利用するルートがない」では〈５年以上10年未満〉、「利用したいバス停がない」では

〈３年未満〉が全体より高い。 
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が
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に

い

バ

ス

を

知

ら

な

い

運

賃

が

高

い

そ

の

他

2,462 48.3 40.7 18.5 6.7 1.4 16.8
981 50.4 33.2 14.6 9.0 0.4 17.7

1,394 46.5 46.0 20.6 4.9 2.0 16.1
男性 72 61.1 25.0 9.7 16.7 1.4 4.2
女性 124 55.6 33.1 26.6 8.9 3.2 11.3
男性 83 49.4 20.5 18.1 20.5 0.0 13.3
女性 157 51.0 46.5 21.7 7.0 0.6 11.5
男性 174 49.4 32.8 10.9 8.6 0.6 22.4
女性 276 49.6 48.2 19.6 5.1 2.9 14.1
男性 211 52.1 35.5 17.1 6.6 0.5 18.0
女性 288 44.8 47.6 21.2 2.8 3.1 21.2
男性 153 50.3 35.3 13.7 5.9 0.0 17.0
女性 194 42.8 46.4 13.4 4.6 2.1 18.6
男性 285 47.4 36.8 15.8 7.4 0.4 20.0
女性 353 42.2 47.3 22.4 4.5 0.6 15.6

667 45.6 34.3 19.9 9.4 1.2 17.7
309 45.6 45.3 15.9 7.1 1.6 17.8
191 49.7 45.5 16.8 2.1 1.6 15.2
251 49.4 40.2 16.3 6.0 1.2 19.1
149 47.0 39.6 18.1 6.7 3.4 16.8
608 49.3 43.1 20.7 6.3 1.3 15.1
273 54.6 45.1 16.8 4.8 1.1 16.5
177 47.5 26.6 24.3 20.3 2.3 10.7
103 42.7 38.8 13.6 13.6 0.0 12.6
223 53.4 45.3 19.7 7.6 3.1 14.8
256 51.6 44.5 17.6 6.6 2.0 14.1
248 46.4 40.7 16.9 4.0 1.6 16.9

1,209 47.4 42.0 18.3 4.9 0.9 18.7
235 49.8 38.3 18.3 5.5 1.7 17.9

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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１４．大江戸線の延伸について 

（１）大江戸線の延伸について 

問29 大江戸線を市内に延伸することについて、どう思いますか。（○は１つ） 

 

■全体傾向■ 

大江戸線を市内に延伸することについては、「延伸してほしい」（47.5％）の比率が最も高く、５割

弱となっている。一方、「延伸する必要はない」は12.4％、「分からない、どちらともいえない」は

36.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



Ⅱ 調査結果 

94 

■属性別の傾向■ 

【 性  別 】「延伸してほしい」では〈男性〉、「分からない、どちらともいえない」では〈女性〉が全

体より高い。 

【性・年齢】「延伸してほしい」では〈10・20歳代男性〉〈30歳代男女〉〈40歳代男性〉〈50歳代男性〉

〈60歳代男性〉、「分からない、どちらともいえない」では〈10・20歳代女性〉〈50歳代女

性〉〈60歳代女性〉〈70歳以上女性〉が全体より高い。 

【居住地域】「延伸してほしい」では〈東部地域〉〈中央地域〉〈西部地域〉、「分からない、どちらと

もいえない」では〈南西地域〉が全体より高い。 

【居住年数】「延伸してほしい」では〈３年未満〉〈３年以上５年未満〉〈５年以上10年未満〉〈10年以

上15年未満〉、「延伸する必要はない」では〈生まれてからずっと〉が全体より高い。 

 

  
全

体

（

総

数

）

【

人

】
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て
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い
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2,874 47.5 12.4 36.9
1,121 57.3 13.4 28.4
1,587 43.3 11.7 44.0

男性 76 53.9 9.2 36.8
女性 132 50.8 6.8 42.4
男性 99 63.6 10.1 25.3
女性 173 54.3 13.3 32.4
男性 189 65.6 12.2 22.2
女性 300 49.7 10.7 39.3
男性 233 58.8 15.0 25.3
女性 312 44.6 13.1 42.3
男性 175 64.6 14.3 21.1
女性 216 41.2 11.1 46.8
男性 346 46.8 14.5 36.4
女性 451 32.8 12.4 52.1

743 44.4 14.4 40.8
364 42.9 14.8 40.9
221 71.0 7.2 20.8
281 56.2 11.0 31.3
176 55.1 11.4 33.0
697 47.1 12.6 39.0
309 43.4 11.0 44.7
204 63.7 5.4 29.4
121 56.2 10.7 30.6
259 54.4 12.0 30.9
303 53.8 8.3 36.3
270 48.9 14.4 34.4

1,437 41.8 13.2 41.1
254 49.6 17.7 31.1

※網かけの項目は、全体の比率に比べて5％以上高い比率を示す。

20年以上

生まれてからずっと

3年未満

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

東部地域

中央地域

西部地域

南部地域

南西地域

居

住

地

域

居

住

年

数

性

別

単位【％】

全　体

性

・

年

齢

男性

女性

10・20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

北東地域

北西地域
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資料 調査票 
第15回新座市民意識調査 調査票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定住意識について 
 

問１ 新座市の住みよさについて、どのように感じていますか。（○は１つ） 

１. 住みよい 

２. どちらかといえば住みよい 

３. どちらかといえば住みにくい 

４. 住みにくい 

５. どちらともいえない 

 

【問１で「１ 住みよい」又は「２ どちらかといえば住みよい」を選んだ方にうかがいます。】 

問１-１ どういう点で住みよいと感じていますか。（○は３つまで） 

１. 福祉や保健サービスが充実している 

２. 道路や下水道などの都市基盤が整っている 

３. 防犯や防災などの安全な生活環境が整っている 

４. 教育、生涯学習などが充実している 

５. 畑や雑木林が多く残り自然環境が豊かである 

６. 平林寺、野火止用水などの歴史的文化遺産が数多く残されている 

７. 交通の便がよい 

８. 近所付き合いがよい（地域住民の連帯感が強い） 

９. 公共施設が整っている 

１０. 買物など日常生活が便利である 

１１. その他（                                             ） 

○ この調査は、宛名のご本人が、ご自身のお考えをお答えください。ただし、ご記入が困難な場

合は、ご家族の方などが代わりに記入いただいても差し支えありません。 

○ 回答は、あてはまる番号に○をつけてください。 

○ 「その他」を選択した場合は、（    ）内に具体的な内容も記入してください。 

○ 記入された調査票は、令和５年１０月６日（金）までに同封の返信用封筒に入れて、郵便ポスト

に投函してください（切手は不要です）。 

【問い合わせ先】 

 新座市役所 秘書広聴課 (電話)048-477-1488 (FAX)048-482-6811 

 

記入にあたってのお願い 

二次元 

コード 

２ページ・問１-2へ 

インターネット回答をご希望の方は、右記二次元コードからアクセスし、 

別紙【インターネットによる回答方法】をご準備ください。 

＊インターネットで回答いただいた情報は、厳重なセキュリティで保護されるため、 

安心してご回答いただけます。ぜひご活用ください。 

 

２ページ・問2へ 



資料 調査票 

96 

【問１で「３ どちらかといえば住みにくい」又は「4 住みにくい」を選んだ方にうかがいます。】 

問１-2 どういう点で住みにくいと感じていますか。（○は３つまで） 

１. 福祉や保健サービスが充実していない 

２. 道路や下水道などの都市基盤が整っていない 

３. 防犯や防災などの安全な生活環境が整っていない 

４. 教育、生涯学習などが充実していない 

５. 畑や雑木林が減少し、自然環境が悪い 

６. 交通の便が悪い 

７. 近所付き合いがうまくいっていない（地域住民の連帯感がない） 

８. 公共施設が整っていない 

９. 買物など日常生活が不便である 

１０. その他（                                             ） 

 

問2 今後も新座市に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

１. 今後もずっと住み続けたい 

２. 当面は住み続けたい 

３. 新座市外に転居したい(転居する予定がある) 

４. どちらともいえない 

 

問 3 定年後（おおむね６０歳を過ぎてから。既に定年を迎えられた方は、現時点において）はどのように

過ごすお考えですか。（○は３つまで） 

１. 家族、子ども、孫との時間を楽しむ 

２. 地域の人や友人と交流する 

３. 勤め先の再雇用やシルバー人材センター

等を通じて仕事をする 

４. 家庭菜園等の農作業に取り組む 

５. ボランティア・社会貢献活動に取り組む 

６. 習い事・学習をする 

７. 健康づくりに取り組む 

８. 趣味を楽しむ 

９. 地方で田舎暮らしをする 

１０. その他（                    ） 

１１. 特にない 

 

問 4 【結婚されている方、結婚の意向がある方にうかがいます。】 

結婚後はどのような地域に住みたいと思いますか。（○は３つまで） 

１. 自然が豊かである 

２. 気候が良く暮らしやすい 

３. 仕事と生活のどちらも充実できる 

４. 安全・安心に暮らせる 

５. スポーツやアウトドアが楽しめる 

６. 文化・芸術・音楽を鑑賞できる 

７. 買物が便利である 

８. 都市部に近く生活に便利である 

９. 交通が便利である 

１０. 活気がある 

１１. 観光への対応に熱心である 

１２. 町並みや景観・雰囲気が良い 

１３. 全国に誇れる地場産業がある 

１４. 地域の成長力がある 

１５. 歴史・伝統がある 

１６. 祭り・イベントがある 

１７. 子育て・教育環境が整っている 

１８. 医療・福祉の環境が整っている 

１９. 新鮮な野菜・食材が豊富である 

２０. 特産品・名産品がある 

２１. 国際化が進んでいる 

２２. 交流やコミュニティ活動が活発である 

２３. その他（                    ） 

２４. 特にない 
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問 5 子どもを産み、育てるためにはどのような支援が必要だと思いますか。（○は３つまで） 

１. 妊娠・出産に対する支援 

２. 子育て支援施設（保育所、幼稚園、学童等）

の充実 

３. 教育施設（市立小・中学校）の充実 

４. 子育てに関する地域との交流の場づくり 

５. 子育てと両立できる就労の支援 

６. 勤め先からの理解や制度の充実（育児休

業、短時間勤務、定時退社等） 

７. 子育て世帯に対する経済的な支援 

８. 夫婦同士の助け合い 

９. 親類からの手助け 

１０. 子育てに関する相談窓口の充実 

１１. その他（                    ） 

１２. 特にない 

 
 

新座市のイメージについて 
 

問 6 現在の新座市は、どのようなイメージのまちだと思いますか。（○は３つまで） 

１. 歴史と文化、伝統のあるまち 

２. 水と緑に恵まれた自然環境豊かなまち 

３. 文化活動、イベントなどの盛んなまち 

４. 農業の盛んなまち 

５. 工業の発展したまち 

６. 商業のにぎわいのあるまち 

７. 暮らしやすい生活環境、施設の整ったまち 

８. 教育や福祉、医療の充実したまち 

９. 発展を続ける活力あるまち 

１０. 都心に近い便利なまち 

１１. 都市として整備されたまち 

１２. 人情味にあふれた親しみのあるまち 

１３. イメージの薄いありふれたまち 

１４. その他（                    ） 

１５. わからない 

 
 

シティプロモーションについて 
 

問 7 あなたにとって、新座らしさを感じるものは何ですか。（○は 3 つまで） 

１. 武蔵野の面影を残す雑木林 

２. 野火止用水 

３. 平林寺とその境内林の景観 

４. 平林寺半僧坊大祭 

５. 大江戸新座祭り 

６. 新座市民まつり（市民体育祭、商工祭、収 

穫祭、文化祭、健康まつり） 

７. 栄緑道と桜並木 

８. 黒目川・柳瀬川の水辺環境 

９. 湧き水「妙音沢」の水辺環境や「ミョウオン 

サワハタザクラ」 

１０. 都市計画道路が整備された沿道（新座中 

央通り、ひばり通りなど）の街並み・景観 

１１. 区画整理で整備された新座駅周辺の街 

並み・景観 

１２. 大和田氷川神社夏まつり 

１３. 新座市に特別住民登録をした鉄腕アトム 

１４. 新座市イメージキャラクター「ゾウキリン」 

１５. 新座ブランド認定品 

１６. その他（                  ） 
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問 8 これからの新座市はどのようなまちになっていけばよいと思いますか。（○は 3 つまで） 

１. 歴史や文化、伝統をいかしたまち 

２. 自然環境との調和がとれたまち 

３. 祭りやイベント、文化活動などの盛んなまち 

４. 農業との調和を大切にしたまち 

５. 研究所や工場の立地をいかしたまち 

６. 商店街が便利でにぎわいのあるまち 

７. 大規模商店があるにぎわいのあるまち 

８. 快適な住環境が整備されたまち 

９. 教育環境の充実したまち 

１０. ひとにやさしい福祉を重視したまち 

１１. 医療環境の充実したまち 

１２. 新しい産業をおこす活力あるまち 

１３. レジャー、スポーツ施設などが整ったまち 

１４. 地域活動が盛んな親しみのあるまち 

１５. 防犯や防災などの安全な生活環境が整った  

まち 

１６. 道路など都市の基盤が整ったまち 

１７. 交通の便がよく、交通環境が整ったまち 

１８. ＡＩ（人工知能）等の活用など先進的なまち 

１９. その他（                   ） 

２０. 特にない 

 

問9 新座市が「住みよい」、「住み続けたい」、「住んでみたい」まちになるために、どのような取組を望み

ますか。ご意見やご提案がありましたら、ご自由にお書きください。なお、頂きましたご意見やご提

案に対して、個別に回答はしませんので、ご了承ください。 

（例えば、雑木林等文化的景観のＰＲ、アニメーションコンテンツの活用、映像やＳＮＳの活用、ＩＴ教育の

推進等先進的な教育環境の充実、起業家支援等） 
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市政への要望等について 
 

問10 市の施策で満足しているものはどれですか。また、今後、力を入れてほしいと思うものはどれです

か。それぞれについて、次の中から5つまで選んで、下の□の中に番号をお書きください。 

（福祉健康） 

１. 子ども・子育て支援の充実 

２. 高齢者福祉の充実 

３. 障がい者福祉の充実 

４. 健康診査など健康管理・増進のための事

業の充実 

５. 地域ぐるみで支え合う福祉社会の実現 

（教育文化） 

６. 幼児期における教育の充実 

７. 小・中学校教育の充実 

８. 子どもたちの健全な育成に向けた活動の

充実 

９. 生涯を通じた学習機会の充実や文化芸術

活動への支援 

１０. スポーツやレクリエーションに親しめる機

会の充実 

（都市整備） 

１１. 利便性の高い良好な街並みの整備（土地

区画整理事業など） 

１２. 魅力的な景観づくりの推進 

１３. 公共交通（バスや鉄道など）の利用環境の

整備 

１４. 大江戸線の新座市内への延伸の取組 

１５. 交通安全に向けた取組の推進 

１６. 緑地、雑木林など自然環境の保全 

１７. 公園の整備 

１８. 歩道の確保など安全で快適な道路の整備 

１９. 野火止用水や河川など水辺空間の整備 

２０. 汚水・雨水の排水対策の推進 

（市民生活） 

２１. ボランティア・地域コミュニティ活動などへ

の支援 

２２. 国際交流や多文化共生のまちづくりの推進 

２３. 商工業の活性化に向けた支援 

２４. 農業の発展に向けた取組の充実 

２５. 消費者保護の充実 

２６. ごみの減量や資源のリサイクルの推進 

２７. 騒音、振動、悪臭防止策の推進 

（安全安心） 

２８. 地震などの防災対策の推進 

２９. 防犯対策の充実 

（その他） 

３０. 市民が市政に参画する仕組みの整備 

３１. 性別にとらわれることのない社会の形成 

３２. シティプロモーションの推進 

３３. ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の

推進 

３４. 特にない 

 

満足している施策 

 

 

これから力を入れてほしい施策 

  

（番号を記入してください） 

（番号を記入してください） 
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問 11 コロナ禍を経て、あなたが住むまち（自治体）に特に求めるものは何ですか。（○は１つ） 

１. 生活困窮者への支援 

２. 子育て世帯への支援 

３. 経済面・健康面に関する相談体制の支援 

４. 適度に運動ができる場の提供 

５. 社会活動やサークル活動など市民同士が

交流できる場の提供 

６. 高齢者世帯への支援 

７. 事業者を支えるための支援 

８. 雇用の確保 

９. 感染拡大を防止するための市民活動や事

業者に対する支援 

１０. オンラインによる行政手続や相談窓口等の

「市役所に行かなくていい」仕組みづくり 

１１. その他（                    ） 

１２. 特にない 

 

問12 少子高齢化・人口減少社会では、税や保険料を負担する生産年齢人口（１５～６４歳の人口）の割合

が減少します。今後、今までと同じ水準の行政サービスを提供していくには、市民一人当たりの負

担を増加させなければならない可能性があります。サービスと負担について、どのように考えます

か。（○は１つ） 

１. 今よりサービスが低下してもやむを得ないので、負担は今のままにしてほしい 

２. 負担が増えてもやむを得ないので、今のサービスを維持してほしい 

３. 分からない 

４. その他（                                             ） 

 

問 13 あなたはＳＤＧｓの取組に関心がありますか。（○は１つ） 

１. 非常に関心がある 

２. 関心がある 

３. 関心がない 

４. 聞いたことがない 

 

問 14 デジタル技術を活用した施策で期待するものは何ですか。（○は 3 つまで） 

１. 各種手続や公共施設利用等のオンライン申請 

２. ＬＩＮＥ等のＳＮＳを活用した行政情報の提供 

３. オンラインによる相談体制整備 

４. 公衆無線Ｗｉ－Ｆｉの整備 

５. デジタル機器の使い方講習、スマホ教室等の開催 

６. 加工・利用できる行政が保有するデータの充実（オープンデータなど） 

７. オンライン決済の拡充 

８. 窓口でのキャッシュレス決済の拡充 

９. その他（                                             ） 

１０. 特にない 
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市の窓口サービスについて 
 

問 15 窓口サービスに対して、特に力を入れてほしいと思うことは何ですか。（○は 3 つまで） 

１. 職員の対応を良くする 

２. 事務処理を早くする 

３. １か所で複数の用件が済むようにする 

４. 申請書を分かりやすくする 

５. インターネットなどから自宅で申請・交付 

ができるようにする 

６. 出張所の機能を拡大する 

７. 夜間でも手続できるようにする 

８. 休日でも手続できるようにする 

９. その他（                   ） 

１０. 特にない 

 
 

市政情報について 
 

問 16 市政に関する情報や、市が実施するイベント情報などを知りたい場合、どのような方法を選びます

か。（○は１つ） 

１. 広報にいざを読む 

２. 市のホームページを見る 

３. 市のフェイスブック・エックス（旧ツイッター）・LINE などの SNS を見る 

４. 市役所に行ったり電話をしたりして、直接問い合わせる 

５. 出張所や公民館に行ったり電話をしたりして、直接問い合わせる 

６. 電子メールを使って問い合わせる 

７. その他（                                             ） 

８. 市の情報を入手していない／わからない 

 

問 17 市に関する情報のうち、広報やホームページなどで掲載してほしいのは、特にどのような情報です

か。（○はいくつでも） 

１. 政策や計画に関する情報 

２. 予算・決算など財政状況に関する情報 

３. 税金・年金・健康保険料に関する情報 

４. ごみの収集やリサイクルに関する生活環境 

情報 

５. 消費生活に関する情報 

６. 高齢者・障がい者・介護などの福祉サービ 

スに関する情報 

７. 子育てや教育に関する情報 

８. 健康・医療に関する情報 

９. 都市計画に関する情報 

１０. 防災・防犯や交通安全に関する情報 

１１. 生涯学習に関する情報 

１２. 文化財・歴史に関する情報 

１３. 市の観光やイベントに関する情報 

１４. 市の施設などの催しや利用に関する情報 

１５. スポーツに関する情報 

１６. 地域サークル活動に関する情報 

１７. その他（                   ） 

１８. 特に知りたい情報はない 
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問 18 市政情報の提供に関して、今後、市はどのような点に力を入れていくべきだと思いますか。（○は

１つ） 

１. 広報紙やパンフレットなどの充実 

２. ホームページの充実 

３. ＳＮＳを活用した情報提供 

４. メールマガジン（定期的に市が市民に電子メールで情報を提供するサービス）を活用した情報 

提供 

５. 地域に出向いて説明会を行うなど、市職員による積極的な広報活動 

６. 公民館や出張所の公共施設に情報端末を設置するなど、身近な地域拠点を活用した情報提供 

７. その他（                                            ） 

８. 特にない 

 

問 19 市が提供している以下の SNS のうち、利用しているもの・利用したことがあるものはあります

か。（○はいくつでも） 

１. X（エックス） 

（旧 Twitter（ツイッター）） 

２. Facebook（フェイスブック） 

３. LINE（ライン） 

４. Instagram（インスタグラム）※市イメー 

ジキャラクター・ゾウキリンの Instagram 

５. YouTube（ユーチューブ） 

６. 利用したことがない 
 
 

学校教育について 
 

問 20 新座市の学校教育を更に行き届いたものにするためには、市はどのような点に力を入れていくべ

きだと思いますか。（○は 3 つまで） 

１. 教員の指導力の向上 

２. 基礎的、基本的な学習内容の定着 

３. 思考力、判断力、表現力の育成 

４. 道徳教育の充実 

５. 英語教育の充実 

６. 健康の保持増進、体力の向上 

７. 安全教育の充実 

８. 社会体験、自然体験の充実 

９. 基本的生活習慣の徹底 

１０. 教育相談の充実 

１１. 障がいのある児童生徒の支援の充実 

１２. いじめ、不登校対策の充実 

１３. 部活動の充実 

１４. 学校施設・設備の充実 

１５. 家庭・地域との連携 

１６. 教員の負担軽減 

１７. その他（                   ） 

１８. 特にない 
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人権について 
 

問 21 現在、社会にはいろいろな人権問題がありますが、あなたが関心のあるものはどれですか。（○は

いくつでも） 

１. 女性 

２. 子ども 

３. 高齢者 

４. 障がい者 

５. 部落差別 

６. アイヌの人々 

７. 外国人 

８. ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者など 

 

９. 刑を終えて出所した人 

１０. 犯罪被害者やその家族 

１１. インターネットによる人権侵害 

１２. 性的マイノリティ 

１３. ホームレスの人々 

１４. 北朝鮮当局による拉致問題 

１５. 人身取引（トラフィッキング） 

１６. その他（                   ） 

１７. 特にない 

 

問 22 新座市では、令和５年４月１日から「新座市パートナーシップ・ファミリーシップ届出制度」を導入し

ましたが、本制度を知っていますか。（○は１つ） 

１. 知っている ２. 知らない 

 

問 23 性的マイノリティに関して、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。（○は 3 つま

で） 

１. 職場、学校で嫌がらせやいじめを受ける 

２. 就職、職場で不利な扱いを受ける 

３. 偏見により差別的な言動を受ける 

４. 賃貸住宅等への入居を拒否される 

５. 宿泊施設、店舗等への入店や施設利用 

を拒否される 

６. じろじろ見られたり、避けられたりする 

７. 本人が望んでいないのに、自らの性的指 

向や性自認を他者に広められる（アウ 

ティング） 

８. その他（                   ） 

９. 特にない 
 
 

ゼロカーボンシティ宣言・環境について 
 

問 24 令和４年５月２０日、新座市が２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシ

ティ」の表明を行ったことを知っていますか。（○は１つ） 

１. 知っている ２. 知らない 
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問 25 新座市の環境をより良くするために、市が重点的に取り組むべき環境への取組は、どれだと思い

ますか。（○は１つ） 

１. 大気、騒音・振動、悪臭などの公害対策 

２. 土壌・地下水汚染や有害化学物質への 

対策 

３. 河川等の水質改善、水循環の健全化 

４. まちの緑化の推進 

５. 公園や広場などが多いゆとりのあるまち 

づくり 

６. ポイ捨てや不法投棄の防止などのまちの 

美化推進 

７. まちの景観の保全 

８. 里山などの自然環境や水辺の環境保全 

９. 貴重な動植物の保全と生き物が住み続 

けられる環境づくり 

１０. ごみの減量・分別やリサイクルの推進 

１１. 食品ロスの削減 

１２. プラスチックごみへの対策 

１３. 省エネルギーなどの温室効果ガス排出 

量の削減対策 

１４. 太陽光などの再生可能エネルギーの活 

用推進 

１５. 気候変動（異常気象）に伴う水害や土砂 

災害の軽減、健康被害への対策 

１６. 環境イベントや情報発信などによる意識 

啓発の推進 

１７. 環境教育・環境学習の充実 

１８. 市民や事業所が主体となって行う環境 

活動への支援 

１９. その他（                   ） 

２０. 特にない 
 

ごみの収集について 
 

問 26 今後、どのようなごみの収集方法を希望しますか。（○は１つ） 

１. 現在の集積所収集（無料）を継続してほしい（有料化ならば現在の収集方法がよい） 

２. 有料化しても良いので戸別収集（自宅前にごみ出し）してほしい 

３. 戸別収集（自宅前にごみ出し）してほしいが、有料化の金額による 
 
 

市民参加について 
 

問 27 あなたは、市のまちづくりの課題解決のために、市政参画（市のまちづくりに主体的に参加・行動）

したい気持ちはありますか。（○は１つ） 

１. 参加したい 

２. 参加したいが、時間がない 

３. 参加したくない（市のまちづくりに関心・興味がない） 

 

【問27で「１ 参加したい」又は「2 参加したいが、時間がない」を選んだ方にうかがいます。】 

問27-1 市のまちづくりの課題解決のために、あなたが参加したいと思うものは何ですか。（○はい

くつでも） 

１. タウンミーティング、ワークショップに 

参加 

２. 調査票によるアンケート調査に回答 

３. パブリック・コメントに意見を提出 

４. 市民公募による会議や懇話会等の委 

員への就任 

５. 市民モニター制度などにより、定期的 

に市からのアンケート調査に回答 

６. その他（                  ） 

  

 

11ページ・問28へ 
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新座市コミュニティバス「にいバス」について 
 

問 28 令和５年４月以降、にいバスを利用しましたか。（○は１つ） 

１. 利用した 

２. 利用していない 
 

 

【問28で「１ 利用した」を選んだ方にうかがいます。】 

問28-1 にいバスの印象について、次の中から選んでください。（○はいくつでも） 

１. 使いやすい、便利、運賃が安い 

２. 運賃が高い 

３. 時間が合わない（便数が少ない） 

４. 停車するバス停が少ない 

５. デザインを変えた方がいい 

６. 運転士の態度が悪い 

７. 廃止すべき 

８. その他（                  ） 
 

【問28で「2 利用していない」を選んだ方にうかがいます。】 

問28-2 利用していない理由を次の中から選んでください。（○はいくつでも） 

１. 運賃が高い 

２. 時間が合わない（便数が少ない） 

３. 利用するルートがない 

４. 利用したいバス停がない 

５. にいバスを知らない 

６. その他（                  ） 

 

大江戸線の延伸について 
 

問 29 大江戸線を市内に延伸することについて、どう思いますか。（○は１つ） 

１. 延伸してほしい 

２. 延伸する必要はない 

３. 分からない、どちらともいえない 

 

 

あなた自身のことについて 
 

問 30 性別をおうかがいします。（○は１つ） 

１. 男性 

２. 女性 

３. 回答しない 

 

 

問 31 年齢をおうかがいします。（○は１つ） 

１. １０・２０歳代 

２. ３０歳代 

３. ４０歳代 

４. ５０歳代 

５. ６０歳代 

６. ７０歳以上 

 

問 32 新座市のどの地区にお住まいですか。（○は１つ） 

１. 北東地域（東北、北野、東、野火止五～八丁目、畑中三丁目） 

２. 北西地域（新座、中野、大和田） 

３. 東部地域（新塚、栄、池田） 

４. 中央地域（畑中一・二丁目、馬場、野火止一・二丁目） 

５. 西部地域（野火止三・四丁目、菅沢、あたご） 

６. 南部地域（堀ノ内、道場、片山、石神、野寺、栗原） 

７. 南西地域（本多、西堀、新堀） 
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問 33 ご職業は次のうちどれですか。（○は１つ） 

１. 自営業（農業、商店、工場などの経営者） 

２. 会社員 

３. 教員・公務員 

４. 会社・団体などの役員 

５. アルバイト・パートタイマー 

６. 学生 

７. 家事従事者 

８. 無職 

９. その他（                   ） 

 

【問33で「 1 」～「 ６ 」、「 ９ 」を選んだ方にうかがいます。】 

問３3-１ 通勤・通学先はどちらですか。（○は１つ） 

１. 自宅（農業、自営業など） 

２. 市内 

３. 埼玉県内の他市町村 

４. 東京都 

５. その他（                  ） 

 

 

問 34 新座市に住んでから何年になりますか。（○は１つ） 

１. ３年未満 

２. ３年以上５年未満 

３. ５年以上１０年未満 

４. １０年以上１５年未満 

５. １５年以上２０年未満 

６. ２０年以上 

７. 生まれてからずっと 

 

 

問 35 お住まいの住宅は次のうちどれですか。（○は１つ） 

１. 持ち家（一戸建て） 

２. 持ち家（分譲マンション） 

３. 民間賃貸住宅 

４. 公営賃貸住宅 

５. 社宅 

６. 間借り、寮、住み込み 

７. その他（                   ） 

 

 

問 36 家族構成をおうかがいします。（○は１つ） 

１. 単身世帯（ひとり暮らし） 

２. 一世代世帯（夫婦のみ、兄弟・姉妹のみ） 

３. 二世代世帯（親子など） 

４. 三世代世帯（親と子と孫など） 

５. その他（                   ） 

 
 
 

これで調査は終わりです。最後に、新座市政全般に対して、ご意見やご提案がありましたら、ご自由に

お書きください。なお、頂きましたご意見やご提案に対して、個別に回答はしませんので、ご了承くだ

さい。 

（新座市をこんなまちにしたい、こんな施策に取り組んでほしいなど、あなたのお考えをお書きください。） 

お忙しいところ、ご協力くださいまして誠にありがとうございました。 

同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、１０月６日（金）までに投函してください。 
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